
        
            
                
            
        

    

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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～ジオラル王国領、シャーウッドにて～

「トラブルが続くわね。王のもとに急がないといけないのに……もう、三日も約束の日を過ぎているわ」

【剣聖】クレハ・クライレットは歯は嚙がみしていた。

　彼女はジオラル王国の西にあるシャーウッドの森での任務を終えて帰路に就くところだった。

　西に凶悪な魔族が現れ、一般兵では歯が立たず、【剣聖】の力が必要となり、派遣された。

　数百のジオラル王国の騎士たちを葬った魔族ですら【剣聖】の敵ではなく、クレハはそうそうに駆逐した。問題はその後だ。

　彼女の仕事は魔族を倒すだけではない。

　重傷者を王都まで運ぶ際の護衛まで含まれていた。

　だというのに、不自然なほどにトラブルが続いていた。

　例を挙げれば、けが人を乗せた馬車の車輪が壊される。橋が崩れて迂う回かいが必要になる。魔物の群れに襲われるなど。

　おかげで王都への帰還が大幅に遅れていた。

　本来なら三日前には王都に着いているはずなのに、まだ丸一日はかかりそうだ。

「王への釈明に時間がとられそうだわ。……ふう、嫌になるわね」

　彼女はかなり疲れた様子だ。

　自慢の銀髪もくすんでいる。疲れているのは今回の件だけではない。

【剣聖】の仕事は多忙を極めていた。

　ジオラル王国は、国の最大戦力である【術】の勇者フレアと、【剣】の勇者ブレイド、三英雄の【鷹眼】を失っている。

　その穴を埋めるために【剣聖】は酷使されていた。

　今回の王の招集に遅れれば、それなりの釈明が必要になる。

　一人で馬を飛ばして隊列を離れたい気もするが、今回倒した魔族は強力な魔物を引き連れていたし、先日も別の魔物の群れに襲われた。けが人を輸送している隊が自分抜きで襲われれば一たまりもない。

「クレハ様。お疲れ様です」

　クレハの従士を務める女性が茶をもってやってくる。

　クレハの好きな茶葉を使い、彼女好みの温ぬるめにしてもってきていた。

　長く仕えていることもあり、気が利く。

「ありがとう。助かるわ」

「いえ、これぐらいしかできなくて。今回も見事な戦いでした！」

　クレハは苦笑する。

　自分はジオラル王国を守るためとはいえ、この国を裏切って、【癒】の勇者と【術】の勇者に情報を流している。

　人と魔族が共存する街ブラニッカでのケヤルたちの活躍を人づてに聞いた。

【術】の勇者フレアは、魔族と人間の共存を唱え、戦い以外で戦争を終わらせたいと演説したのだ。そして、ブラニッカのように人と魔族が共存できる街は増えていく。ブラニッカで出来たのだからほかの街でもできないはずはないと。

　それはとても素敵なことのように思えるが、同時に難しくも感じる。

　最前線で戦っているクレハにはわかるのだ。

　……長い戦いは人々の心に無数の傷跡を残した。魔族や魔物に大事な人を殺され、強い恨みを持っている騎士たちを何人も知っている。

　そして、それは魔族側も同じだろう。

　始まりはジオラル王国が利益のために引き起こした必要のない戦争だとしても、もうどちらも止まれないかもしれない。

　それでも、努力はしよう。

　これはあの人の夢だから。

　そして、自身も夢に共感し、そんな未来がほしいと思っている。

「クレハ様、優しい目をしておられます。長い付き合いですが、クレハ様がそんな目をされるようになったのは、ラナリッタに行かれてからですよね。ラナリッタで素敵な出会いでもあったのですか？」

　クレハは顔を赤くする。

　そして、従士から顔を逸そらして口を開く。

「そういうのじゃないわ……ただ、そうね。素敵な出会いがあったというのは間違いじゃないわね」

　クレハはそれだけ言うと口を閉ざす。

　恥ずかしくて死にそうだ。

　従士は優しく微笑ほほえみ、それ以上は追及してこなかった。これ以上はクレハを困らせるとわかっているからだ。

　そして、従士は話題を変えることにした。

「最近、上層部も優しくなりましたね。王都に重傷者を集めて治療してくれるなんて」

「そうね、辺境のほうにも軍医はいるけど重傷者になってくると、中央の回復術士の力や専用の設備がいるもの」

　今回もそうだが、最近は地方の施設と医師では対応しきれない重傷者を王都に運び、治療を受けさせるようになっていた。

　それも王都の負担でだ。

　高位の回復術士は数が少なく貴重なだけでなく、彼らを使うとかなり費用がかさんでしまう。

　平民では、報酬を払えないし、そもそも強力なコネがなければ会うことすらできず、頼むのは不可能だった。

　今までは、見殺しにするしかなかった兵を助けられるようになり、兵たちの士気も上がっている。

「……でも、よくない噂うわさも聞きますよね。中央に行ったきり帰って来なかったり、帰ってきたら人が変わっているって。私の知り合いも恋人が中央から帰ってきてからというもの中身が別の誰かに入れ替わってるようだって言っていました」

　従士の言葉にクレハは苦笑する。

「気にしすぎよ。重傷者だもの、全員が助かるわけじゃないわ。それに、死線をさまようような怪け我がを負ったのよ。前のままじゃいられないわよ」

「そうですよね。……でも、カルラ、ああ、私の知り合いは、恋人が帰ってきたのに、悲ひ愴そう感に溢あふれていて、多少人が変わったって程度じゃ」

　そこで会話が途切れる。馬車が急停止したのだ。

「何事!?」

　クレハは御者に向かって声を上げる。

「後方の馬車の車輪が数台やられたみたいです」

「また？　何度目よ。あなたも、修理の手伝いに行ってきなさい」

「はっ、【剣聖】様」

　御者だけあって、簡単な修理もこなせる男が走っていく。

　こういうことが何度もあって、帰還が遅れているのだ。

　次の瞬間、クレハは背筋に冷たいものを感じた。

　剣に手をかけて周囲を確認する。

「ヨウナ、馬車を出て状況を確認してくれないかしら？」

「かしこまりました。行ってまいります」

　従士も外に出ていく。

　クレハは息を整えて構える。

「話があるのでしょう？　人払いは済ませたわ。出てきなさい。それとも、私から仕掛けたほうがいいのかしら？」

　クレハが剣を抜いて臨戦態勢に入った。

　すると、陰から一人の男が現れる。

「さすがは【剣聖】様です。私に気付くとは」

「暗殺者かしら？」

「いえ、あなたに我が父からの手紙を届けに参りました。そして、伝言です。『この国はもう終わっています。クレハ嬢だけでも逃げなさい』と」

　それだけ言うと、男は大きめの封筒を渡し闇に消えていく。

　クレハは封筒を破る。その中には複数の書類と一枚の手紙があった。

　逆さ十字の印が押されている。

　こんなものを好んで使うものは一人しか心当たりがない。

　今は亡き父、アーサーの戦友であり、自身も何度か共に戦ったこともあるジオラル王国最強の男。

「ブレット神父が私に一体何を？」

　今の男は父が言っていたブレットの影だろう。

　その影を使ってまで伝えること……手を震わせながら手紙を読んでいく。

　それから、手紙と同封されていた書類を読み込む。

「……まさか、私とケヤルガとのつながりがばれているなんてね。……それに、こんなの、噓うそよ」

　クレハは目を見開く。

　その内容はとても信じられるようなものではなかった。

　クレハはケヤルを通してジオラル王国の裏の顔を知っている。

　ジオラル王国は軍を使い、亜人の村を襲って奴隷として売りさばいていた。

　他にも見せしめとして無実の村々を邪教の信者の烙らく印いんをつけて焼き滅ぼすなど、ありとあらゆる悪行を行っている。

　それでも、ここまで闇が深いとは思っていなかった。

　彼女は手紙をポケットに入れ、従士宛てに手紙を残し、クライレットの家紋が入った首飾りをおいて飛び出した。

　そこには、こう書いてある。

『ヨウナ、強大な魔族の気配を感じた。これ以上、この道を進むのは危険だから引き返して。ここからは別行動を行う。困ったことがあれば西のロウルバッハ侯爵を頼って。その首飾りを見せて、私の名前を出せば邪険にはされないから』

　そして、彼女は魔力で身体能力を強化して走る。

　これが本当なら、一刻もはやくケヤルに伝えないとまずい。




　　　　◇




～ブレット神父の手紙～

　久しぶりですね。クレハ嬢。

　あなたのご高名は聞き及んでおります。

　アーサーや私に遊んでとせがんでいた、あの小さなクレハ嬢が当代の【剣聖】になり活躍していると聞くと、嬉うれしいやら寂しいやらで不思議な気持ちになります。

　クレハ嬢、本題に入ります。

　ジオラル王は魔王と繫つながり異形の力を宿し、もはや人間ではない。

　そして、王は自身だけではなく次々にこの国の騎士たちを人ではない何かに変えている。

　近頃、各地の重傷者を治療の名目で集めているのがそれです。

　異形の力に耐えられないものは、人の形もとどめない無残な死体になり、耐えられたものは人でも魔族でもない何かになり果てます。そして人ではない何かは、地方に戻り王の眼、手足になります。

　あなたは、けっして王都に戻ってきてはいけない。

　いよいよ実験中だった、異形の力で人を変える技術を完成させた王は、最強の駒を欲している。狙われるのは勇者である私やクレハ嬢でしょう。

　そう考えていたおりに、王は私とクレハ嬢を秘ひ密みつ裡りに招集しました。

　……我々、ジオラル王国最強の二人が王の手に落ちればジオラル王国は終わりです。

　だからこそ、私は部下たちにクレハ嬢の任務を妨害させ、王のもとへ来られないようにしました。

　この手紙は、王のもとに向かった私が帰れなかった場合、あなたのもとに届くように手配をしております。

　もし、この手紙が届くときは私の悪い予想はあたり、私は死んでいるか、あるいは人ではない何かになっているでしょう。

　ブラニッカからさらに先へと進んだ【癒】の勇者ケヤルのもとに向かいなさい。そして、私が調べた王国の闇を伝えてください。この国はすでに終わっております。

　遠からず、王は人のような何かに変わった騎士たちと魔王の軍勢を率いて世界征服に乗り出すでしょう。

　……終わったこの国を救う方法があるとすれば、【癒】の勇者と共にジオラル王を倒し、フレア王女がこの国を治める以外にありえません。

　クレハ嬢、後を任せることしかできない私をお許しください。

　そして、勘違いしないように伝えておきましょう。

　あなたは、この国を見捨ててもよいのです。

　封筒を【癒】の勇者とフレア王女に届けたあと、どこか遠い国で、すべてを忘れて愛する者と暮らすのもよいでしょう。……責任感が強いクレハ嬢は、きっと戦う道を選ぶ気もしますが、その道を選ぶ場合も、一度足を止めて熟考してからにしてください。

　私は亡き友アーサーの娘であるあなたには幸せになってほしいのです。後悔をしない選択をしなさい。

　……最後に。

　戦う道を選ぶのであれば【勇者】になりなさい。ここから先は、ただの鍛え上げた人間では耐えられない。

　私が生涯かけて調べ上げた【勇者】の資料を同封しております。

【勇者】は巡る。多くは新たな命に。ですが、資格を持つものならば引き寄せられる。この世界で誰よりも【剣】に相応ふさわしいあなたならばきっとできるでしょう。

　親愛なるクレハ嬢へ

　ブレット・ハッシュラント
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　集落を出てブラニッカに向かって疾走している。

　星兎族たちに気付かれないように抜け出すため、ラプトルを置いてきたのが痛い。

　いくら魔力で身体能力を強化しても速度に限界があるし、強化に加え、疲労すれば即座に【回復ヒール】していることもあり魔力消費もすさまじい。

　去り際に俺の姿に化けたグレンが眠そうな顔で、気になることを言っていた。

『ご主人様、本来神獣の卵を孵かえせるのは神獣と神様だけなの。十分な魔力なんてただの前提条件。ご主人様がグレンを孵せたのには大事な意味があるの。神獣を孵すのに本当に必要なのは……ん、言いすぎた。うっ、頭が痛い。これ、ダメな奴なの。忘れてなの。まあ、ご主人様はかなりアレなの。大変だろうけどがんばるの！』

　気になるからと続きを話すように言ったが、グレンは首を縦に振らなかった。

　命令しようとすると必死になって……。

『ルールを破って神罰で死ぬグレンと、【命令】に抗あらがい続けて衰弱死するグレン、ご主人様はどっちかを見ることになるの！』

　と懇願してきたのでやめた。

　さすがに、グレンを殺してまで情報を得ようとは思わない。神獣だけあって、ずいぶんと不思議なルールにしばられている。

　というか、そんなやばい話なら振らないでほしい。

　……すごく好意的に考えれば、危険を冒してでも可能な限り伝えられることを伝えてくれたともとれる。

　あれで意外にご主人様想おもいの子かもしれない。

　お土産は奮発してやろう。

　そんなことを考えながらブラニッカに向かう。




　　　　◇




　その日のよるは、久しぶりに一人で眠った。

　一人の夜は寂しく感じた。それに、ひどく疼うずく。

「女を抱きたい……」

　セツナたちの体温が恋しい。

　ブラニッカについたら娼しよう館かんに行くのもいいかもしれない。

　極上の女ばかりを抱いている俺が、その辺の娼館で満足できるかはわからないが、憂さ晴らしにはなるだろう。




　　　　◇




　一晩、野営をしてブラニッカについている。

　ノルン姫が率いるジオラル軍によって刻まれた爪痕はほとんど見当たらない。

　人間も魔族も元気に商売にいそしんでいる。

　人間と魔族の仲が悪化した様子もないので安心する。

　この街はある意味、戦争を終わらせる希望だ。

　復ふく讐しゆうが優先だが、可能な限り世界平和に貢献したいと考えている。

　復讐だけで人生を終わらせるのはあまりにも寂しい。

　なにせ、憎い奴を殺すだけで人生を終わらされたら、そいつらのせいで不幸になったも同然だ。それは、敗北に等しい。

　復讐の後は幸せになりたい。そのためには、平和で安全な世界が必要だ。

「復讐が終わったら、どうするかな」

　……どこかの田舎にでも行って、昔のようにリンゴを育てるのもいいかもしれない。得意のパイづくりもやりたいな。

　俺のリンゴとお菓子でたくさんの笑顔を作るんだ。

　いっそのこと、魔王になったイヴの側近になって黒騎士を名乗ってみようか？

　セツナが子供を欲しがっていたっけ。復讐が終わってからなら、望みをかなえてやってもいいだろう。

　フレア王女とノルン姫も、ちゃんとフレイアとエレンとして可愛かわいがり続けてやろう。

　二人は美しく従順な可愛い所有物おもちやだ。【回復ヒール】を使えば美しいまま保てる。一生、俺に尽くさせてやる。

「もしかして、疲れているのか？」

　この俺が、こんな甘い未来を夢想するなんて。

　だが、悪くないと思う自分がいる。

「っと、ぼうっとしている場合じゃないな。早くクレハに連絡を取らないと」

　ブラニッカには高額だがラナリッタまで手紙を届ける郵送業者が存在する。

　そして、ラナリッタにはクレハとの中継役がいた。

　彼宛てに手紙を送ればクレハに手紙が届くだろう。

　ただ、ためらいもある。

　ジオラル王国と魔王がつながっている可能性があり、黒い力を纏まとった人間がいたというだけで、クレハをこちらに呼ぶ必要があるかどうかだ。

　彼女が王国内にいるからこそ得られる情報もあるし、彼女には彼女の生活がある。

　それでも、すさまじく嫌な予感がしたのだ。

　俺の悪い予感は外れたことがない。だからこそ、ブラニッカに来るように手紙を投げる。

　手紙を投げ終われば、彼女が来るまでブラニッカにとどまるつもりだ。

　……そうするにしてもリミットはある。

　十日だ。

　十日以内に彼女が来なければあきらめよう。

　いくら、白金一尾のグレンが俺の姿に化けて、軍略に優れるエレンがサポートしても長期間はごまかせないし、何より魔王の攻略が始まってしまう。

　手紙一つでは事故などで届かない可能性があるので、三つの業者に依頼をした。

　どれか一通でも届けばいい。

　……手紙の内容がばれる可能性はあるが、手紙はクレハとの取り決めで特殊な暗号を使っている。中身を見られてもそうそうばれない。

「さてと、あとは待つしかないな……にしても、それはそうだよな。考えてなかった。俺もまだまだ甘い」

　視線を感じる。

　それも悪意に満ちたものだ。

　苦笑しつつ気付いていないふりをして路地裏に向かう。

　そして壁を走り、屋根の上に駆け上がった。

　気配を消して、屋根の上から下の様子を窺う。

　すると、慌てた様子で星兎族の女と男が路地裏に駆け込んできた。

　前回、ブラニッカに来たときは、星兎族たちはいなかったが、今は星兎族はブラニッカにも諜ちよう報ほう要員を配置しているようだ。

　この二人は素人ではない。

　動きと視線、気配の消し方でプロだとわかる。

　……どうしようか。こいつらにブラニッカで俺を見たことを、星兎族長のキャロルに告げられるとまずい。

　かと言って、今のところ特に恨みはない。

　恨みがない連中を殺してしまうのは、俺の美学に反する。

　そうだ、いいことを思いついた。復讐する理由がないなら、復讐する理由を作ればいい。

　屋根から飛び降りる。

「俺の後をつけていたようだが、なんのようだ」

　星兎族の二人組はナイフを抜いて構える。

　一人は細身の気の強そうな女性。もう一人は浅黒い肌の男だ。

　敵意を感じる。いいぞ、もう少しだ。

「こちらに敵対の意志はない。なぜ追いかけてきたのかを教えてほしい」

　にこやかに笑いかける。

　すると、星兎族たちは目線を交わし合う。

「テイル、知られた可能性がある。逃がすわけにはいかないが……殺すなよ」

「わかっているわ。イヴのおまけはいい手札になる」

　二人がすさまじい勢いで跳んだ。

　星兎族の特徴はすさまじいまでの跳躍力。

　……驚いたな。俺を生け捕りにするつもりだ。

　加えて、イヴのおまけと来たものだ。温厚で紳士的な俺でも、ここまで舐なめられるといらっときて殺したくなる。

　ふむ、最悪の場合はブラニッカにはうまい酒を買いに来たと、苦しい言い訳をするつもりだったが、こうして襲い掛かってくるのであれば別の選択肢がとれる。

　二人は連係ができているようで、挟み込むように襲い掛かってきた。

　正面から女が、背後から男が迫ってきている。

　振り向かずとも【剣聖】の技能、【見切り】で俺の剣域に足を踏み込んだものは、すべてを感じ取れる。

　一瞬が引き延ばされるほどの集中状態に入る。

　男のほうが、ナイフで背中狙いの突きを放つ。

　最短距離で最速。いい腕だが、対応できないほどではない。

　形状からしておそらく毒が塗ってあるのだろう。

　躱かわして体勢が崩れたところに、女がナイフで切りかかる……と見せかけて本命の蹴りで顎を狙ってきた。それを手のひらで受け止めて後ろに跳んで威力を殺す。

「ひどいじゃないか！　話をしようって言ったのにいきなり襲い掛かってくるなんて！　……こんなことをされたら、もう戦うしかないじゃないか!!　戦いたくなんてなかったのに!?」

　星兎の男女が怪け訝げんな表情を浮かべている。

　楽しくなってきた。これで心置きなく復讐ができる。

　なにせ、毒ナイフで切りかかられて、顎を蹴りぬかれかけたのだ。

　もう、こいつらは殺されても文句は言えないだろう。

「ねえ、こいつが何を言っているのかわからないわ」

「俺もだ。頭がおかしいんじゃないか」

　なんて、ひどいことを言うんだ。

　暴力の次は、言葉の暴力か。

　俺のガラスのように繊細な心が傷ついた。いったい、どれほど罪を重ねれば気が済むのだろう？

　まあ、ちょうどいい。星兎たちには話を聞きたかった。

　あの集落にいたころから、適当に二、三匹捕らえて薬で頭をぱーにして、拷問して、なにからなにまで吐かせたいとずっと思っていた。

　なのに、集落の星兎族ときたら、表向きは歓迎するものだから、その機会が与えられなかった。

　俺は俺を傷つけないものには優しい。

　だが、ありがたいことに、やっと殺しても壊してもいい星兎がやってきてくれたのだ。このチャンスを逃すわけにはいかない。

「ああ、ひどいな。ひどすぎるよ。償わせてやる」

　俺は深呼吸して構えて、手招きした。

　それが気に食わないのか男が再び飛びかかってくる。

　そのタイミングに合わせて、神速の踏み込み【縮地】を発動。

　そこから神速の居合いへと移行……【剣聖】によって鍛え上げられた秘技、【斬月】を放つ。

　自らの突進の速度と、二つの神速が重なった超神速の前に、星兎族の男は自分が何をされたかわからないうちに、首が胴から離れた。

　二匹いるのだ。一匹は殺していい。どうせ拷問するなら男より女だ。

「ひっ、ネルソンが」

　女のほうが逃げる。

　仲間が殺されたというのに、復讐ではなく逃げ出すとは、なんてクズなんだ。これは教育が必要だ。

　彼女は星兎族特有の強きよう靭じんな脚力任せに強引に逃げようとする。俺ですら追いつけそうにない。

　ただ、追い付く必要すらない。

　どれだけ速かろうがここは一本道だ。

「走るより、投げナイフのほうが速い」

　男の持っていた毒ナイフを拾い、投げ放つ。

　それは背中を見せた星兎族の女の背に深々と突き刺さる。

　女が倒れた。体が痺しびれて身動きできないようだ。

　ふむ、塗っていたのはマヒ毒か。

　こんなもので切りかかってくるなんて、ひどいじゃないか。罪状がさらに追加だ。あっさり楽に逝った男の分もこの女に償ってもらおう。

　ゆっくり歩いていき、膝を踏み抜き破壊した。

「ひぎゃああああああああああ！」

　よし、これで麻ま痺ひ毒が抜けても逃げられない。

　星兎の足は速い、逃げられたら厄介だ。

　女の髪をわしづかみにして上を向かせる。

　よく見てみると、引き締まった体に気の強そうな顔、黒髪のポニーテールと白の兎耳と可愛い丸い尻尾。

　なかなか美人で、かわいらしさもある。

　そう言えば、久々に一人で夜を過ごしたせいで溜たまっていたな。

　よし、どうせ拷問して情報を吐かせるんだ。

　薬漬けにしてから、犯して気持ちよく全部を話してもらおう！　俺も、この女も幸せでみんなハッピーだ。

　……うむ、これではちょっと苦痛が足りない。復ふく讐しゆうにならない。女に甘いのが俺の数少ない欠点の一つだな。
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　適当な廃屋に連れこんで、星兎の女と遊んでいた。

「お願い、もっと、もっとちょうだい、お薬と、アレをちょうだい」

　星兎族の女が全裸で土下座しながら懇願してくる。

　俺をその気にしたら、くれてやると言うと頑張って奉仕を始めた。

　丹念に舐めている、舌の温度が高く、なかなか味わえない快楽だ。

　男慣れしていないので下手だが、ちょうど女に飢えていたところなので悪くない気分だ。我慢できる。

　なかなか見た目も悪くない。

　とくにこのむちむちの脚がそそる。星兎族の脚はいい。

　楽しませてくれたので、約束通りに可愛がってやる。

　押し倒して、太ももを抱くようにさせ、むちむちの太ももと、あそこに擦り付けるようにペニスを動かす。いわゆるすまただ。

　星兎の上質な太もものおかげで、挿入するよりも気持ちいい。

　吸い付くむちむちの太ももと、膣ちつの入り口の感触が絶妙にマッチしていた。

　興奮の絶頂で勃起しているクリトリスにアレが擦り付けられるため、星兎の女はさらに絶頂している。

　俺のほうもそろそろ吐き出したくなってきた。

　太ももも悪くないが、やはり精を吐き出すのは膣内がいい。

　最後の一突きだけ、膣内にくれてやると、星兎族が絶叫する。

　薬が効きすぎた状態で絶頂したせいか、激しく痙けい攣れんしたあとうつろな目になり、ぴくりともしなくなった。

「壊してしまったか。まあいいな」

　情報はこれ以上引き出せないし、いい加減飽きてきたな。治すのも面倒だし、そろそろ終わりにしよう。

　首を落とす。

　口封じだ。もう情報源としても女としても必要ない。

　精液と愛液で汚れたアレを、星兎の白いふわふわ尻尾でふき取ると興奮してきて、もう少し楽しんでおけば良かったと少し後悔した。

「末端だと思って期待していなかったが、思ったより情報を持っていたな」

　この女はいろいろと話してくれた。

　星兎族と魔王の繫つながり。
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　俺を見かけて襲い掛かってきた理由。

　ブラニッカに諜ちよう報ほう要員を派遣している意図。

　あの細めの星兎……キャロルのやつ、思ったよりやるじゃないか。

　結果的には、こいつらに見つかったのは運が良かった。

　情報をもらえた上にすっきりさせてもらえたのだから。

　さて、そろそろ日が暮れる。今日の宿を見つけようか。

【剣聖】を待つ、ブラニッカの一日目は幸さい先さきのいいスタートを切った。
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　ブラニッカに来て三日が経たった。

　ブラニッカに着くなり、星兎族にうっかり見つかるなんて間抜けを晒さらしてしまった。

　それに懲りたので、今は【回復ヒール】で姿を変えている。

　セツナたちには悪いが、できることも少ないのでゆっくりと羽を伸ばさせてもらっている。クレハが来るのに最短でもあと四日はかかるだろう。

「……このままじゃダメ人間になるな」

　金に余裕があることもあり、自由気ままな生活ができてしまっている。

　このままでは体がなまる。少しは運動しよう。

　そう決意して外にでた。
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　俺は、森のほうに出て狩りをしていた。

　やることと言えばレベル上げしか思い浮かばない。そんな自分に苦笑する。

　もともと、昔から趣味らしい趣味はなかった。

　リンゴを育てて、狩りをして。時間があけばリンゴをお菓子にして売って小遣い稼ぎ、他には、いつか英雄になることを夢見て剣を振るっていた。

　あまりにも寂しい。趣味らしい趣味を作っておくか。

　そのあたりも今後の課題だろう。

　充実で幸せな生活を送るためには、人生の楽しみを見つけないといけない。

　釣りでも始めるかな。そんなことを考えながらも、魔物を狩っていく。

「久しぶりだが、弓の腕は衰えていないな」

　村での狩りに使っていたので、弓はそれなりに使える。

　コピーした他人の経験と技術ではなく、自分で鍛え上げた技術だ。

　俺の性に合っていて、弓での狩りはなかなか楽しい。

　また一匹、魔物を仕留めた。

　仕留めたのは小型のリスの魔物。サイズこそ小さいが人間の頭蓋骨すら容易たやすく砕く、凶悪な歯と顎の力を持つ魔物だ。

　セツナたちに食べさせたことがない魔物で速度を上げる因子持ち。きっちり燻くん製せいにして持ち帰ろう。また、彼女たちは強くなる。

　それに……。

「探してみると見つかるものだな」

　魔物を探しながら、周囲を注意深く見ていた。

　俺の趣味と実益を兼ねたポーション作りの原料になる薬草やキノコを見つけるためだ。いつもはおもりに必死でそこまで気が回らない。

　こんな街の近くにも毒性や効能が高い素材が見つかり嬉しくなる。

　魔族領域だけはある。この辺りは大気や大地に満ちる魔力が濃いおかげだ。

「何を作ろうか？」

　せっかく、これだけ素晴らしい材料が手に入ったのだ。

　新しいポーションを作らないともったいない。

　媚び薬やくポーションは満足のいくものが作れたしセツナたちで十分検証もできた。そろそろべつのポーションに取り掛かりたい。

　麻痺毒や神経毒あたりを持っていると便利そうだ。

　実際、星兎族が使っていた毒はなかなか使い勝手が良かったし、俺ならあれよりも優れた毒が作れる。

　自白剤も魅力的だが、【回復ヒール】で記憶を覗のぞき見れば必要ない。

　今日採取した薬草と、ちょくちょく狩りの中で溜ため込んでいる魔物の毒を組み合わせて、とびっきりの麻痺毒を作ってみよう。

　……いいものが出来そうだ。指一本動かせないのに、意識はくっきり、死んだほうがましだと思うような痛みを与えられるような麻痺毒。

　これのいいところは、舌を嚙かみ切ることすら許さないこと。声すら出せないから静かに鑑賞できる。よくよく考えれば、これが今の俺の趣味か。

　よし、今後は今まで以上にポーション作りに精を出そう。なかなか生産的な趣味でいいじゃないか。
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　魔物狩りと薬草採取が一区切りしたので森から街道にでる。

　いい運動をしたので、今日は気持ちよく眠れそうだ。

　剣の柄を握った。

「……ずいぶんと荒い乗り方をするな」

　遠くから音が聞こえる。

　ラプトルの足音だ。それもかなり激しい。そうとうラプトルに無む茶ちやをさせる走り方だ。もめ事が起きている。

【翡翠眼】を発動し視力を強化し、そちらに視線を向ける。

　この【翡翠眼】なら、離れていても問題なく見える。

「なっ!?」

　思わず、変な声をあげた。

　ラプトルに乗り走っていたのは【剣聖】クレハだ。

　銀色の髪を靡なびかせながら、必死にラプトルを走らせている。ラプトルは泡を吹いていて、今にも倒れそうだ。ありえない。

　俺はクレハをブラニッカに呼んだ。だが、日数を考えると、まだ手紙が届いてすらいないはず。

　それに、様子がおかしい。

　身なりに気を遣うクレハにしては珍しく、服は薄汚れているし髪も乱れ、ろくに手入れがされていないように見える。

「誰かに追われている？」

　彼女の後ろには二頭のラプトルとそれにまたがった騎士がいた。

　クレハは騎士たちに追われて逃げているようだ。

　無理を続けたクレハのラプトルが白目をむいて倒れた。

　酷使しすぎて限界が来たのだろう。

　彼女は、急激な転倒にも即座に対応し、華麗に着地をして剣を抜いて構えた。

　二人の騎士たちはラプトルの足を止め、剣を抜いて突進の準備をする。

　どうやら、クレハは彼らと戦うつもりらしい。

　それも俺にとっては違和感だ。

　追いつかれてから剣を抜くぐらいなら、もっとはやく迎撃していなければおかしい。

　クレハなら、たかが二人の騎士、あっさり倒しているはずだ。

　森の中から入りくねった街道を強引にショートカットしつつ風のように走る。

　援護なんて必要ないはず。

　だが、嫌な予感がした。

　……この顔なら敵だと思われかねないな。

「【改良ヒール】」

　ケヤルガの姿に戻った。

　クレハとラプトルに乗った二人の騎士がぶつかる。……その直前に騎士とクレハのど真ん中に躍り出て、剣を抜いた。

「クレハ、思ったより着くのが早かったな」

　俺がそう言うと、よほど驚いたのか、クレハの綺き麗れいな空色の眼が丸くなる。

「ケヤルガ？　どうして!?　まさか助けに来てくれたの」

「見ての通りだ」

　ラプトルに乗った騎士たちは俺が現れても、まったく気にも留とめずにラプトルに乗って剣を振りかぶる。

　一人はクレハのもとへ、もう一人は俺のほうに襲いかかる。

　躱かわして、騎士の手首を剣で撫なでる。すると動脈が切り裂かれ噴水のように血が舞う。

　……罪状は俺へ斬りかかったことと、俺の所有物クレハに手を出した。罪状はそれで十分。万死に値する。

「ケヤルガ、油断しないで！」

　別の騎士の相手をしていたクレハが叫ぶ。

「……噓うそだろ。こいつは本当に人間か」

　噴水のように血が噴き出たまま、騎士はターンをして切りかかってくる。

　その剣を受け止める。

　重い。ただの騎士とは思えない筋力。

　なんだ、この力は。

　この失血量で、まったく剣の威力が落ちないなんてありえない。

　魔力で筋力を強化し、力任せに剣をはじくと、騎士は距離を取ってきた。

　血を失い倒れるどころか血が止まり、噴き出た血すら黒い霧になって戻っていく。

「クレハ、こいつらはなんだ？　人間じゃないことだけはわかるが」

「私にもわからないわ……少なくとも元は人間だったわ」

　クレハはこいつらと戦い慣れているのか、足を狙う。足を切り落として距離を取れば時間稼ぎにはなるようだ。

　もっとも、断ち切られた足もすぐにくっつくか、生えて来てすぐに襲い掛かってくる。

　付き合っていられないな。

　剣では無理だ。別に剣にこだわる必要もない。効率よく処分しよう。

　そう考えて、【改良ヒール】技能を付け替え、ステータスを魔力型に割り振りなおす。

　距離を取った騎士が、ラプトルで加速しながらの突進をしてくる。

　俺は手をまっすぐ伸ばし、そして……。

「斬って死なないなら、焼き尽くす。第三階位魔術【炎嵐】」

　炎の魔術を放つ。

　フレイアと違って、威力上昇系のスキルがない分、極端に魔法攻撃力にステータスを割り振ることで威力を補う。

　それでも、フレイアのような第六階位を超える超越魔術は使えない。上級魔術である第三階位【炎嵐】を放った。

　その名の通り、炎の嵐を作り上げる魔術だ。

　ラプトルごと騎士は炎に包まれる。

　クレハは、自分が相手をしていた騎士を思い切り蹴り飛ばし、嵐の中に騎士を放り込んだ。

　再生力が高い魔物を相手にするときは、燃やすのが鉄板だ。

　灰になれば、再生もくそもない。

「ケヤルガは滅め茶ちや苦く茶ちやね。【回復ヒール】や剣術だけではなく、魔法まで使いこなすなんて」

「手札の数には自信がある。クレハ、この化け物が元は人間だったと言ったな、何か知っているのか？」

「彼らは、顔見知りよ。つい最近まで普通の騎士だったの。でも、今は見ての通り化け物……一歩間違えれば、私もこうされていたわ」

　黒い魔力を纏まとった人間。

　その言葉が脳裏に蘇よみがえる。

　まさか、人間をこんなバケモンに作り替える技術をジオラル王国は手に入れたのか？

「なにはともあれ、間に合ってよかったよ。手紙が早く届いて良かった」

「どうしてケヤルガがブレット神父の手紙を知っているの？」

「なんのことだ？」

「……私は、ブレット神父のおかげでジオラル王の魔の手から逃れられたの。ジオラル王は最強の手駒を手に入れるために、私とブレット神父を今の騎士のように黒い力で染めようとしていたわ。その企たくらみに気付いたブレット神父は、自分を犠牲にして私を逃がしてくれたのよ」

　ブレット神父が、自分を犠牲にしてクレハを逃がした？

　笑えない冗談だ。

　あの少年専門、同性愛者のサイコ野郎がまるで真人間のようじゃないか。

　クレハの眼を見る。

　……少なくとも冗談には見えない。

「あとで詳しく話を聞かせてくれ。俺の手紙じゃなくて、ブレット神父の言葉に従ってクレハは逃げてきたんだな」

「そうよ」

「それにしても、よく逃げられたな。剣技しか使えないクレハにとっては相性が最悪だろう」

「そうね。追い付かれるたびに、彼らが足に使っているラプトルを殺すか奪って、肉片になるまで細かく切り裂いているの……それでも時間稼ぎが限界、すぐに元に戻るわ。それに、私と違って疲労しないから振り切れなかった。おかげで二日ぐらい、まともに休めなかったわね」

　悪夢だな。

　……最悪の想定はジオラル軍の騎士と兵士すべてがこうなることだ。

　剣を打ち合った感触でわかる。とてつもなく強くなっている。

　しかも不死身だ。こんな騎士で構成された騎士団なんて想像したくない。

　どんな国も勝てない。高位の炎を使える魔術師なんて数えるほどしかいない。あっという間に飲み込まれるだろう。

「おいおい、冗談だろう。ここまでか」

　灰になるまで燃やしたというのに、その煙と灰が一か所に集まり、人間を形作る。

　ここまで無茶な再生は見たことがない。再生に特化した魔物ですら不可能だ。

　最後の手段を使うか。

　どんどん人の形を取り戻していく騎士たちのところまで駆け抜けて手で触れる。

「【改悪ヒール】」

　俺のもつ【回復ヒール】のなかでもっとも攻撃的なヒールを使う。

　それは誤った形に改変してしまう力だ。

　騎士たちが完全に修復する……俺の改変した形に。

「ケヤルガ、いったい、これは何」

「俺が人として機能しない形に作り替えたんだ」

　いろいろと実験を兼ねている。

　一人は心臓から流れ出る血が、他の臓器を一切経由せずに直接心臓に戻ってくるようにした。

　一人は手足の可動域をゼロにした。

　死にはしないが一歩も動けはしない。

　あうあう言いながら、なにもできずにうごめいている。

「どうして、再生できないのかしら？」

「再生はできている。ただ、俺の【改悪ヒール】は正しい形を歪ゆがめる。もう、この一歩も動けない状態が再生が終わった姿なんだ。こうなると死ねないほうが憐れだ」

　土魔術で穴を掘る。

　そして、騎士たちをそこに落として土をかぶせた。

「これが、ケヤルガの力……すさまじいわね」

「触れさえすれば、俺に壊せないものはないよ」

　そして、【神装武具】ゲオルギウスによってその弱点すら克服した。おそらく、一対一で俺に勝てる人間は、もういない。

「そんなことより、クレハが無事でよかったよ。ジオラル王国に不穏な気配があると聞いて、居てもたってもいられずに手紙を送ってブラニッカで待っていたんだ。こうして、クレハにまた会えてよかった」

　クレハを抱きしめる。クレハは顔を赤くして抱きしめ返してくれた。

「私もあなたにあえて嬉うれしいわ。助けに来てくれたとき、泣きそうになった」

　クレハの眼めがうるんでいる。

　唇を重ねる。クレハは抵抗しない。そのまま舌を絡ませる。

　つい先ほどまで命がけの戦いをしていたこともあり、本能が遺伝子を残そうとしている。クレハが興奮しているのが伝わる。クレハが内股をこすりつけている。

「宿をとってある。宿に移動して続きをやろうか。……それとも、先に休んだほうがいいか？　ずっと寝ていないんだろ」

「ううん、先に愛してほしいの。体を清めたらすぐにでも……ずっと、ケヤルガが恋しくておかしくなりそうだったの」

　淫いん靡びな目で誘ってくる。いい子だ。今日はたっぷりと愛してやろう。

　クレハの鍛え抜かれた大人の体を愛するのは、いつもと違った趣があって楽しめそうだ。
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　宿に戻った俺とクレハはお湯をもらい、布で体を清めたあと愛し合った。

　女性の汗や匂いはあまり気にしない俺でも、不死身の騎士たちの返り血をたっぷり浴びたクレハを抱くのは少しきつい。お互い、裸でベッドに腰掛ける。

「ずっと寂しかったの」

　そう言って微笑むクレハの目は淫靡で、雌の目だった。

　出会ったばかりの頃の彼女からは考えられない。俺色に染め上げたという愉悦がこみ上げてくる。

「俺がいない間、他の男に慰めてもらってなんかいないだろうな」

「ありえないわ。ケヤルガ以外となんて」

「いい子だ」

　ベッドに押し倒す。いい匂いがする。

　クレハ本人の匂いに混じって、甘い香り。

　剣に生涯を捧ささげたクレハは香水などをつけることはないはずで違和感があった。

「この匂いは石せつ鹼けんの匂いだな。それも特別な」

　香りをつけた油を固めたもので、貴族などが愛用するものだ。

「前にご飯を食べたときに、ケヤルガがいい香りって言っていたハーブと同じ匂いがする石鹼をたまたま見つけて、それ以来、使うようにしているの」

「俺が気に入るわけだ」

　なにせ、俺の好みの匂いと同じものだから。

　何気ない一言を覚えていてくれたことも、俺のためにその石鹼を使うようになってくれたこともうれしい。

　それだけ、俺への好意が強く、それが続いているのだから。太ももから、じょじょに上の方へとなぞっていく。

　クレハは毛が薄い、おかげで形が良くわかる。

　指を入れると、若干濡ぬれていた。

　まだ、濡れたりない。このまま挿入すると辛いからしっかり前戯をしよう。

「やっぱり、ケヤルガの指だとぜんぜん違うわ。とっても気持ちいい」

「一人で慰めていたのか」

「その、たまによ。ケヤルガのことを思い出しながら」

　別れたときよりも、膣ちつ内がこなれているが些さ細さいな変化だ。

　たまにというのは噓うそじゃないだろう。こうして指でいじっていればわかる。

　クレハの息が荒くなる。

　秘部をいじるその手はそのままに、口でクレハの乳首を弄ぶ。

　形のいい胸にある桜色の乳首はすでにピンと立っており、舌を這はわせるたびにクレハの体がぴくりと跳ねる。

「やだ、そこっ、不思議な感覚になるの」

　クレハは乳首が弱い。秘部と弱い乳首を責められたことで、どんどんあそこは濡れて、柔らかくなっていく。

　クリトリスの皮を優しく剝はいで、指の腹で柔らかく撫で、同時に少しだけ乳首に歯を立てる。

「んんんっ、ンッっ、んんっ、ンゥウンンゥウンッ！」

　クレハが絶頂する。必死に声を押し殺すあたりが可愛らしい。

　前戯はもう十分だろう。

「挿れていいか」

「ええ、もちろん。すごく大きい」

「乱れたクレハを見て興奮してな」

「私でそうなってくれたのね」

　挿入しよう。挿入の前に、アレを舐なめてもらい、下準備をしてもらおうかと思ったが、今は一秒でも早く膣内に突っ込みたい気分だ。

　だから、そうする。一気に最奥まで挿入する。

「あっ……ああっ……んっ」

　それだけでクレハは軽く絶頂した。

　その程度で絶頂するほど開発できていない。おそらくは精神的なものだろう。

　クレハの秘部は熱くきつく締め付けてくる。

　それだけでなく、ほとんど無意識に抱きついて、しがみついてくる。

　クレハの場合、ベッドの上では誰よりも甘えてくる。

　腰を動かすと、そのたび密着したクレハの反応がわかって面白い。

「あっ、ん。ケヤルガを、ケヤルガを強く感じて、とても幸せ」

「俺もクレハを感じている。今まで寂しがらせた分、今日はたっぷり注いでやる」

「嬉しい」

　より一層、締め上げがきつくなった。情けない話だが、そろそろ限界だ。

　クレハがしがみついてきているし、もとより引き抜くつもりもないので、思いっきり中にぶちまける。

「あっっ、ああッ！　あっあっ、あっッ、ああっ！　あッあッあアァアアアッ!!」

　クレハも絶頂したようで、全身の震えが伝わってきた。

　今度は声を押し殺す余裕もないようだ。

　全部吐き出すまで、クレハは俺を離してくれず、クレハの膣内は少しでも精液を取り込もうとうごめく。

　引き抜くと、クレハの愛液が泡立っていた。

「ねえ、ケヤルガ。私、まだ、ケヤルガに愛されたいの」

　息を荒くしながら、四つん這ばいになり、自分の秘部を見せつけてきた。

　そこは俺を誘うように動いている。

　まだまだ物足りないらしい。

「いいだろう」

　俺もまだまだ、クレハを味わいたいと思っていたところだ。

　クレハが疲れ切って倒れるまで、付き合ってやろう。

　そう思い、腰を乱暴に摑つかみ、獣のように荒々しく犯し始めた。
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　クレハは眠ってしまっている。

　逃走劇の疲れと、俺に出会えた安あん堵ど、セックスの快楽などで意識を保っていられなくなったのだろう。

　まさか、あれから六連戦もするとは。

　さすが【剣聖】、セツナたちとは体力が段違いだ。

「あのクレハが、こんなふうになるとはな」

　クレハと愛し合うのは久しぶりだった。

　離れていた時間がよほど寂しかったようで、クレハは信じられないほど乱れて求めてきた。

　美しく均整がとれた体つきで、それでいて具合がいい。

　体力がありイヴたちにできないこともよろこんで受け入れてくれる。それはそれは楽しい時間だった。

　寝顔も綺麗だ。

　そっと、彼女自慢の銀色の髪を撫なでる。さらさらとして心地よい。

　やることをやったので、ようやく考え事ができる。

　クレハがもってきた情報について考える。

「……まったく、信じられない。あのブレットが人助けなんてするとは。外面はいいと前々から思っていたが、これほどとは思ってなかった」

　クレハから、ブレットの俺とフレイア宛ての封筒を受け取ってある。

　その中にある手紙と彼が調べ上げた資料の数々を見て、頭を抱える。

　とくにクレハ宛ての手紙だ。

　……クレハへの思いやりと自己犠牲に溢あふれて、あの少年専門同性愛者のサイコ野郎がいい人っぽく見えてしまう。

　実際、クレハからしたらいい人なんだろう。父の友人で優しい優しいおじさんだ。

　ブレットという男は、同性の少年に向ける歪ゆがんだ性癖以外は善人に分類される。ただ、その唯一の欠点が致命的なのだ。

　許すわけにはいかない。

　俺は被害者の一人にすぎなかった。

　あいつは今まで、無数の少年を犯して、保存するために殺している。きっと、この世界でもだ。

　そんなクズを正義の味方である俺は捨て置けない。

　たとえ、クレハにとっていい人だろうと復ふく讐しゆうを完遂する。

　だが、その復讐に大きな障害ができてしまった。

「くそっ！　ジオラル王め！　俺の獲物を横取りしやがって」

　考えていたブレットへの復讐プランがパーだ。

　当初の予定では、自分自身を餌にするつもりだった。

　一度目の世界であいつは口癖のように俺を、可愛かわいい、理想の少年だと唱え続けて執着していた。

　つまるところ、ケヤルの姿で目の前に現れるだけで、奴やつはどんな手を使ってでも俺を手に入れようとしただろう。

　手に入れれば、己の性欲をぶつけようとする。

　……そうして隙を晒さらした瞬間に特製の麻ま痺ひ毒を打ち込みゆっくりと復讐を堪能する。こうすれば、あっさりと無力化できるし復讐の口実もばっちりだ。

　そのはずだった。

　しかし、クレハの話とブレットの手紙を信じるなら、すでにブレットは、騎士たちのようになっている。

　あんな、なれの果て、空っぽで自我の欠けらもない生きる屍しかばねに復讐しても意味がない。

　恐怖も苦痛も絶望も怒りも感じてくれない、ただ動くだけの人形を壊しても、俺のこの怒りが収まるものか！

　俺は、ブレットに復讐がしたいのだ。トラウマを刻み込んで、少年を見るだけで吐き気を催す。そこまで追いつめて、はじめて復讐が達成される。

　くそ、せっかくやり直したのに一番復讐したいやつに復讐できないなんて……。

　こんな理不尽、許されてなるものか！

「いや、思い出せ。あの男があっさり敵の手に落ちるか？　あの男なら必ずなにかやっているはずだ。あいつのしぶとさとあきらめの悪さは知っているはずだろう」

　狙った獲物を絶対に逃がさない執念。

　どんな絶望的な状況でも生き延びる生存能力。

　それらの点においてあれ以上の男を知らない。

　……その背中を見て、俺はたくさんのことを学んだ。

　俺の用心深さ、用意周到さはあいつから得たものだ。

　つまるところ、ブレットは俺の復讐の対象者であると同時に教師だ。

　ブレットが、ジオラル王ごときの思い通りになる？

　冗談だろ？

　しかも、これだけ事前に情報を集めていた。……あいつは自分を手放したりしない。

　きっと、何か仕掛けている。

　……おそらく、俺とフレイアに情報を漏らしたのも、その使いにクレハを使ったのも意味があるはずだ。

　もし、ブレットが自分を保っているのなら復讐のチャンスはある。

「絶対に逃がしはしないぞ。ブレット。おまえを壊しつくすまで、俺の復讐は終わらない」

　きっと向こうは向こうで俺を求めているだろう。

　ケヤルの似顔絵ぐらいは見ているはずだ。

　そして、興味を持ち俺の足跡も調べている。

　あいつが俺に惚ほれないわけがない。俺を求めないはずがない。

　認めるのは癪しやくだが、ある意味、俺たちは両思いかもしれない。強く求めあっている。

　はやく、会いたいよ。ブレット。
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　クレハが目覚めるのを待つ。

　起こしたりはしない。精神的にも体力的にもかなり消耗している。

　自然に目覚めるのを待つ。

【回復ヒール】で体の疲れは癒いやせても心の疲れまでは癒せない。

　今は、そっとしておこう。

　その間に、ブレットの残した資料を読み込んでいく。

　よくもまあ、これだけ調べたものだ。

　魔王と魔族の繫つながり、汚染されていると思われる要職の人間。

　ジオラル王の世界征服に向けた具体的なプラン。

　そして、クレハと俺との交流。

　……あいつは俺を通して、フレア王女にジオラル王国の窮状を訴えようとしている。

　そして、気になることがある。

【勇者】についての資料だ。

【勇者】の存在意義について書かれている。

　冒ぼう険けん譚たんや神話によって語られているような、人間によって、こうあってほしいという願望ではなく、この世界にとって勇者がどういった役割を果たす装置かがだ。

　こんなものを公表すれば死刑だな。

【勇者】に対する冒ぼう瀆とくだ。

　だが、読んでみると妙にしっくりくる。

　世界が勇者を生み出す意味に納得してしまった。

【勇者】の一人として納得できてしまうのだ。自然にページをめぐる手が速くなる。

　次に目に留とまったのは、【勇者】のシステムについて書かれている項目だ。

【勇者】についての基本事項。





　１．世界に十人しか同時に現れない

　２．勇者が欠けた場合、新たな勇者が生まれる

　３．勇者として選ばれるのは、成人し職業クラスが与えられる際

　４．勇者にはレベル上限が存在しない

　５．勇者と、そのパーティには通常の二倍の経験値が与えられる

　６．体液を与えることで他人のレベル上限を解放できる。精液の成功率が高く、それ以外での成功率は極めて低い






　ここまでは俺も知っている。

　問題はその続きだ。





　７．勇者が欠けた場合、次の勇者が選ばれるまでに平均して二年ほどの月日がかかる

　８．７の期間だけは死んだ勇者の持つ印に適合するものが新たに選ばれる可能性がある






　……過去の文献によると、特異点に資格あるものが向かうことで引き寄せられる。

　この二つは知らなかった。別の資料を読むと、特異点というのは俺が【翡翠眼】を得た精霊と人間界がつながるような場所。

　星の巡りが重要なのも【翡翠眼】のときと一緒。

　地図を広げる。ブレットの資料を読み解き、特異点の場所をいくつか地図にプロットしていく。そして、星の周期を計算し、特異点の中でちょうど星が巡るタイミングにあるものを選ぶ。

「まさかな、特異点が現れるのは、明後日で五十キロほど先。……そして今欠けた勇者は【剣】。偶然か？」

　ここから間に合う位置にたまたま特異点が存在し、たまたま二日後というタイミングで、たまたま欠けたのがクレハにおあつらえ向きの【剣】。この地上に彼女より【剣】に相応ふさわしい者はいない。ここまで来ると作為的なものを感じる。

　後ろから音がする。クレハが起きたようだ。

「おはよう。ケヤルガ」

「おはよう。クレハ」

　熱い時間を過ごしただけあって、クレハははにかむ。

　そして、目でおねだりしてくる。俺は苦笑し、唇を重ねてやる。クレハは甘えん坊だ。

「ケヤルガ、一つお願いがあるの」

「……勇者のことか」

「ええ、私はこれからケヤルガと一緒に戦うわ。ジオラル王国を放っておけない。ケヤルガと共に戦うには、今のままでは力不足なの。……だから、勇者の力がほしい。私には、ブレット神父が残してくれた資料を見ても、特異点の場所も、現れる時間もわからないわ。でも、あなたなら読めるわよね？」

「その通りだ。すでに読み解いている」

　俺が躊ちゆう躇ちよしているのは、これを読むと現実的にたどり着ける場所の選択肢が一か所しかなく、二日後にたどり着けなければ、次は一年後となり、二日後に行く以外の選択肢がない。

　つまるところ、場所も日時も指定されているようなものだ。……ようするに非常に罠わなが仕掛けやすい。悪意をもってガセ情報でおびき寄せられているような気がする。

　ただ、読み解くには相当高度な知識が要求される。

　その点では罠を仕掛けるのには、ギャンブル性が高い。

「わかった。行こうか。地図を見てくれ。星の巡りを見る限り明後日の夜、五十キロ先に特異点が現れる……もし、この機会を逃せば次は一年後だ」

「行くしかないわね」

　クレハの眼に覚悟の光があった。

　たとえ、罠の可能性が高くても、クレハを【勇者】にできる機会は逃せない。

　行くしかないのだ。罠があろうが対応して見せる。

「明日の朝、出発する。それまでは時間がある。まだまだ、クレハと繫つながっていたいそんな気分だ」

「実は私もそう思っていたわ。エッチな女の子だって思われたくなくて言えなかったの」

　クレハがさっそく、体重を預けてくる。甘い匂いがした。

「俺はエッチな子のほうが好きだよ。さっそく愛し合おうか」

　彼女が顔を赤くして頷うなずく。

　そして、俺は彼女を押し倒し、彼女の唇を貪った。

　罠だろうが構わない。もし、罠ならその罠を食い破って、俺を罠に嵌はめたことを後悔させてやろう。
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　クレハと共にブラニッカを出発した。

　ブラニッカを出たおかげで、ケヤルガの顔に戻せた。

　星兎の間かん諜ちようが街に放たれていたこともあり、宿の中以外は、顔を変える必要があった。

　やはり、本当の顔はしっくりくる……まあ、ケヤルガの顔も偽物だが、使っている時間が長く愛着がある。

　ケヤルの顔より好きなぐらいだ。俺はケヤルの顔は好きじゃない。可愛すぎて男らしくないのだ。

　何より、嫌なことを思い出す。

　そして、今は森の中で魔物と戦っていた。

　魔物がクレハの死角から襲いかかろうとしているのを探知用の魔術で感じ取る。

　クレハに注意を促そうとして……止めた。

　彼女にはちゃんと〝視みえる〟はずだ。

　なにより、隙がない。死角から襲われても、彼女なら問題なく対処できるだろう。

　彼女には、己の剣の間合いすべてを肌で感じる【剣聖】の技能である【見切り】がある。

　……その力が披露される。

　クレハの背後から、紫の体毛を持つ豹ひようが襲いかかる。豹は音と気配を完璧に消していた。

　並どころか、超一流の冒険者ですらその接近には気付けない。

　魔物の名は、シオン・レオパルド。森の殺し屋として恐れられる魔物だ。

　剣域に入れば、【見切り】により、クレハは魔物の接近に気付くが、逆に言えば数メートルの距離に入るまではクレハは気付けない。

　わずか二メートルという距離まで接近を許してしまった。それも対応が難しい背後を取られた。シオン・レオパルドの圧倒的な速度に対応するなど不可能だろう。

　……常人であれば。

　クレハの背後に飛びかかったシオン・レオパルドは次の瞬間には首と胴体が分かれていた。そして、地面に叩たたきつけられる。

　おそろしい鋭さだ。銀色の閃せん光こうが走ったようにしか見えない。

「すさまじい剣の冴さえだ」

　よく、かつての俺は彼女に襲い掛かられて無事で済んだものだ。

　一歩どころか、半歩間違っていれば、こうなっていてもおかしくなかった。

　彼女の強みは、【見切り】や【神剣】などの剣聖特有の強力な技能や、それを強化するスキルではない。

　その技能とスキルを活いかしきる剣技と心の強さにこそあるのだ。

「いえ、まだまだよ。まだ、私は剣域しか見えていないもの。この領域の外に意識を伸ばしたいものね」

　それはクレハの数少ない欠点でもある。

　彼女は剣の届く範囲を超えると途端に索敵能力が落ちる。

　遠距離攻撃手段がある相手には不利だ。

「矢や投石ぐらいなら剣域に入ってから気付いたとしても、斬り払えるだろ？」

「そうね、音より遅いならどうにでもなるわ」

　これだから、【剣聖】は困る。

　鍛え抜かれた技術。研ぎ澄まされた感覚。

　これらは、ステータスや技能で補えるものではない。

　ある意味、真の強さと言えるだろう。

「そういう、ケヤルガこそすごいわ……私には剣しかないけど本当になんでもできるのね」

「まあな。これで今日の夕食には困らないさ」

　俺の手には、穴熊の魔物がいた。探知魔術で発見し、投げナイフで仕留めていた。

　クレハは俺の投げナイフの腕前を見て驚いているのだ。

　クレハは驚いてくれているが、さして自慢できるものではない。

　……俺はどこまで行っても【回復術士】だ。【回復ヒール】以外は、技能をコピーできても、スキルまではコピーできず、一流どまりで超一流にはかなわない。

　剣技などの経験をコピーできるといっても、コピーした経験は、その経験の持ち主の肉体に特化したものであり、俺の肉体で実行すると劣化する。

　だからこそ、組み合わせと機転が重要になる。

「そろそろ日が暮れる。野営の準備をしよう……魔族領域の魔物は強い。夜は素直に休んだほうが良さそうだ」

「そうね。それにお腹なかもすいたわ」

　二人で笑い合う。今日は余裕がある。クレハと二人だと楽だ。

　なにせ、いつもはイヴやフレイア、エレンに常に神経を回している。

　エレンは完全な素人だ。そして、イヴやフレイアも油断できない。

　彼女たちは、強大な攻撃力をもった素人でしかない。不意打ちには極めて弱い。なにかの間違いであっさり死んでしまうかもしれず、目を離せないのだ。

　だが、クレハの場合は心配せずとも自分でなんとでもする。

　おかげで、かなり気楽な旅になっている。

　……セツナたちと合流してからも、クレハがいると楽ができそうだ。俺が全員のカバーをする必要がなくなるのだから。
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　野営を始めた。魔物除よけのポーションを火にかける。

　これは、蒸発させることで魔物が本能的に嫌うにおいが発生する特製のポーションだ。

　そして、料理作りに取り掛かる。

　今日の主菜は、ハリネズミの魔物。【浄化】で毒を取り除き、皮をはがして解体する。

「ケヤルガって料理までできるのね」

「できなきゃ、旅は辛つらいぞ。街に立ち寄れることのほうが少ないからな。たいていは野宿だ。うまいものが喰くいたきゃ自分で作らないとな」

　旅をしているとどうしても野宿が多くなる。飲食店なんて、気の利いたものはない。

「それはそうね。ジオラル王国を抜け出してからの旅は辛かったわ……」

「いったい、何を食べていたんだ？」

「パンと塩と干し肉よ」

「しんどい旅だな。毎日、そんな食事だと気が滅め入いりそうだ」

　俺は苦笑し、【改良ヒール】で技能を付け替えた。

　フレア王女からコピーした【攻撃魔法（全）】だ。

　水属性の魔術で水を用意する。

　フレア王女の技能をコピーして良かった。

　四大属性魔術をすべて一枠で使えるのは反則に近い。

　旅では、特に水と火の魔術は非常に重宝する。

　水源が近くにあるなんて幸運はそうそうないし、水を得られても蒸留しないと腹を壊す。さらにいえば、道中は重くてかさばる水を持ち歩く必要がある。

　水の魔術で気軽に冷たくて衛生的な水を得られる。それだけで旅は随分と快適になる。

　火も重要だ。生木は燃えにくい。燃料になるような乾いた木材なんてものはなかなか手に入らない。生木の水分を飛ばして、強引に燃やしてしまう火力の確保ができるというのはありがたい。

「美味おいしそうな匂いね」

「今日はスープだ」

　調味料を練り込んでからサイコロ状に固めて乾燥させて持ち歩いているラードをお湯に溶かす。これだけで、美味しいスープになる。

　ハリネズミの肉を炒いためて、スープに放り込む。

　ある程度火が通ったところで、森で採取した山菜とキノコを投入。運よく山に自生するタイプの芋も手に入れたので、そいつはひと口大に切っていれる。

　灰汁あくを取りながら火が通ってきたところで味見。バッグから塩と香辛料を取り出して味を調える。よし、出来上がりだ。山盛りにして、クレハに渡す。

「できた。食べてくれ」

「ありがとう、ケヤルガ」

　今日は、このスープだけだ。街を出る前に旅支度は整えており、固焼きパンなどはあるが、芋が取れたおかげで炭水化物が確保できている。

　パンは温存しておこう。

「美味しい！　まさか森でこんなに美味しい料理が食べられると思わなかったわ！　お芋がスープの味を吸い込んで素敵ね。お肉もたっぷりで力が付くわ」

「まだ、お代わりはある。クレハの体は弱っているみたいだし、たっぷり食べてくれ」

「ええ、そうさせてもらうわ」

　クレハは、ここ数日の貧しい食生活のおかげで体が弱っている。栄養をつけてもらわないと。

「もう一杯もらえるかしら？」

「これで最後だな。味わって食ってくれ」

　明日の朝食にも使うため多めに作ったスープは、クレハが何度もお代わりしたせいで空っぽになってしまった。朝食には別の献立を考えないといけない。

　……まあ、これだけ美味しそうに食べてくれたんだ。これぐらいの手間は受け入れよう。

　水の魔術を使い、調理器具を洗って片づけていく。

　そして、調味料を片付けていくと、クレハが不思議そうな顔をしていた。

「ケヤルガって、旅なのに何種類も調味料を持ち歩いているのね」

「旅だからこそだ」

　表に出していたのは、固形スープのもと、塩、カラムという辛みを与える香辛料。

「他にも、いろいろとあるぞ」

　これだけで驚いてもらっては困る。

　俺は、鞄かばんの中からハチミツ、ブラニッカで買った塩辛い発酵調味料、コーン味噌みそ、乾燥ハーブ類を取り出した。

「驚いたわ。旅なら、味なんて気にしている余裕なんてないと思っていたの」

「それは違う。さっきも言っただろう。旅だからこそ、これだけ持ち歩いていると。旅っていうのは一日、二日じゃ終わらない。旅は長くて苦しくて娯楽がないんだ……ずっと辛くて苦しくて飯までまずい日々が続くと気が滅入るだろ？　滅入るだけならいいが、最後には心が折れる。うまい食事はそんな辛い旅を楽しくしてくれる。旅での最高の薬だ」

　俺が笑いかけると、クレハはなるほどとつぶやく。

「そうね……一人で旅をしていて身に染みたわ。もうぼそぼそのパンと唾液で柔らかくする干し肉も見たくないわ」

「味だけじゃなくて、栄養も重要だ。ハチミツはカロリーが高いから単体でも使えるし、体の抵抗力を上げてくれるし、温めてくれる。甘かん味みは人をリラックスさせる効果もあるな。塩が不足してくると、動けなくなる。こっちの香辛料は臭くて食えない獣肉の臭いを消してくれるし解毒作用もある。人間の体は案外弱い。とくに旅になると、それなりの知識と調理技術がないと、あっという間に壊れるぞ」

　それは身に染みて知っている。ただ、腹が膨れるだけではダメなのだ。

　一度目の世界では、ブレットのおかげでなんとかもっていたようなものだ。

　……ブレット以外、生活力があるのは壊れた俺しかいなかった。

　あいつはあの見た目で、サバイバル技術と調理技術に優れていた。

「そうね、仮に私一人で旅をしていたら、一ひと月つき持たないでしょうね。足りない技術が多すぎるわ」

「旅だと、現地調達が基本だな。獣のさばき方、食べられる山菜とキノコの見分け方や見つけ方……で、これが重要なんだが、獣肉も、森に自生しているものは基本はまずい。まずいものをうまく食べるために、調理技術とこれだけの調味料が必要になるわけだ」

　味を求めないのなら、塩だけでもいいが、それではろくな料理ができない。

　そうなると、体ではなく心が壊れる。

　楽しい旅のために、多少重くても俺は調味料を手放さない。

「ふふ、ケヤルガはすごいわね。ねえ、旅の間いろいろと教えてもらっていいかしら？　森での食料の調達の仕方や、料理の仕方。それに野営のやり方も」

「もちろんだ。覚えておけば絶対に役にたつからな」

　そうして、クレハにいろいろとサバイバル技術を叩たたき込んでいく。

　クレハは、楽しそうに俺の話を聞いてくれる。

　すっかり、暗くなり始めた。

　空を見上げると、星が輝いている。

　星の動きは計算通り。これなら予定通り、明日には特異点が生まれるだろう。

　……そして、ブレットの罠わなでなければクレハは【勇者】となり、今まで以上に強くなる。

　それが楽しみであり、ブレットの手のひらで踊らされているようで怖くなる。

　ブレットの手紙、あれはクレハの性格がよくわかっている。

　彼女の性格を考えると、あんな言われ方をすると勇者にならないはずがないのだ。
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　クレハとブラニッカを出発し二日目の夕方になっていた。

　ようやく特異点にたどり着く。

「余裕をもって出たつもりだが、意外と時間がかかったな」

「そうね、……魔物が多かったわ」

　予定では、今日の昼過ぎには着くはずだった。

　しかし、強力な魔物と多く遭遇したことに加えて、想像以上の悪路ということで、この時間になってしまった。

　地図を広げる。おそらく、特異点の場所はこの近くにある。星が輝き始めれば、異界の魔力が流れ込んできてよりはっきりするはずだ。

「クレハ、念のため周囲の警戒を怠るなよ」

「ええ、わかっているわ」

　特異点に来れば勇者になれるという情報が罠かもしれないということは、クレハにもしっかりと話してある。

　彼女は、あのブレット神父が自分を罠にかけることはないと言ってはいたが、ブレットがガセ情報を握らされているかもしれないと言うと納得した。

　薄々予想していたが、想像以上にクレハはブレットを慕っている。

　……復ふく讐しゆうをするときは注意が必要だ。

　クレハには知られないようにしないと。

　下手をすればクレハに恨まれかねない。

　俺は、熱探知魔術で周囲百メートルほどの熱を探る。

　フレイアなら、この五倍の範囲まで広げられるだろうが、俺にはこれが限界だ。

　付近に、人型の生き物はいない。

「さて、することもないし。特異点が現れるのを待とうか……それから、できればブレット神父がどんな人だったか教えてほしい」

「いいわよ。あれは、たしか五年前の話ね」

　そうして、俺は星がでる時間までクレハの話を聞いていた。

　クレハの話に出てくるブレットは、優しくて、それでいて厳しさもある完璧な大人だった。

　……ああ、気持ち悪い。

　そこまでうまく化けているとは。隙があればクレハの前で、その善人の皮を剝はいでやりたいものだ。
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　時折現れる魔物や獣の襲撃を退けているうちに夜が来た。

　夜空に星が輝き始める。星の並びは完璧だ。

　ガセでなければ、特異点が現れるはず。

　少々、心配し始めたころ、それは来た。

「クレハ、わかるか」

「ええ、魔力探知の苦手な私でも。これだけの力が溢あふれれば嫌でもわかるわ」

　魔力が流れ込んでくる。

　清浄な魔力だ。あまりの密度に、質量があると錯覚してしまう。魔物や獣たちは、その力を恐れて逃げ出している。ごくりと生唾を飲む。

　この力は本物だ。

　俺とクレハは魔力の流れ込んでくる方向に走る。

「これが、特異点か」

「きれいね。青い光が差し込んでいるわ」

　魔力が出る源は、湖だった。

　水面が鏡のように滑らかで青く輝いていた。月の光のように優しい青。この俺ですら見ほれてしまう幻想的な風景。

「さて、ここまで来てどうするかだな」

　ブレットの資料には特異点に資格のあるものが近づけば、試練が訪れるとだけあった。

　試練の内容がわからない以上、出たとこ勝負だ。試練を受ける資格すらないと判断されれば何も起きない可能性すらある。

　クレハの横顔を見る。

　綺き麗れいな青い瞳が釘くぎ付づけになっている。

　そして、静かに口を開く。

「私を呼んでいるの？」

　そう言うなり、湖のほうに歩き出す。

　まるで夢遊病者のような足取りだ。俺には何も聞こえない。【剣】に選ばれたもののみにささやいているのだろう。

　湖にクレハの足が沈む。浅い湖のようで腰までしか水に濡れない。

　青の光が強くなる。青の魔力の源、向こう側との接続点が目に見える形で現れた。

「……まるで、どこかの神話か英雄譚たんだな」

　湖の中心に剣が現れる。

　水面に刺さっている。そうとしか見えない不思議な現象。

　片刃で細身、クレハや俺が好む切れ味重視の取り回しのいい剣。

　麗しい剣だ。

　派手な装飾があるわけではない。特徴的な形状をしているわけでもない。

　それでも、どんな宝剣よりも華美だ。

　クレハを呼んでいるのは、あの剣だろう。

『力を望むものよ。己に【剣】の勇者の資格があると思うのであれば、我を抜け……資格無きものが我に触れたとき、死を持って己のうぬぼれを知るだろう』

　声が頭に直接響いた。

　力のある声だ。【剣】の力が強くなったことで俺にも聞こえるようになった。

　鳥肌が立っていた。畏怖を感じてしまっている。

　……さすがは勇者の力がかかっているだけのことはある。

【剣】の試練、失敗すれば死。

　それも、おそらくはただの死ではない。あの剣を見ればわかる。あの剣に食われて魂が永えい劫ごう縛り付けられる。

　リスクが高すぎる。

　クレハを止めよう。そう思い声を上げようとして……やめた。

　クレハはこの状況を楽しんでいる。ここで止めれば、彼女は一生俺を恨むだろう。彼女には選ばれる自信があるのだ。

　世界で最も【剣】の勇者に相応ふさわしいという自負。

　それはうぬぼれなんかじゃない。俺は彼女の剣を知っている。

　彼女が歩んできた地獄を知っている。誰よりも才能に恵まれたクレハが、誰よりも努力をして、経験を重ねてきた。

　彼女ほどの【剣】を俺は知らない。彼女が【剣】を担わないというのなら、だれが【剣】を担えるというのだろう。

　ついに、湖の中央にクレハがたどり着いた。空気が張り詰めていく。クレハが目を見開いた。剣気が放出される。

　反射的に首が繫つながっているかを確認した。

　……これだけ離れているのに、気をあてられただけで斬られたと思ってしまったのだ。

「私は誰よりも、【剣】であり続けた。そして、これからもあり続ける。だから……私のものになりなさい」

　柄を握った。

　青い雷光があたりに降り注ぐ。眩まぶしい。目を手で隠しながら、クレハの様子を確認する。

　彼女は一歩も引かない。

　ただ、目の前の【剣】との対決に全神経を集中する。

　クレハの綺麗な肌が斬り裂かれていく。

　白い肌と血のコントラストが美しいと、こんなときなのにどきりとした。

　そして……【剣】が引き抜かれた。

『認めよう。クレハ・クライレット。汝なんじは【剣】に相応しい。ゆえに【剣】の勇者の称号を与える。我は新たな勇者と共に』

　頭に響く声から、険しさがなくなった。

　剣が弾けて、青い光の粒子になる。

　それが優しくクレハに向かって降り注いでいく。

　ジュッと音がして、勇者の刻印がクレハの右手の甲に刻まれた。そのまま、クレハは立ち尽くし、崩れ落ちた。

　慌てて、湖の中を走って彼女を抱きとめる。

「大丈夫か、クレハ!?」

　抱きとめたクレハは、頰ほおがこけてやせ衰えていた。

「少し、疲れたわ……私は何時間ぐらい、柄を握っていたの？」

「数分だったと思う」

「……そう、あれは夢かしら？」

　きっと、剣を握った瞬間に精神世界での死闘に引き込まれたのだろう。

　そうでなければ、あの【剣聖】がここまで疲弊するはずがない。

「私はちゃんと、勇者になれたのかしら？」

「これが見えるか？　勇者の証あかしだ」

　彼女の手をとり、顔の前に持っていく。

　そこには紛れもない勇者の刻印があった。

「そう……良かった」

　クレハが気を失った。そんな彼女を陸まで運ぶ。

　いつの間にか、青い魔力は消えて湖もただの湖に戻っていた。

　彼女を寝かせて、たき火を用意する。今日はこのまま野営しよう。

　湖で倒れたせいで、びしょ濡れだ。着替えさせなければ。このままだと風邪をひいてしまう。

　着替えさせている途中に、白い裸身を見てしまい手で目を覆った。

　やっぱり、クレハの体はエロい。こう、むらむらとする。

「いや、寝ている女に手を出すのは駄目だろう……それより、ちゃんと視ないと」

【翡翠眼】を発動させる。

　ちゃんと勇者になったかを確認するのだ。
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　勇者の特徴であるレベル上限∞。

　そして、経験値上昇スキルを手にしている。

　女性だけあって、他者のレベル上限解放はない。

　さらに物理攻撃力と速度の素質値が以前より強化されていた。俺の知る限り人類最高峰の高速物理アタッカー。

　この超高ステータスと彼女の剣技とを組み合わせれば、おそらく地上で彼女にかなう生物はいない。

「おめでとう、クレハも今日から勇者だ」

　今までも頼もしかったが、今後はより頼れるだろう。

　俺は彼女の寝顔を見つめながら、夕食の準備を始めた。

　クレハのことだ。きっと、しばらくすれば空腹で目を覚ますだろう。たっぷり食べて英気を養わせてあげないと。







[image: 第六話　回復術士はデートをする]







　たき火を見ながら、安らかに眠っているクレハの顔を見つめる。

　あれからずいぶんと時間が経ち、すでに夜が明けていた。

「ほんとうに【剣】の勇者になるとはな。……ブレットのやつは何を考えている？　あいつのことだ。意味のないことはしない。必ず、クレハを勇者にした意図がある」

　警戒していた罠わななどは一切なく、すんなりとクレハが英雄になってしまった。

　罠ではない以上、絶対にほかの目もく論ろ見みがある。

　それが怖い。

【剣】の試練は、外から見ていた俺には、ただ剣を握り、引き抜いただけのように見えたが、クレハは憔しよう悴すいしきっていた。

　きっと、あの一瞬、俺には視えない世界で何かがあったのだろう。

　クレハの体に異常がないかを調べる。

【回復ヒール】を使いこなす俺は、人の体を知り尽くしている。簡単な診察をするだけで、いつ起きるかの見当が付いた。

　その時間に合わせて、たき火で鍋を温め栄養たっぷりのシチューを煮込む。

　この旅では、料理を作ってばかりだ。味見をする。

「うん、上出来だ」

　とっておきのドライトマトを使ったからな。こいつはうま味成分の塊だ。

　肉との相性も抜群。芋をすりつぶしたポタージュにドライトマトと狩りで仕留めた兎うさぎ肉、キノコを加えれば特製の栄養たっぷりシチューの出来上がり。

　塩とスパイスで味を調える。

　あとは、クレハが起きるのを待つだけだ。




　　　　◇




　クレハが目を覚ました。

「ここは？」

「特異点の近くにある洞窟だ」

「……思い出したわ。試練のあと倒れたのね」

　クレハは自分の手の甲を確認する。

　そこには勇者の紋章があった。

「良かった。夢じゃない。ちゃんと勇者になれたのね」

　ぎゅっと胸に手を押し当てる。

　微笑ましい光景だ。

「クレハ、まずは服を着てくれ。目のやり場に困る……洗っておいた。そろそろ乾いているはずだ」

「あっ、その、ごめんなさい」

「謝る必要はない。服を着たら、シチューを作ってあるから食べてくれ」

「ええ、お言葉に甘えるわね」

　クレハは顔を赤くしながら、服を着ていく。

　俺は常々思っているのだが、女性は服を脱ぐときもエロいが服を着るときもエロい。

　たっぷりとクレハの着替えを堪能してから、スープを渡す。

　クレハが急いで食べすぎてむせた。

　俺は急がないように告げる。

　そして、彼女が全部食べるのを待ってから口を開く。

「まずはおめでとう。勇者になれてよかったな」

「あなたのおかげよ。私だけなら特異点にすらたどり着けなかったわ」

「それはその通りだが、勇者として認められたのはクレハの力だ……そして、本題に入る。今、俺とフレア王女……フレイアは魔王を倒そうとしているんだ」

　ごくりとクレハが生唾を飲んだ。

　このあたりの話はクレハにはしていなかったから、驚くのも無理はない。

「詳細は省くが、今の魔王はジオラル王と繫がっている。もちろん、それは魔王にとってメリットがあるからだ。絶対に何かまずいことが起こっている。……それだけじゃない。今の魔王は自らが気に入った種族を優遇し、その他の種族を迫害することで、魔族領域で圧政を行っているんだ」

「そうなの……魔族たちの世界にもそういうものがあるのね」

　人間のほうから見れば、魔族とひとくくりにしてしまいがちだが、魔族にも種族があり、国がある。

　けっして一枚岩ではない。

　そんな当たり前を、認識しているものは少ない。

「俺たちは、今の魔王を倒して新しい魔族を魔王にするつもりだ……その魔族は、今のように特定種族の優遇や弾圧を止めて平和な治世を目指している。そして人間にも友好的だ。彼女が魔王になり、フレイアがジオラル王国に戻って権力を持てば、魔族との戦争は終わる」

　クレハの目が見開かれる。

　現実的な戦争を終わらせる方法を聞いて感心しているようだ。

　そして、あこがれの視線を俺に向ける。

　……まあ、机上の空論だろうな。

　もし、イヴが魔王になったとしよう。そうすれば黒翼族をはじめとした今まで迫害されていた連中が、前の魔王に優遇され甘い汁を吸っていた種族を迫害し始める。

　迫害されていた連中が、これからはみんな平等でなんて言って満足するはずがない。自分たちが甘い汁を吸わないと割に合わないと考え、実行する。

　トップが何を言おうと必ずそうなる。それは歴史が証明している。

　そして、戦争について。

　周囲の反対を押し切ってトップ同士が同意すれば、表向きの戦争を止めることはできるだろうが、よくて相互不干渉だろう。

　融和は不可能だし、小競り合いは続く。

　そして、それも長くは続かない。

　いつか、再戦を望む声が高まり抑えきれなくなる。

　すでに人も魔族も血を流しすぎた。

　どちらかが滅びるまで納得なんてするものか。

　……とくに魔族側がやばい。自分たちを虐げていた連中を迫害するなという声と、戦争を止めろという声、その二つの不満がくすぶって爆発する。

　そう遠くないうちにイヴの暗殺か、あるいは大規模なクーデターが計画される。

　ほぼ間違いなく、そうなるだろう。

「すごいわね。本当にケヤルガは世界を救おうとしているのね」

「そうなるように努力をしている」

　クレハには、俺が今思っているようなことは言わないでいいだろう。

　彼女には理想のために燃えてもらったほうが使い勝手がいい。

　イヴにはそれとなく、ガス抜きの仕方を教えてやるつもりだ。理想論だけでは破綻する。妥協も必要だ。

　……清流には魚は棲すめない。うまくやらないと。

　他の魔族なら、暗殺されようがかまわないが、あれは俺の所有物おもちやだ。奪わせてなるものか。

「クレハ、ブレット神父の資料で、ジオラル王国の現状は把握した。まずは、俺と協力して魔王を倒してほしい。それから、魔王とジオラル王がつながっている証拠をつかみ、フレア王女と……俺たちが新たな魔王に選んだ少女、イヴを伴ってジオラル王国に乗り込み、王座を奪い取る。それから和平交渉をしよう」

　順序はそれでいいだろう。

　ジオラル王国が、騎士たちに黒い魔力とやらを吹き込んで、人ならざるものに変えているというのはまずいが、ここで一度ジオラル王国に戻ることはありえない。

　少しでもはやくイヴを魔王にするほうが結果的に被害は少なくなる。

　加えて、魔王の城を漁あされば、黒い騎士たちの秘密を知ることができるかもしれない。

　あれを正攻法で倒せるのが俺だけというのは非常にまずい。

　攻略法を見つけないと、物量に押しつぶされて負けるのがオチだ。

「わかったわ。あなたの案に従う。私の剣をあなたに預けるわね」

「よろしく頼む。クレハ」

　ぎゅっと手を握る。ここで勇者の加入は嬉うれしい。

　単体戦力としてはおそらく最強。相手が上位魔族であっても苦にしない。

　ただ、おそれはある。

　黒い魔力で不死身の騎士をジオラル王国が作っているようだが、それを本家本元の魔王ができないはずもない。

　下手をすれば、魔王の街を襲った瞬間、不死身の軍勢がわらわら現れかねない。

　神鳥の病ですら、殺せるかが疑問だ。

　手を考えないといけない。……殺すのではなく、動けなくする。

　それならば可能だろう。

「話は終わりだ。出発しよう」

「魔王と戦う人のいる場所に向かうのね」

「……いや、そのまえに一度ラナリッタに戻って、着替えを買おう。それぐらいは持っていると思ったが、クレハは予想以上に旅を知らないようだしな」

　俺は苦笑する。

　ブラニッカを出るときに、旅支度は整えたつもりだったがまさか下着の替えすらもっていないとは思っていなかった。

　当たり前だが、上着はともかく下着はこまめに替えないとあっという間に臭う。

　洗おうにも替えがないと不便だ。

「面倒をかけるわね」

「いや、いい。俺もちゃんと教えられなかった」

　戦闘力は問題ないが、それ以外はまったくダメ。そう思わないとだめだ。

　俺たちは頷きあって、ブラニッカを目指した。

　そういえば、俺の可愛かわいいペットがお土産に高くて柔らかい肉を所望していたな。

　ついでにそれも買っておこう。




　　　　◇




　ラナリッタで、再度の旅支度。

　クレハには悪いが、鞄かばんの中身をすべて見させてもらい何から何まで必要なものを選び購入した。

「本当に、もらっていいの？」

「必要なものだからな。大事にしてくれ」

「……ありがとう。嬉しいわ」

　上等な魔獣の皮を使った高価な手袋をプレゼントした。

　ある程度の防御力があるし、薄く、グリップ力があるので感覚を鈍らせない。

　剣士には最高の手袋だ。

「勇者の紋章は隠さないと、いろいろと厄介なことになる」

　滅めつ多たにその紋章を知るものはいないが、用心に越したことはない。

　実際、俺もフレイアも手袋などで隠していた。

　クレハは、俺のプレゼントということで、その手袋が持つ価値以上に喜んでくれている。プレゼントした甲斐かいがあった。

　そして、買い物を終えた俺たちは門にやってきている。

「お客様、準備ができました！」

「ありがとう。約束の金だ」

　魔族が運んで来たのは、轡くつわが付けられたラプトルだ。

　集落に早く戻るために購入したものだ。金を積んで一番いいラプトルを購入した。

　俺はまたがり、クレハに手を貸す。

「クレハ、急ぐぞ。予定よりだいぶ時間を使った！」

「わかったわ」

「しっかり摑まっていろよ」

「ケヤルガって、細身だけど、がっしりしているのね」

　どこか躊躇ためらいがちに腰に手を回してくる。こういう初々しさはいい。

　ラプトルに鞭むちをいれる。

「きゃっ、こんなに飛ばして大丈夫なの!?」

「忘れたか、俺には【回復ヒール】がある。ラプトルが疲れたら即回復だ」

「相変わらず、ずるいわね。でも、素敵。……風が気持ちいいわ」

　クレハの銀色の髪がたなびく。

　こうして、俺とクレハを乗せたラプトルはブラニッカを目指して急ぐ。

　集落にいるみんなは無事だろうか。

　……セツナとエレンがいるから大丈夫だと思うが。

　肝心の影武者があれなので心配だ。もし、粗相をしていたらお土産の高級肉は没収だ。

　とにかく、急ぐとしようか。

　セツナたちが待つ集落へ！
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　星兎族の集落まで戻ってきた。

　集落には戻らずに、近くの森で夜になるのを待つ。

　俺が集落を抜け出して、ブラニッカにいたことを気付かれてはいけない。

　俺は夜になれば、地下通路を使って先に戻る予定だ。

　そして、明日の朝には俺への来客という形でやってくるクレハと合流する。

　クレハは俺といない間、相当寂しかったみたいで毎晩、求めてくる。

　たっぷりと愛してやる。クレハの体とはなかなか相性がいい。

　ようやく、暗くなってきた。クレハをテントに残して出発だ。

　……セツナたちはうまくやっているだろうか？

　俺に化けているグレンがとくに心配だ。あいつはかなり自由気ままな性格だ。

　俺は、嫌な予感を覚えながらも地下通路への入り口に足を踏み入れ、奥へと奥へと進んでいった。




　　　　◇




　俺たちが借りている部屋の中に出た。

　俺が床から顔を出すと、いきなり視線を感じた。

「やっと、帰ってきてくれた。ケヤルガ様をずっとずっと待ってた」

　白い尻尾を揺らしながら、セツナが駆け寄ってきた。

　セツナは耳がいい。地下から近づく俺に誰よりも早く気付いたのだろう。

「遅くなって悪かった。予定より時間をくった」

「ううん、いい。無事に帰ってきてくれたら」

　セツナが抱きついてきた。強く抱きしめ返す。

　ぴくぴくとセツナの狼おおかみ耳が揺れている。何かを感づいたようだ。

「ケヤルガ様、クレハの匂いがする。さっきまで、抱き合ってた？」

　するどい。

　さすがは氷狼族。こういうことには敏感だ。

「そうだ。さっきまでクレハを抱いていた。……セツナも明日はたっぷり可愛がってやる。セツナの体が恋しくなってきたところだ」

「うれしい。ケヤルガ様がいない間、ずっと寂しかった」

　セツナの尻を揉もむとセツナは体重を預けてきた。口づけを交わす。

　可愛い奴やつだ。たっぷりと愛してやろう。

　他のみんなも、俺が帰ってきたことに気付いてやってくる。

「もう、ケヤルガ。待たせすぎだよ。本当にいろいろあったんだからね」

　イヴだ。黒い翼を広げて凄すごむ。

　彼女は頰ほおを膨らませているが、俺が帰ってきた喜びを隠しきれないようで口元が緩んでいる。

「……グレンちゃんが拗すねて大変でしたね」

　フレイアは疲れているようだ。

　たぶん、グレンのフォローをしてくれていたのだろう。

　そういえば、エレンとグレンはどうしたのだろう？

「残りの二人はどこに行った？」

　俺が尋ねると代表して、イヴが口を開く。

「作戦会議。表のほうのね。二週間後からいろいろと動き出すみたいだから最近多いんだ」

「というか、おまえは行かなくていいのか？」

「エレンの判断。ちょっときな臭いから、私は安全な場所にいたほうがいいって。実際、作戦とか立てたり交渉したりするのは、エレンのほうが得意だし。ただ、重要なのは私も出てるよ」

　それが正解な気がする。

　イヴは熱くなりすぎるときがある。その場の勢いで変な言質を取られかねない。

　なら、エレンが一度話を聞いて持ち帰り、エレンの話を聞いて、しっかりと判断してから返事をしたほうがいいだろう。

「エレンは、がんばってくれているようだな」

「ちょっと、びっくりしてるよ。あんなに頭がいい子だったなんてね。戦えないのにケヤルガが仲間にした意味がわかったよ」

「まあな、使えるから仲間にしたんだ」

　エレンの見た目と体は気に入っている。

　フレイアの妹であるということも、ぐっとくるものがある。

　だが、それだけでは仲間にしない。戦闘では足を引っ張るお荷物だ。

　俺は、使えない道具を持ち歩く趣味はない。

　エレンの知略は使える。あれほどの軍才を持つものをほかに知らない。非戦闘時こそ、エレンの才能は輝く。

　噂うわさをすれば、なんとやら。エレンと俺に化けたグレンが帰ってきた。

　グレンはにっこりと笑って、飛びはねた……ケヤルガの見た目でそれをやられると結構きもい。

「やー♪　やっと、ご主人様が帰ってきてくれたの。これで、元の姿に戻れるの！」

　グレンには、俺の不在時にずっと俺の姿でいることを命令し、その命令に縛られていた。

　俺が帰ってきたことで命令が終了だ。

　嬉しそうに「こんっ」と鳴いて、宙返り。

　もふもふの子ぎつね姿になる。

　そのまま全身を震わせて、伸びをする。そして、毛づくろい。

　数日ぶりのキツネらしい仕草を満喫している。

　可愛らしい。

　抱き上げてぎゅっとする。

　相変わらず、もふもふでいい抱き心地だ。

「ううう、苦しいの。放すの。次は丸くなってキツ寝するの」

　グレンが腕の中でバタバタと暴れる。

「ほう、そんなことを言っていいのか？　約束通りお土産を買ってきてやったのに」

　グレンを抱いたまま、座る。そして、バッグの中から肉塊を取り出す。

　それはグレンが望んだ、高くて柔らかくて美味おいしい牛肉だ。

　ある程度豊かな街でないと手に入らない。

　それを、子ぎつねの口に入るようにカットしてやる。

「グレンは、ご主人様のことが大好きなの♪」

　肉を見せるとあっという間に大人しくなって、大きく口を開けておねだりしてきた。

「ははは、ういやつめ」

　もふもふの子ぎつねの口に肉を運んで、撫なでる。ついでに肉球も堪能。

　こうしているだけで癒される。小動物はずるい。

　たっぷりと肉を食わせると、グレンはお腹なかがいっぱいになったようだ。俺のほうも満足したので放してやる。

　グレンは宣言通り、丸くなり尻尾を枕にして眠り始めた。グレンいわく、キツ寝だ。

　しばらく観賞して満足した。

　さて、そろそろ本題に戻ろう。

　集落で何があったかを知っておかないといけない。

「エレン、俺がいない間に起こったことを教えてくれ」

「ちょっとしたトラブルはありましたが、だいたい、ケヤルガ兄様の予想通りに進んでいますね。作戦の第一段階として、陽動で、魔都から離れたところで小規模な反乱を起こします。二週間後、三か所で反乱を引き起こす予定です」

　魔王軍に、情報が漏れてしまっている反乱。

　確実に失敗するだろう。

　……そのまえに、星兎を出し抜いて魔都に死の雪を降らさないといけない。

「よく、些さ細さいなトラブル程度で済んだな。グレンはもっとやらかすと思っていた」

「簡単です。グレンには、人前で言葉を話すことを禁止していました。私が合図を送って、頷うなずくか、首を振る。それ以外は許しておりませんでしたから！」

　すごくいい笑顔で、すごいことを言う。

　……グレンのやつかなりのストレスだっただろうな。

　このあたりが、ノルン姫だったころの名残だと思う。

　ノルン姫は効率第一で、それ以外はすべてそぎ落とす。戦果はあげるが現場からは嫌われるタイプの指揮官だ。

「肝心の魔都の襲撃についてはどうだ」

「そっちはこれからってところです。……こちらに協力してくれる種族たちと共に遅延させていますから」

「よくやった」

　エレンが会議を遅延させているのは、情報が集まるのを待っていたからだ。

　情報が出そろわないままに作戦を決めてしまうのは、目隠しで地雷原を歩くのに等しい。

　俺は、クレハを連れてくると同時に今まで彼女が集めた情報を持ち帰ると言っていた。

　今回は、ブレットが調べ上げたデータまである。

　エレンなら、それらを使い、最適な戦略を構築してくれるだろう。

「エレン、俺のほうからも報告する。クレハとは無事合流できた。明日の朝、集落にやってくる。戦力的には、そうだな。俺がもう一人増えたと思ってくれていい」

「朗報ですね。それなら、だいぶ自由度が増します。ふふっ、私の腕の振るい甲斐がいがありますね」

「それから、お土産だ。【砲】の勇者ブレットが調べ上げた王国の内部資料。俺はすでに頭に叩たたき込んだ。……これを読み込んでおけ」

　エレンは、とてつもないスピードで書類のページをめくっていく。

　すべて読み終えると、書類を返してきた。

　瞬間記憶能力。エレンの特技。彼女が言うには、訓練次第で誰にでもできるようになるらしい。

「すべて覚えました……その資料、万が一にも魔族に知られると厄介なので焼いてしまうことを推奨します。私の頭に全部保存しましたので」

「なら、そうさせてもらう」

「……ふふふ、すごいですね。この情報の量、質。信ぴょう性もかなり高いです。このボリュームですべての資料で食い違いがない。それに、今までの旅で見聞きしたこととも一致する。……これを前提にして作戦を組んでも問題ないです」

　エレンは楽しそうに笑う。

　笑ってはいるが、脳裏ではすさまじい勢いで、作戦が立案されているのだろう。

　さて、これで聞かないといけないことは終わった。

「みんな、今日はゆっくりと話そう。いい酒も買ってきたしな」

　俺はみんなに微笑ほほえみかける。

　事務報告以外にも、彼女たちには俺に話したいことはたくさんあるだろう。

　お土産の酒を片手に、ゆっくりと聞いてやろう。

　みんな、いろいろと話したいことがあったようで、口を開き始める。

　やれやれ、下手をすれば朝までかかりそうだ。




　　　　◇




　なんとか、それなりな時間で愚痴大会は終わらせることができた。

　やっぱり、敵の集落ということでそれぞれ気を張り詰めて、消耗しているようだ。

　さっさと、魔王を殺して気ままな旅に戻りたい。

　エレンは途中から愚痴大会を抜けて、ブレットの資料を基に何パターンも作戦案を考えていた。

　……そして、青い顔をして、何かとてつもない落とし穴があると独り言を漏らした。

　その意味もそう遠くないうちにわかるだろう。

　全員で同じ部屋で仲良く眠る。

　朝、目が覚めてからはセツナとイヴをたっぷり可愛がってやった。

　二人とも、無む茶ちやなことをやったせいで失神している。

　……ずっとクレハとやっていたから、彼女基準でやってしまった。クレハは頑丈で体力もあるので、激しいプレイをしているのだが二人には激しすぎた。

　反省だ。まあ、二人とも幸せそうな顔で失神しているのがせめてもの救いだ。

　フレイアと、エレンは顔を真っ赤にしながら茫ぼう然ぜんとしている。

　あの二人は今日の夜にでもめちゃくちゃにしてやろう。

　服を着て、屋敷を出る。

　うるさくて眠れないと、事が始まると外に散歩に出かけていたグレンがついてくる。

　いそいそと、俺の体をよじ登り頭の上に乗る。

「俺に自分からついてくるとは、どういう心変わりだ」

「なんとなく。べっ、べつに久しぶりにご主人様と会えて喜んでいるわけじゃないの！」

　ちょっと、グレンのことがわからない。

　もしかしたら、グレンはグレンなりに、ちょっとは俺に懐いているのかもしれない。

　出かけ間際に、リスクを覚悟で神獣のルールに抵触するぎりぎりの忠告をしてくれたしな。

　帰ったら、ブラッシングをしてやろう。

　魔族たちが騒ぎ始める。まあ、それはそうだ。

　なにせ、この隠れ集落に人間が来ることなんて、まずありえない。

　星兎の番兵たちが、クレハを取り囲み、武器を構えている。

　さあ、行こう。

　このままじゃ、戦いに発展しかねない。

「みんな、落ち着いてくれ。彼女は俺の仲間だ。魔王討伐の戦力になると思って呼んだ」

　視線が俺に集まり、もう一度クレハに戻る。

　騒ぎが大きくなり、星兎族の長おさであるキャロルが出てきた。

「あなたの客でしたか……驚きました。あの【剣聖】を呼び寄せるとは」

「クレハを知っているのか？」

「魔族の中では有名人ですからね。人間界に攻め込んだ名うての魔族が次々に彼女に始末されているもので」

【剣聖】はジオラル王国の窮地に派遣される。

　名うての魔族が投入された戦いは、その窮地に該当する。

　必然的に、クレハは魔族との遭遇が多くなる。

　……注意をしないとな。クレハに恨みを持っている魔族が味方にもいるだろう。

「その彼女が、味方になってくれる。心強いだろう？　イヴを守るのに、これほどの適任はいない」

　キャロルの表情が一瞬引きつった。

　奴やつにとっては、イヴ暗殺の難易度が一気に跳ね上がったようなものだ。

　俺は、クレハのところまで歩いていく。

「よく、来てくれた。【剣聖】クレハ・クライレット」

「あなたの頼みなら、どこへだって行くわ。ケヤルガ」

　そうしてぎゅっと握手する。

　しらじらしいが仕方ない。

　俺が不在時に彼女を迎えに行ったなんて、言うわけにもいかない。

　これで戦力は整った。情報も手に入れた。

　あとはエレンが俺たちの力を活いかす作戦をたて、それを実行するだけだ。
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【剣聖】であるクレハと合流した。

　そのことで、周りの魔族たちが動揺している。

　星兎族の長、キャロルがにこやかに近づいてきて口を開く。

「ケヤルガ様。【剣聖】と知り合いであることも驚きですが、どうやって彼女をここに呼んだのでしょう？」

　当然の疑問だ。

　俺はグレンを変化させて表向きにはずっとこの集落にいたことになっている。

　人間の街にいるクレハを呼ぶのは不自然だ。

　それだけでなく人間側にいるなにかしらの勢力と繫つながっているとも疑われているだろう。

　個人がイヴの護衛についているより、なにかしら組織がイヴのバックについている。あるいは、イヴを利用していると考えるほうが自然だ。

「手紙だ。……どうやって届けたかは聞くなよ？　ある程度用心深い者なら非常時の連絡手段ぐらいもっている」

「野や暮ぼなことを聞きましたね。失礼しました」

　かなり、強引な説明だが、これ以上のことを聞いてくる様子はないようだ。

　一応、今回の魔王討伐の中心であるイヴのパートナーだ。最低限の敬意は払ってもらえている。

　……もっとも、それは表向きで今後はより監視が厳しくなるだろう。

　グレンとの入れ替わりもなるべく使わないほうがいいだろう。

「クレハの住み処かは、俺たちと一緒でいい。広い家を貸してもらえているからな」

　クレハを隔離させないために牽けん制せいをしておく。

　キャロルは、仕方なくといった様子で頷く。

　そういえば、一つ気になっていたことがある。いい機会なので聞いておこう。

「星兎族の魔王候補者は集落にいないのか？　一度挨拶をしたい。イヴのパートナーとしてな」

　星兎族にも魔王候補がいるとイヴが言っていた。

　そもそも、同盟を組んでいるのは、どの種族の魔王候補が魔王になったとしてもお互いを優遇するためだ。

　しかしどうしたって、魔王候補を有する種族の発言権が大きくなる。

　星兎族はこの集落の中心。加えて今までの立ち振る舞いを見ている限り、いないはずがないのだ。

「いることはいますが、我が娘は療養中でして……人前にはでられないのです」

　療養中か。

　それがただの言い訳か、真実かを確かめないと。

　そして、その方法はあまり難しくない。

「重い病気なのか？」

「……はい。しかも他人に感染うつってしまう病なので隔離している状況です」

　ほう、いい返事だ。

　逃げ場を塞ぎやすい。

「俺なら治せるかもしれないな。俺が勇者であることは話したな。そして、勇者の中でも【癒】の称号を得ている。この世界で最高の回復術士だ。神鳥の試練では、神鳥の病すら治療して見せた」

　キャロルが目を見開く。

　今までは回復術士であることを極力隠してきたが、ここまでくれば隠す理由もない。

　ならば、回復術士ということを隠すことよりも、本当に娘がここにいるかを暴くための手札にする。

　普通の父親としての心理ならわずかでも癒せる可能性があるなら、すがってくるはずだ。

　この話を断るようなら、娘はこの集落にいないか、病というのは噓うそであり、そういった噓をつく理由があると推測できる。

「なんという僥ぎよう倖こうでしょう。まさか、ケヤルガ様が【癒】の勇者様だなんて。是非、娘を診てやってくれませんか」

「構わない。なにせ、一緒に魔王と戦う仲間だからな」

　少なくとも、娘は集落にいるようだ。

　魔王候補かも病かどうかも見ればわかる。

　うまくいけば、キャロルの弱みを握ることができるだろう。

　……もっとも、弱みになるのは、娘のことを大事に思っている場合だけだが。
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　クレハを俺たちが借りている屋敷に案内したあと、キャロルに彼の娘のもとに連れていかれる。

　彼の屋敷の離れに娘は住んでいるらしい。

　離れに入る前にキャロルとその部下は布で口と鼻を塞ぐ。俺にも布を渡してくるが断った。俺に病は通用しない。

　一歩、踏み込んだとき悪臭を感じた。なるほど病というのは噓ではないようだ。

「申し訳ございません。ケヤルガ様、不快なところに連れてきてしまって」

「いや、問題ないさ」

　せっかく、この集落の長の弱みを握れるチャンスだ。

　そして、公然とその身内を【回復ヒール】して記憶を漁あさり情報を得られる。

　これぐらい、喜んで我慢しよう。

「感謝します」

　キャロルが頭を下げ、先を急ぐ。そして、娘の部屋とやらに来た。

「どちらさまでしょうか？」

　ひどいしわがれ声だ。

　喉がやられている。

　その少女は全身包帯でぐるぐる巻きにされていた。そして、その包帯には血や、それ以外の体液がにじんでいる。

　皮膚が爛ただれているのだ。【翡翠眼】を使って病状を診る。

　これはひどいな。重度の猛毒状態だ。それに包帯で隠れているが眼までやられている。

　……病ではなく毒だ。つまるところ、この状態は仕組まれたもの。

「ラピス、お医者様を連れてきた。腕のいい医者でね。もしかしたらラピスを治せるかもしれない」

　キャロルの声を注意深く聞く。

　その声は娘をいたわる父親の声。少なくてもここに噓はない。

　そして、医者と紹介したのは俺からの提案だ。人間の勇者と言えば、魔族の少女は怯おびえてしまう。

「そうなのですか。お医者様、来てくださってありがとうございます」

「いや、気にしないでいい。これが俺の仕事だ」

　それにしても我慢強い子だ。

　この喉の状態なら、一言話すごとに激痛が走るはず。

　それでも、きっちりと敬語を使って伝えるべきことを伝える。

　間違いなく、いい子だ。他の種族を魔王に売っている男の娘だとは思えない。

「キャロル、さっそく診察していいか」

「ええ、お願いします」

　少女の手を取る。そして、【回復ヒール】を起動する。

　あえて、途中でキャンセルをする。

　そうすることで癒さない。現状の体の状態と少女の記憶を得る。

【翡翠眼】では毒としかわからなかったが、【回復ヒール】することで詳細までわかる。なるほど、面白い毒だ。うまく配合されている。

　地獄のような苦しみを与えるが殺さないように注意しつつ、ある程度は痛覚を麻ま痺ひさせている。

　そして、そんな毒を彼女は定期的に飲んでいるようだ。

【回復ヒール】の効果で、ラピスの記憶が流れ込んで来ている。

　傑作だ。

　この少女は薬を飲んでいるつもりで、毒を常用している。

　痛覚を麻痺させる成分があるせいで、飲むたびに楽になっていると思い込んでいる。ご丁寧にこの薬とやらには中毒症状まであり、薬を飲まないとひどい禁断症状で日常生活を送ることもできない。

　……よくもまあ、こんな残酷な毒を調合できるものだ。

　今後の参考にさせてもらう。俺なら少女を治してしまうことは簡単だ。

　だが、それだと面白くないし、弱みにもできない。

　だから、ちょっとだけ面白いことをしよう。

「【回復ヒール】」

　次の【回復ヒール】は最後まで使う。

　だが、思うところがあり、あくまで外見を直し、毒は中途半端にしか治さず、薬の中毒症状の解消に止とどめる。

　少女は、自分の顔や肌をペタペタと触る、そして、声にならない声をあげて嗚お咽えつし始めた。

「ラピス、大丈夫か！　貴様、いったい何をした！」

　キャロルが慌てて娘に駆け寄り、俺を怒鳴りつける。

　物腰の柔らかな紳士の仮面をかなぐり捨てて全力で怒っているのだ。

　俺は微笑する。

「落ち着いてくれ。俺を怒鳴るまえに娘の話を聞くといい」

　キャロルが娘のほうを見る。

　すると、ラピスが口を開いた。

「お父様、違う、違うんです。嬉うれしいんです。喉が痛くないんです、包帯越しに目が見えるんです。それに、ぐちょぐちょだった肌が、そうじゃなくなって」

　可か憐れんな声だ。

　今までのようなかすれた声とは違う。

　震える手でラピスは包帯をほどこうとするが、力が入らずうまくいかない。

　だが、それだけでもキャロルは驚いている。

　なにせ、今までなら腕が上がりすらしなかったのだから。

　キャロルは震えながら娘の包帯を取り、布で血と皮と体液が混ざったものをふき取る。

　その下には綺き麗れいで白い張りのある肌があった。

　顔の包帯をとる。そこには美しい赤い目がある。最初は焦点がぶれていたが、すぐに焦点が合い、喜びの涙を流し始める。

　立派な兎うさぎ耳の毛と髪は抜け落ち禿はげていたが、今では毛はちゃんと生え変わり、髪も伸びていた。

「お父様の顔がちゃんと見えます。肌も痛くもかゆくも無くて綺麗なんです。鏡、鏡を見せてください。二年ぶりに、ちゃんと自分の顔が見たい」

「ああ、ああ、私にもラピスの綺麗な顔が見えるよ。ビオ、早く鏡をもってこい」

　キャロルは部下を怒鳴りつける。

　部下は慌てて走っていった。

　この部屋には鏡がない。視力を失っていた彼女には必要がないものだし、視力を失うよりまえの段階で肌が醜く爛れていた。

　彼女は自分の顔を見るのがいやで、鏡という鏡を撤去させた。

　部下が鏡をもってくる。彼女が鏡を覗のぞき込んだ。

「お父様、私の顔です。ちゃんと、私の顔です」

　嬉しそうに、その言葉を泣きながら繰り返す。

　少女にとって、それは何よりの喜びだろう。

　キャロルは娘を抱きしめた。強く、強く、そして涙を流す。

　ここに来て、確信する。ラピスに毒を薬と偽って飲ませ続けたのはキャロルではない。

　もし、キャロルが黒幕だったらすさまじい役者だ。

「ケヤルガ様、いったいなんとお礼を言ったら」

「俺は俺の仕事をしただけだ」

　そう言って、ラピスから離れるのを待つ。

　ラピスから離れると、俺はキャロルの耳元でささやき始める。

「……それより、話がある。ラピスの容態についてだ。できれば、二人きりで話させてほしい。ラピスの病は仕組まれたものだ。ラピス本人にも聞かせたくない」

　キャロルの顔が青ざめる。

　だが、集落の主だけあってすぐに平静さを取り戻した。

　そして、ラピスにおめでとうと言って、俺を別の部屋に案内した。
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「ラピスの病が仕組まれたとはどういうことだ!?　話とはそのことについてですよね？」

「二つある。一つ目、俺は彼女の外傷を治しただけだ。病そのものも症状の緩和には成功したが、完全には癒えていない。放っておけば、また肌は爛れて、喉は焼かれ、目は光を失う」

　キャロルが落胆した表情を浮かべる。

　完治したと思い込んでいたのだろう。

「でっ、では、娘はまた、ああなってしまうのですか」

「このままではそうなる。俺が【回復ヒール】で治さなかったのは一気に治すと体に負担がかかりすぎるからだ。定期的に俺が調合したポーションを……そうだな、三日に一度、三み月つきも飲み続ければ症状は抑えられるし、いずれ完治するだろう」

　キャロルは喜び、そして同時に難しそうな表情を浮かべた。

　……予定通りなら、一か月後には俺を罠わなに嵌はめて殺すつもりなのだから。

　三か月飲み続けないと治らないなんていうのは、治せないのと同義だ。

「ケヤルガ様、そのポーションを三か月分売ってください。金ならいくらでも払います。それ以外でも、なんでも私の権限で揃そろえさせます」

　想定通りの願いだ。

　だが、聞いてやらない。三か月かけてゆっくり治すのは俺の命綱のためだ。

「金は別にいいんだ……品質の劣化が激しいポーションなんだ。作ってから、一週間もすれば駄目になる。俺が定期的に作らないとどうしようもない」

「では、ポーションのレシピを売ってください！」

「レシピを提供するのは構わないが、俺以外にはたぶん作れないぞ？」

　適当に紙にそれっぽいレシピを書き出す。

　超一流の錬金術士が百回に一回ぐらいは成功するような難易度のもの。一応、薬効がありそうな素材を書きなぐる。

　キャロルは大事そうにその紙をしまったが、どうせすぐに自分たちでは作れないと気付いて泣きついてくるだろう。

「ありがとうございます」

「俺も、一週間に一度作りに来るのも面倒だし、星兎族で作れるにこしたことはない。一応、一週間分の二瓶は作っておいた。三日ごとに飲ませてやってくれ」

「いったい、いつの間に」

「ここに来る途中にね。魔術でのポーションづくりは魔力と材料さえあれば、歩きながらでも作れる」

　……もっとも、その一番大事な材料が、あえてラピスの体内にあった毒を自らの体に取り込み作った抗体。

　俺の血で作った血清だ。他では手に入らない。

　その肝心な材料以外はぶっちゃけなんでもいい。俺が調合したのもただの栄養剤だ。

　ここからが本番だ。

　キャロルの娘を想う気持ちに付け込ませてもらおう。面白くなってきた。

「娘の外傷を治してもらい、レシピまでもらって、あなたは本当にいい人だ」

「魔族も人間も、敵じゃない限り困っているのなら救う。それが俺のポリシーだ。まあ、逆に言えば敵なら、人間なら魔族だろうが殺す。容赦なくな。女も子供も関係ない」

　冗談めかして笑いかける。

　キャロルには、俺を裏切ったら娘の命はないと聞こえているだろう。

「それと、もう一つ気になったことがある」

「とおっしゃいますと？」

「ここに来る前、仕組まれた病だと言っただろう？　ラピスは病にかかったわけじゃない。あの症状は毒によるものだ。あの子は毒をもられてああなっている」

　キャロルの表情を注意深く見る。ここでの表情の変化を見逃さない。

　彼自身が騙だまされていたのか、それを知りたい。

　キャロルの表情は……驚きよう愕がくと怒り。なんだ、こいつも騙されていたのか。

「毒、ですか。それは、本当に」

「ああ、それも定期的に飲んで症状を深刻化させている。かなりの量を毎日のように摂取しているはずだ。こっそり飲まされたなんて状況じゃない。……何か、そういったものに心当たりがあるか？　ラピスが定期的に飲んでいるものを教えてほしい」

　そこまで言うと、何かを思いついたようだ。

　震えながら、キャロルは外に出ていく。

　……もしかしたら、俺が想定したケースの中で最高の状況かもしれない。

　キャロルが現れた。手には黄色の液体が入った小瓶。

「毎日、娘はこれを飲んでいます」

　それが何かをキャロルは言わない。

　だけど、ラピスの記憶を覗のぞいた俺にはわかる。

　ラピスが薬だと思っていたもの。

「これを駄目にしてもいいか？　分析したい」

「ええ、どうぞ」

　わざとらしく、派手な魔術で調べているふうに演出する。

　さらに舐なめて、険しい表情を作ってみる。

「どうでしょうか？」

「……これはひどい。ラピスを苦しめている毒だ。こいつはご丁寧に痛覚を麻痺させて、毒だと気付かせないようにしてある。何も知らなければ、飲むと楽になったと勘違いしてしまうな。しかも、中毒性まである。麻薬と毒のミックス、これを作ったやつはかなり悪質だ」

「そ、う、で、すか、ははは、これが毒、毒ですか。私は、なんのために」

　キャロルは平静を装おうとして失敗している。

　俺にはわかる。これは怒りだ。キャロルの内側ですさまじい怒りが爆発している。

　ここまで見れば馬鹿でも気付く。

　キャロルが他の種族を売っていたのは、星兎族を守るためもあるだろう。

　だが、一番は娘を救う薬を得るためだ。あの薬の出元は魔王側から。

　キャロルはきっと、この毒が娘を救う唯一の薬だと言われて利用されていた。

　馬鹿なやつだ。娘を苦しめる毒を、味方を売ってでも手に入れ、喜んで与えていたのだから。

「絶対にこれをラピスに与えないでくれ。俺の調合したポーションを三日に一度与えれば、症状は治まるし、根本的な治療にもなる。だが、毒を飲まされていては治るものも治らない」

「かしこまりました。ケヤルガ様。このお礼は後程、必ずします。私どももレシピを元にポーションづくりに挑戦しますが、だめであれば、どうか来週も薬の調合を」

「ああ、任せてくれ。なにせ、一緒に魔王と戦う仲間だからな」

　最後の一言は臭すぎたか。

　まあ、いいだろう。

　俺は部屋を後にする。

　部屋を出るときもキャロルは頭を下げっぱなしだった。

　うむ、思い付きが発端だったが言ってみるものだな。

　星兎族の長おさに、俺が死ねば娘も死ぬという状況を突き付けつつ、魔王に対する恨みを植え付けた。きっとこれは後で効いてくる。

　やっぱり、人助けは気持ちいいな。情けは人のためにならずという奴やつだ。人を助けるのは結果的に自分のためになる。

　ラピスもなかなかの美少女だ。

　いっそのこと、定期的に検診をしつつ、つまみ食いするのもいいかもしれない。星兎がなかなか具合がいいことはブラニッカで知っている。

　あの様子だと簡単に落とせそうだしな。

　……いや、やめておこう。俺は彼女の父親に恨みはあっても、あの子自身に恨みはない。弄ぶのは外道のやることだ。

　これからも、正義の回復術士として正しい行いをしていくのだ。
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　気になっていた星兎族の魔王候補を紹介してもらった。

　重い病に悩まされているとのことで、うまくいけば星兎族の長、キャロルの弱みを握れるとは期待していたのだが……。

　期待以上だった。キャロルの娘、ラピスは病などではなかった。

　毒だ。かなりの長期間、魔王の手の者どもによって騙され、薬と偽って毒を飲まされていた。

　俺は親切なので、事実をきちんとキャロルに伝えている。あいつは頭が切れる。

　答えを言わなくても、材料をやれば勝手に魔王に騙されていたことに気付くだろう。そして、やられっぱなしではいられない。

　魔王の城と街を襲撃する際に、星兎族は邪魔になると思っていたが、むしろ最高の武器になってくれるかもしれない。

「ケヤルガったら、また悪い顔してるよ」

「セツナは、そういうケヤルガ様の顔、嫌いじゃない」

　布団の上で全裸のイヴとセツナが俺の顔を下から覗のぞき込んでいる。

　今日はイヴとセツナの日だ。

「失礼だな。俺は可哀かわいそうな女の子を救ってやったというのに」

「……絶対裏あるでしょ。それ」

「裏がないときもある。セツナのときは、セツナの命とセツナの村を救ってくれた。イヴだって、ケヤルガ様のおかげで生きてる」

「そりゃそうだけどさ」

　イヴもセツナも俺によって救われた少女たちだ。

　二人とも、とびっきりの才能を持っており、所有物おもちやとしても、戦力としても使えるから助けた。

　今ではかなり愛着もわいている。体の相性もいいしな。

「今回は裏があるけどね。……まあ、うまくやるさ。そのまえに、俺が良い人だってことを二人の体にたっぷり教えてやろう」

「きゃっ、いきなり」

「ケヤルガ様、来て」

　今日はラピスのところに顔を出す日だ。病の経過を見る。ちなみに三回目だ。

　それだけじゃつまらないので、いっそのことラピスを俺に惚ほれさせてみるか。二回目のときに、だいぶ懐かれているようだったし。そうすれば、キャロルはより俺を始末しにくくなる。ついでにキャロルの復ふく讐しゆう心の火に油を注ごう。

　そんなことを考えながら、たっぷりと二人を可愛がった。
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　朝から、セツナとイヴをたっぷり可愛がったせいですっからかんだ。

　今回は意識的に、すべての精を注いでいる。

　できるだけ、聖人君子として振る舞いたい。

　……どうも、可愛かわいい少女や美しい女性の前だといろいろと思考が攻撃的になってしまう。

　だから、最初から賢者モードになっておくのだ。こうすれば綺き麗れいなケヤルガが演じられる。

　キャロルの屋敷に着くと、前の離れではなく屋敷の二階へと案内される。

　空気感染や接触感染する類いのものではないと教えたことで、隔離から解放されたようだった。

　ラピスの部屋に向かいながら、キャロルが話しかけてくる。

「ケヤルガ様に頂いたレシピをもとに、なんとかポーションを作れないものかと頑張ってはみたのですが、いかんともしがたく」

「仕方ない。あれは、超一流の錬金術師でもないと無理だ」

　そういうレシピを書きなぐった。

　おそらく、あれを作れるのは世界に十人といないだろう。

「……申し訳ございませんが、今後とも頼めないでしょうか？」

「俺は構わない。共に戦う仲間が困っているんだ。当然だろ？」

　さて、キャロルはどうするつもりだろう？

　もし、予定通りに魔王襲撃時に嵌はめて、俺を殺すつもりであれば娘は助からない。三か月かけてゆっくり治すように調整している。

　娘を諦めて、俺がいる間だけでも苦しみを和らげようという後ろ向きの発想か。

　あるいは、魔王の犬を止めるつもりか。

　キャロルがどう動くのかを見させてもらおう。
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　ラピスの部屋に辿たどりつく。

　彼女は壁に手をつけながら、必死に歩いていた。

　病気で寝たきりだったせいで体力と筋力が落ち切っているのでリハビリをしているのだ。

　その気になれば、筋力も以前の状態に戻せた。しかし、それは俺の【回復ヒール】の異常性に気付かれてしまう危険性がある。

　あえて、外傷を治すだけにとどめた。

　すさまじい技量を持つ回復術士であればできる程度の【回復ヒール】に見せかけている。

「こんにちは、君を診るためにやってきたよ」

「ケヤルガ様、よく来てくださいました！」

　ラピスが、こっちに駆け寄ってこようとして体がついてこずに倒れそうになる。

　慌てて、俺は彼女を抱きとめる。

　すると、ラピスは真っ赤な顔になって俺をじっと見ている。

「まだ、体力がもどっていないんだ。無理はしないでくれ」

「はっ、はい、もうしわけございません」

　俺は彼女をお姫様抱っこし、ベッドまで運ぶ。

　その間、ラピスはぎゅっと俺の服にしがみ付いていた。

　……この反応、おそらく俺に惚れている。ふむ、二回目のときはまだいい人ぐらいだったのに不思議だ。会えない時間が恋を育てたというやつか？

　今後のために、そういう感情を持たせたほうが便利だと検討はしていたが、まさか何も手を下さないうちに勝手に惚れるとは思っていなかった。

　おそらく、彼女にとって俺は自分を地獄から救ってくれた白馬の王子様なのだろう。

　勝手に、日々妄想を重ねて、理想の人物に仕立て上げて好きになる。この年頃の娘にはありがちなとるに足らない現象。

　それがお望みなら、王子様っぽく振る舞ってみよう。

「手を出して。君の体調を調べる」

「はい、おっ、お願いします」

　ラピスの白い手を握り、【回復ヒール】の前段階、対象の情報を得るまでの工程を実施する。ラピスの体調が手に取るようにわかる。

　よし、治しすぎていない。気を抜くと完全に病を治してしまう。それだと、キャロルに対しての人質にならない。

　苦痛を打ち消しつつ、治し過ぎないポーションづくりはかなり神経を使う。

「ちゃんと良くなっているよ。えらいね。リハビリもがんばっているようだ」

「嬉うれしいです。ケヤルガ様に体を癒してもらって、普通の子みたいに戻れて。ポーションを飲み始めてから全然苦しくなくて、今は本当に幸せなんです！」

「それは良かった。……ただ、俺にできるのはここまでだ。日常生活に戻れるかはラピスのがんばりしだいだ」
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「はい！　ケヤルガ様に教わったリハビリのメニューをこれからもこなしていきます！」

　思ったより体力も戻っている。

　それなりに長い間話しているのに疲れた様子を見せない。

　星兎族という種族が持つ頑丈さと身体能力の高さもあるが、熱心なリハビリの成果だ。

「……あの、ケヤルガ様って、人間なんですよね」

　雑談をしていると、ラピスが俺の顔色をうかがうようにして聞いてくる。

「ああ、人間だよ。人間は怖いかい？」

「いえ、ケヤルガ様はぜんぜん。ただ、みんなは人間が下等な生き物で、卑しくて、弱いって言ってたのに、ケヤルガ様はかっこよくて、優しくて、それにイヴを魔王の魔の手から守れるぐらいに強いし、聞いてたのとぜんぜん違うなって驚いてるんです」

　人間は下等で、卑しくて、弱いか。

　否定はしない。大多数の人間はそうだ。

「人間にもいろいろいるさ。卑しいやつも弱いやつもカッコ悪いやつもいる、星兎族だって一緒だろ？」

「確かにそうです。あはは、言われてみれば当たり前ですよね。一つの種族がみんな同じってわけないのに」

「そうだね。だけど、それがわからないやつらが多いから、種族ごとにまとまって戦争とかやってるんじゃないかな……ああ、ごめん。ちょっとイタイことを言ったね」

「いえ、その、その通りだと思います」

　うっかり本音がでた。

　俺のパーティには、人間も、魔族も、亜人もいる。

　俺にとって、種族が同じだから仲間、種族が違うから敵というのは馬鹿らしく感じる。

　俺はどんな種族であろうと、気に入れば力になってもらうし、気に入らないなら殺す。いわゆる平等主義者だ。

「さて、君の体調はわかったから。これでポーションの準備ができるよ。思ったより体力が戻っている。これなら薬効を強くしても体が耐えられる。前倒しで治せそうだよ」

　そう言いながら、片づけを始める。

　ちなみに、今の言葉も適当だ。病人を惚れさせるには、耳に心地いいことを言うのが一番だ。

「あの、ケヤルガ様」

「なんだい？」

「ケヤルガ様が忙しいのは知っています。でも、もう少しお話ししてくれませんか？　ケヤルガ様が外で見てきたものをもっともっと知りたいんです。私はずっと部屋で寝たきりだったから」

「……俺は構わないが、君の父親がどう言うかだな」

　人間の主観での冒険、それは魔族の姫にとって毒になりかねない。キャロルにとってはあまり好ましくないだろう。そのキャロルが口を開く。

「お気遣いありがとうございます、ケヤルガ様。私からもお願いします。私は執務室に戻ります。そちらのほうがラピスも喜ぶでしょうし。お手数ですが、あとでそちらに来てくださいませんか？」

「ああ、わかった」

　キャロルが部屋を去っていく。

　すると、ラピスが目を輝かせて俺の話を待っている。

　……ここで、魔族がらみの残酷物語を語るほどバカじゃない。無難に魔族が出てこない冒ぼう険けん譚たんを語るとしよう。

　幸い、俺の頭の中には【回復ヒール】した際に覗のぞき見た無数の記憶がある。

　少女が喜びそうな物語の在庫は十分だ。
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　二時間ほどラピスに拘束された。

　もっと早く切り上げたかったが、なんどもおねだりされたせいだ。俺の話す冒険にいちいちはしゃいで、歓声をあげて、俺を見る目にどんどん熱が入っていった。

　……危なかった。主に理性が。

　あれだな、自分を慕う純真なお姫様。しかも、まっとうで穢けがれてない。

　あんなものを見るとめちゃくちゃにしたくなる。

　しかし、それは破滅の道だ。今はせいぜい、いい人を演じよう。

　執務室にたどり着いた。

　一歩入って、空気の重さに驚く。キャロルが何かを決意したようだ。

「ケヤルガ様、ラピスの病を癒すだけではなく心まで救っていただきありがとうございます」

「俺は大したことはしていないさ」

「あの子が笑ったのは数年ぶりです。あなたじゃなければたとえ病が治っても、あの子を本当の意味で救えなかった」

「買いかぶりすぎだ。……喜んでいい、回復の具合は順調だ。来週の分のポーションを渡しておこう」

　ポシェットからポーションを二瓶取り出す。それを大事そうに彼は受け取った。

「確かに受け取りました。ケヤルガ様、これだけ助けていただいているのに恐縮ですが、さらなるお願いをさせていただきたく思います。まずはこれを」

　彼が華麗な装飾をされた宝箱を手渡してくる。

　中を開くと、星の輝きを閉じ込めたような青い宝石がちりばめられた首飾りがあった。

　しかも、魔力を感じる。国宝級の宝だ。

「治療の礼にしては高すぎるな。星兎族の宝だろう」

「よくわかりましたね。星の涙。神代につくられた我らの秘宝。宝飾品としての価値も高いですが、それを身に着ければ、脚力が増し、風が矢を払ってくれるでしょう」

　値段が付けられない。

　これを手に入れられるなら、街一つ火の海にしてもいい……そんな連中が山ほどいるだろう。

　なぜ、これを渡したか。その理由を彼が口にするのを待つ。

　キャロルは俺の目をじっと見て微笑ほほえんだ。

「私はこれから賭けにでます。おそらく殺されてしまうでしょう。私に何かあったら、そのときは娘を頼みたい。残念ながら、今からすることを考えれば、星兎族の同胞も、他の魔族も頼れない。あなたにしか託せないのです」

「何をするかは教えてくれないんだな」

「……どうせ、今日の夜にはわかりますよ。一世一代の大勝負。みなが私を軽蔑するでしょう。魔王の手のものに殺されるか、あるいはこの集落の魔族に殺されるか……だから、その前に頼んでおきたかったのです」

　ああ、そうか。

　その道を選んだのか。

「わかった、約束しよう。キャロルが死ねば、ラピスの面倒を見てやる。こんなものを受け取ったんだからな。しっかりと仕事をこなそう」

　それで話は終わりだ。キャロルの執務室を出る。

　そんな俺の背中にキャロルが声をかけてくる。

「ケヤルガ様、本当はとっくに気付いていたのではないですか？」

「……さて、なんのことを言っているのかわからないな」

　まさか、気付いていることに気付かれるとはな。これで夜が楽しみになった。
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　夜、魔王の城と、魔王の街を攻略するための会議だ。

　三週間後には実行するということもあり、緊迫した空気だ。

　そこに、エレンと共に参席する。

　いつもは、キャロルが開催の挨拶をするのだが思いつめた顔をしている。

　ようやく、始める気になったようだ。

「魔王に苦しめられ続けた同胞たちよ、聞いてほしい。このままだと作戦は確実に失敗します」

　ざわざわと、みんなが騒ぎ出す。

「だから、手を打とうと思います」

　キャロルがぱんぱんと手を叩たたく。

　すると、いくつかの種族の族長と従者の背後に星兎族たちが現れ拘束していく。……諜ちよう報ほう部隊の精鋭たちだ。

　拘束されたのは、魔王に協力をしていた側の種族だけ。

「告白しましょう。私と、私の部下が取り押さえた三種族は、皆様の情報を魔王に売っています。それが、今回の作戦が失敗する理由です」

　ざわめきが一層大きくなる。

　裏切ったなという言葉が飛び交った。拘束された裏切りの種族からも、拘束されていない種族からも。

「私たちは魔王の手の者に弱みを握られて、裏切りを強要されておりました……ですが、もうそれはやめにしたい。この作戦を成功させるためには、私たちが偽の情報を流すことで裏をかくしかない。我々が皆様を裏切り続けることで魔王から勝ち取った信用を利用する」

「ふざけるな！　適当なことを言って罪を逃れるつもりだろう！」

「そうだそうだ！」

　星兎族の裏切りを知って激げき昂こうした種族たちが、非難の声をあげる。

　それでも、キャロルは動揺しない。こうなることは予測していたのだろう。

　微笑んだまま、彼は口を開く。

「罪から逃れるつもりはありません。……この作戦が終わったら、私の首をはねてもらって構わない。私財はすべて賠償金として提供しよう。だから、私以外の星兎を助けてやってほしい。そして、どうか」

　キャロルが強く強く拳を握りしめる。血が出るほど強く。

「我々を弄んだ、魔王どもに鉄てつ槌ついを」

　血を吐くような言葉に込められた、凄すごみと冷たい炎、それに中あてられ、誰もが口を閉ざしてしまう。

　そんな中、俺はにやけるのを我慢できなかった。

　……キャロルはやる男だとは思ったがここまでとは。

　死ぬ気で、復ふく讐しゆうするだろう。

　どうあがいてもキャロルは助けられない。

　今までの裏切りを許してくれるほど、この場にいる魔族たちは甘くない。

　彼らは敵だった、だがぎりぎりで味方になり、魔王に復讐を誓う同志となった。

　故に、彼の願いを叶かなえてやる。彼の娘、ラピスだけは責任をもって助けてみせよう。それが俺にできる唯一のことであり、彼への手向けだ。
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　星兎族の長おさにして、様々な種族が集まる集落の代表……そして、魔王の手先として情報を売り続けていたキャロルが、いきなり自分が魔王と繫つながっていたことを暴露した。

　そのインパクトは大きく、この場に集まった種族は大混乱だ。

「キャロル、覚悟はあるのだろうな」

　ごつい二足歩行の猪魔族、鉄猪族の長が強烈な殺意を向けている。

　鉄猪族、炎馬族、風鼬族の三種族は初めから俺たちの味方に引き込んでおり、星兎族たちが裏切っていることは伝えてあった。

　そのせいか、他の種族よりも落ち着いていた。

「もちろんです。さきほども言ったでしょう。すべてが終われば、私をさばいてくださってかまいません」

　こんな状況なのに、キャロルは堂々としている。

　いや、覚悟を決めているのだ。

「……なぜだ？　なぜ、このタイミングで明かした」

「魔王どもを地獄に叩たたき落とすために必要だからです。私一人がどう立ち回ったところで今のままでは魔王を討つことはできない。皆様の協力が必要です。自分がどれほど身勝手なことを言っているかはわかっております。それでも、私のためではなく確実に魔王を倒すためにどうか力を貸してください」

　この場にいる魔族たちは困惑する。

　自分たちを裏切っていたキャロルのことは許せない。

　だが、それ以上に現魔王を倒して、迫害から解放されたい。

　キャロルへの報復よりも、そちらを優先したい気持ちがあるのだろう。

「鉄猪族の代表として、いや、おそらくこの場にいる全員を代表して、我らが疑問に感じていることを聞かせてほしい。何がキャロルをそうさせた？　そもそもなぜ魔王を倒したい。我らを裏切り続けておけば安寧の日々を送れたはずだ。それを聞かずして、貴様のことを信用などできん」

　それを聞かずにはいられないだろう。

　魔王を確実に倒すためとキャロルは言ったが、そもそも彼が魔王を倒す必要なんてない。

　星兎族のことだけを考えるのなら、他の魔族を裏切り続ければ良かった。

「……魔王が許せないんです」

　キャロルが目を見開く。星兎特有の赤い目が血走っている。

「我々は娘のラピスを人質に取られていた。奇病にかかった娘の命を繫ぐ薬を得るために裏切りを強要され続けていた。……だというのに、その病の正体は魔王の手先が用意した毒。私が仲間を売ってまで得て薬と信じて娘に与え続けていたのは、痛覚を麻ま痺ひさせ、毒の効果を持続させるためのものだった」

　周囲の魔族たちが息を吞む。キャロルの怒りに中てられている。

「私は娘のために手を汚しているつもりで、娘をさらに苦しませ続けていた。私は娘を弄んだ魔王を絶対に許さない。あいつらを地獄に叩き落とすためなら破滅しても構わない。皆様には改めて謝罪させてください。今まで私の裏切りによって何人もの仲間が死にました。その罪を魔王を倒すこと、そして私の命で償います」

　内心で笑う。いい演説だ。

　彼には自分の命を捧ささげる覚悟がある。その覚悟が周りを飲み込む。

　とはいえ、ここでキャロルにすんなり賛同できるものはいないだろう。

　彼のせいで仲間たちが死んだこともまた事実。

　許すわけにはいかないのだ。きっかけを作れるとしたら俺だろう。

「キャロルの言葉は噓うそじゃない。少なくとも、キャロルの娘であるラピスに長期的に毒が投与されていたのは事実だ。回復術士であり、診察した俺にはわかる」

　注目が俺に集まる。キャロルの作った流れを無駄にはしない。

「俺はキャロルの案に賛成だ。魔王の手先である彼を利用すれば作戦の成功率は格段にあがる。ただでさえ、圧倒的な戦力差があるんだ。使えるものは使わないと勝てない。感情だけで否定するには、あまりにも魅力的すぎる案だ」

「……ケヤルガ、キャロルが完全に魔王と切れたと証明できたわけではない。魔王を裏切ったふりをして我らを罠わなに嵌はめようとしているのかもしれない。キャロルを信じるのはリスクが高いのではないか？」

　炎馬族の青年がおずおずと言い出す。

「それはない。もともと、誰一人キャロルを疑っている者はいなかった。そんな状況で魔王の手先だと公表する必要がない。キャロルが俺たちを騙す気なら、いつも通りにしておけばいい。何より、俺は娘が助かったときのキャロルの涙を知っている。あの涙と、娘をおもちゃにされた怒りに噓はない」

　キャロルの怒りは本物だということぐらい、この場にいる連中にはちゃんと伝わっている。

　俺の発言に賛同するものが出始めた。キャロルが作り、俺が後押しした流れはもう変わらない。

　あとはなるようにしかならない。

　魔王に噓の情報を流し、確実に神鳥の病を、もっとも洒しや落れにならないタイミングで叩き込む。キャロルはきっと殺されるだろう。

　いかなる理由があろうと仲間を売ったことに変わりはない。

　そして、それを彼は望んでいる。

　今の話と態度を見て確信した。彼の根っこは善人であり、仲間を売ることで心を痛めていた。

　もう、自分がいなくても娘の命が助かる。死ぬことで償い許されたいのだ。

　彼は、この集落の魔族たちから慕われていた。きっと、魔王に利用される前は、本当の意味でいい長だったのだろう。そうでなければ、ここまでの信用は勝ち取れないし、部下はついてこない。救われない話だ。

　助けてやりたいと思わなくもないが、それをキャロル自身が望んでいない。

　俺にできることは二つ、キャロルがいなくなってからラピスの命を守ること、それとキャロルとラピスを弄んだ魔王を確実に殺すこと。

　あいつの恨みを晴らしてやる。

　もちろん、俺の目的も忘れていない。魔王の心臓たる【賢者の石】を手に入れる。

　あれがあれば、もしものときにまたやり直せるから。
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　あの事件のおかげで、今日の会議は夜遅くまで続いた。

　キャロルの他に魔王の手先だった種族は、星兎族の諜報部隊によって捕らえられ隔離されているらしい。

　彼らは星兎族の共犯ということで、今回の作戦が終了次第解放される。

　また、キャロルの希望通りキャロル以外の星兎族たちは許されることになった。

　あの状況で、自分一人だけの犠牲で種族を救った手腕はすさまじい。

　普通なら、キャロルだけでなくすべての星兎が粛清対象だ。

　それをキャロルは感情面と理論面の両方に働きかけて彼だけの処罰で済ませた。

　会議の後は夜の森に来ていた。

　矢文なんて古典的なもので呼び出しを受けたからだ。

　星兎族があんなことになったおかげで、監視の目もなくあっさりと抜け出すことができた。差出人を見て驚いた。

　現れるはずがない相手だった。そして、相手が相手だけに一人で来ている。

「せっかく会えたのに残念。報告通り容姿を変えているな。もとの君のほうが可愛くて、ずっと好みだったのに」

　ねっとりした声で黒い肌の大男が声をかけてくる。

　俺を呼び出した者、それは……。

「【砲】の勇者ブレット。クレハの話じゃ、死んだか、人じゃない化け物に変わったらしいが、元気そうじゃないか」

　そう、俺の最後の復讐の対象者。【砲】の勇者ブレット。

　神砲タスラムを背負い、鍛え上げられた肉体を神父の衣で包んでいる。

　この男がジオラル王ごときにいいようにされるはずがないとは思っていた。

　内側から、奴やつへの憎悪が燃え上がる。殺したい、辱めたい、屈服させたい。

　あいつのすべてを踏みにじってやりたい。

　そんな感情が表に出ないように自制する。

　せっかく、こうして目の前に現れてくれたんだ。確実に復讐を果たすためには、冷静でいる必要がある。

　実際、ブレットの間合いの取り方が絶妙だ。この距離なら、どんな攻撃手段を用いようと、ブレットの【砲】には劣る。じりじりさりげなく距離を詰めようとするが、その都度ブレットは距離を調整している。

　偶然じゃない、ブレットは意図的に有利な距離を維持している。

「そう殺気を放つなよ。放ったところで無駄だ。なにせ、俺はもう死んでいる。死んでる者は殺せない。俺はケヤルと戦うつもりでここに来たわけじゃない」

「だとすれば、なんのために」

「可愛かわいいケヤルが死なないようにアドバイスをするために来た。ケヤルは俺のものだ。つまらないことで死なせるわけにはいかない」

　どういうつもりだ。

　いつも底を見せないブレットだが、今回は輪をかけてわからない。

「敵は、見えているものだけじゃないってことさ。そのつもりで備えておくといい。……俺以外に殺されないでくれ。ああ、ケヤル。君はやっぱり可愛い。ぞくぞくする。今の君はケヤルガと名乗っているようだね。俺は君みたいな可愛い少年を屈服させるのが大好きなんだ。見た目だけじゃない、君みたいな性格の子が一番そそる」

　それだけ言うとやつは去ろうとする。

　逃がすか、そう考え足を踏み出した瞬間、超人じみた早打ちで【砲】が唸うなる、それも一発や二発じゃない、数十発の砲撃による弾幕。

　躱かわしきったころには奴は消えていた。気配は消えており、痕跡も消され、追跡することもできない。目の前に復ふく讐しゆう相手がいたのに、取り逃がしてしまった。

　手が震え始める。かつてのトラウマが蘇よみがえっていた。
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　俺はあいつに蹂じゆう躙りんされ続けていた。

「……ただでさえ、厄介な奴が厄介な力を身に付けてやがって。あいつ、力を得るためにわざと捕まったのかもしれないな」

　ブレットは黒い瘴しよう気きを纏まとっていた。

　そして、以前戦った騎士たちと大きく違うところがある。ブレットが理性をもったまま不死身になっている。あれほどの強さを持つ男が不死身。

　その上、他の勇者とは違い、しっかりと俺の能力を調べ上げ対策して待ち構えている。

　最後の復讐、一筋縄ではいかなそうだ。

　だが、同時に燃えている自分に気付いた。

　あいつは、二度目の世界では俺に手を出しておらず復讐の対象ではない。しかし、俺に興味をもっている。あのねっとりとした目を見ればわかる。

　あいつはまだ知らない。

　俺の【回復ヒール】であれば不死身すら殺しうることを。

　お互いに獲物であり狩かりゆう人ど。隙を見せたほうが狩られる。

　絶対に負けはしない。必ず復讐を成し遂げてやる。

　ブレットには、念入りに極限の苦しみを与えてやる。最後の復讐は派手にいくと決めている。
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　キャロルの説得は成功し、偽情報を魔王に流す作戦が実行されることになった。

　本人の望み通り、この戦いが終わればキャロルは処刑される。

　彼は死んで罪を償うことを望んでいる。

　キャロルの気持ちは半分わかって、半分わからない。

　復讐したいという点は俺も同じだが、復讐後の人生が幸せでないと意味がないと考えている。

　俺の復讐はよりよい人生のためにある。復讐は人生を豊かにするための要素に過ぎない。しかし、その考えをキャロルに押し付けようとは思わない。娘さえ生きていればいいというなら、その願いを叶かなえてやろう。

　何はともあれ、魔王を殺す準備はちゃくちゃくと進んでいる。

　問題はそのあとにやってきたあいつだ。

「……不死を殺す何かを見つけないとまずそうだな」

　会議のあと、俺の復讐の対象者であるブレットが現れた。

　黒い肌の大男。そいつは、クレハを襲っていた騎士たちと同じく瘴気を纏っていた。

　ただでさえ厄介な男が不死身になった。あいつの恐ろしさはよく知っている。

　純粋な戦闘力だけじゃなく、知識、経験、発想力に優れ、用意周到で搦からめ手も得意。今まで狩ってきた勇者とは格が違う。

　そのブレットが現れたのは、ありがたいことに俺に忠告するためだ。

　あいつは敵が見えているものだけでないと言っていた。

　それが、ジオラル王の手先の不死身の軍団なら最悪だ。

　ただの騎士をクレハですら殺せない化け物に変えてしまう。

　あいつらと戦ったとき、燃やしてしまえば倒せるかと思ったが、まさか煙と灰から再生されるとは思っていなかった。

　今のところ、殺せるのは俺だけだ。

　間違った形に【改悪ヒール】してしまうという力業。

　問題は俺一人では、簡単に押し切られてしまうこと。

「対策がないわけでもない」

　一つは毒だ。

　ただの毒なら効果がないだろう。可能性があるとしたら細胞の悪性変異。敵の細胞を癌がん細さい胞ぼうにしてしまうこと。

　癌細胞とは制御されない異常な増殖を行うようになった細胞集団。厄介なのは変異であって壊れたわけじゃないこと。

　壊れたわけじゃないので、正常な細胞が自己再生もされない。癌細胞が増え続ければ生物としての形を保てない。行動不能に追い込める。

　神鳥の試練で実験は成功しているし、試してみる価値はある。

「あるいは凍結か」

　倒すのではなく行動不能にするならいくつか手がある。

　フレイアの氷属性の魔術なら、数日は溶けない。

　おそらく、それがベストな回答だろう。

「さあ、鬼が出るか蛇がでるか」

　一人呟つぶやき、みんなが待つ家に戻る。

　今日は確か剣聖クレハと妹姫エレンを可愛がる日だ。

　鍛え抜かれたスタイル抜群の体を持ち、しまりがいいクレハ。

　未成熟で肉付きもよくないが妖しげな魅力を放ち、柔らかく温かく、男を高ぶらせるエレン。どちらも極上の女だ。

　珍しい組み合わせだが意外性があっていい。たっぷりと注いでやろう。
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　クレハとエレンが失神している。

　ブレットとあったせいか、興奮し血がたぎっていたせいだ。

　その熱を二人にぶつけてしまった。

　二人が失神してもまだ収まらないので、気絶している二人を使って、熱を冷ます。

　これはこれでいい、まるで二人を性処理の道具にしているようで、なかなか征服欲を刺激される。そんなことをしていると、グレンがやってきた。

　子ギツネ姿だ。

「ううう、ご主人様がくさいの」

　そして、いきなり失礼なことを言う。

「こういうことをしているんだ。そういう臭いがして当然だろう」

「そういうことじゃないの。いちいちご主人様の交尾なんて気にしてたら気がおかしくなるの。臭いって言ってるのは闇のにおい。敵のにおい」

　グレンがもふもふの尻尾の毛を逆立てて、うーうーと唸っている。

「黒い瘴気を纏った男と会ったんだ。そのせいかもな」

「間違いなくそれなの。よく生きてたの。ご主人様はすごいけど人間やめてないのに」

「黒い瘴気が何か知っているのか？」

「知ってるけど言えないの。禁則事項なの。でも、グレンの敵とは言える」

　なるほど、だからこうして警戒しているのか。

　いたずら心が芽生える。

　グレンに飛びかかりぎゅっとする。もふもふふかふかの子ギツネなので抱き心地が恐ろしくいい。ああ、ずっとこうしていたい。

「はーなーすーのー、くさいの、裸は気持ち悪いの、あと汗べったりなのー」

　腕の中で子ギツネが暴れている。

　かなり本気での抵抗だ。あんまりやりすぎると嫌われる。そろそろ放すべきか？

　そう考えていると、グレンが腕の中で光り出した。

　こいつ、炎を!?　いや、普通の炎じゃない。白く光る炎だ。熱さを感じず、むしろ心地よい。どうなっている？

「ふう、これで臭くなくなったの。でも、暑苦しいから離すの！　使い魔虐待なの！」

　俺は呆ぼう然ぜんとして言われるがままにグレンを放す。

　するとグレンは距離をとって毛づくろいを始めた。

「もしかして。瘴気を消せるのか？」

「グレンは神獣。これぐらいできて当然なの」

　毛づくろいを中止して、えっへんと胸を張る。

　キツネ耳少女姿のときにやられるといらっとするが、子ギツネ姿だと愛らしく感じるから不思議だ。

　瘴気を消せることには驚いたが、ありがたい。

　俺以外にも黒い瘴気に侵された騎士たちを倒せる存在が増えた。

　もしも、黒い瘴気を持った敵が現れたら、俺が【改悪ヒール】するか毒薬を使う、フレイアが氷漬けにする、さらにグレンが熱くない炎で瘴気を消すという対策ができるようになった。これは大きい。

「グレンは意外と役に立つよな。影武者になったり、頭を悩ませていた黒い瘴気を浄化できたり」

「当然なの！　神獣は世界に必要とされたときにしか生まれないの。グレンが生まれたってことは、世界にグレンが必要ってことなの！」

「なるほど、よく理解できた。それ、言って大丈夫なのか？」

「こゃっ!?　ぎっ、ぎりぎりセーフなの！」

　グレンは有能だが、かなり抜けている。

　落ち着きがなく、おだてられると調子にのり、しかも自分勝手な性格だ。

　いったい、誰に似たのだろう？

　卵のときに喰くらった周囲の人間の精神と魔力で人格が決まるのだが、周囲にいたイヴあたりの精神を食いすぎたらしい。

　もう少し俺に似てくれれば、落ち着きや思慮深さを見せてくれたはずなのに。

「グレン、おまえはいつも眠いと言い出すんだ。早く寝ろ」

「せっかく、心配してきたのに。もう知らないの」

　グレンが帰っていく。グレンはなぜかイヴを気に入っており、俺がイヴを抱かない日は彼女の布団に入り込む。

「グレンは面白いことを言ってたな」

　今日のグレンの会話で新たな事実が発見された。

　俺は今まで黒い瘴気の存在を、ジオラル王が魔王に与えられた魔族の能力ぐらいにしか見ていなかった。だが、よくよく考えるとおかしい。

　あまりにも強すぎる。こんな力が、ただの魔族や魔物に存在するわけがない。

　これほどの力、もし一周目に存在していれば確実に魔王は利用しており、俺たちも苦しめられたはずだ。

　神獣であるグレンが生まれたのがこの瘴気に対抗するためだとすれば、あるいは黒い瘴気は魔王以上に厄介な何かかもしれない。

　そもそも滅め茶ちや苦く茶ちやだ。

　二周目は一周目と比べて何もかもが違う。

　俺が暴れまわっている影響もあるが、それ以上の何かがあるのは間違いない。

　その何かが知りたい。

　世界に干渉する力を持つ何かがあるのなら、望み通りの世界を作ろうとする俺の敵だ。

「考える材料が足りないか。これ以上はただの妄想になる。さて、俺も寝よう」

　失神しているクレハの胸に顔をうずめて目を閉じる。

　最近、俺は一夜を共にした女の胸に顔をうずめて眠るようにしている。

　こうしていると安心できるのだ。




　　　　◇




　作戦の内容が決まり、一週間後。

　俺たちは魔王が支配する街へ向かって出発した。

　魔王たちに感づかれないように大きく迂う回かいしながらだ。

　キャロルたちが偽の情報を流している。

　イヴの影武者が別ルートで出発しており、その情報を魔王は摑つかみ待ち構えているのだ。

　おかげで俺たちは安全に近づける。

　現魔王の支配する主要都市に向けては、他の種族が襲撃を仕掛けようとすでに出発済み。もちろん、彼らは直前で進路を変えて予定していた街とは別の街を襲う。

　魔王との決戦はすぐそこまで迫っている。

　もう、後戻りはできない。この馬車には俺の女たちが全員揃そろっている。

　それぞれが強みを持つ立派な戦力だ。

「イヴ、怖いか？」

　イヴの手が震えていた。黒い翼もいつも以上に小さく見える。

　当然だろう。イヴが召喚する神鳥が降らせる死の雪で城下町を壊滅させなければ、魔王の圧倒的な戦力で押しつぶされるだろう。

　味方は全滅だ。

「怖いよ。……でも、ケヤルガがそばにいれば大丈夫な気がする」

　イヴの震える手を握りしめ、キスをしてやる。

　すると、震えが止まった。

「安心しろ。俺がイヴを守ってやる。なにせ恋人だからな」

「うん、信じてる」

　イヴが潤んだ瞳で俺を見てくる。

「しかし、残念だな」

「なにが？」

「キスで安心してくれないなら、今からもっとすごいことをしようと思ってたのに。あっさりと震えが止まってしまった」

　イヴが真っ赤になり頰ほおを膨らませた。

「もう、こんなときまで。ケヤルガは、ケヤルガはあああああ」

　完全に緊張と不安が吹っ飛んだようだ。

　これでいい。

　退屈なので、イヴをからかって遊ぶ。他のメンバーもそれをほほえましそうに見ていた。

　数日で俺たちは魔王のおひざ元にたどり着く。

【賢者の石】というリセット装置を手に入れ、イヴを魔王にする日は近い。

　俺の女が魔王になる。今まで以上に面白いことができそうだ。

　……邪魔する奴やつも出るだろうが、そんな奴らはすべて報いを受けさせてやろう。

　俺は、俺から奪う奴と俺を邪魔する奴が殺したいほど嫌いなのだ。
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　俺たちを乗せた馬車は魔王の城下町に向かって進んでいた。

　魔族が御者を務めるだけあって魔物が引いている。人間も比較的利用しているラプトルではなく、岩のような肌をしたでかい猪だ。

　鉄猪族が使役している魔物であり、すさまじいスピードで馬車を引いてくれている。

「このペースなら、予定通り五日後に到着するな」

「鉄猪族のプライドにかけて魔王に流した情報の二日前にはたどり着いてみせる」

　鉄猪族の長おさと今後の日程について語り合う。

　キャロル経由で魔王に流した情報では、俺たちは七日後に襲撃をかける。

　魔王に流した情報のルートと日時で囮おとりも城下町に向かっていた。

　俺たちのルートは主要な街を避さけた迂回ルートかつ、荒れた道だ。

　通常なら、主要街道を通っている囮よりも早く到着なんてありえない。

　だが、この猪の魔物のペースを体感して納得した。

　これなら、囮より早くたどり着ける。

「速いのはいいが、乗り心地は最悪だ」

「この荒地をこのスピードで進んでいるんだ。我慢してくれ。敵をあざむくためにはありえないことをしないといけない」

「それもそうだ」

　囮の進んでいるルート以外で城下町に向かって、先にたどり着くなどありえない。

　だからこそ、奇襲が成立する。

　問題は……。

「ケヤルガ様ぁ、世界がぐるぐる回ってます」

「休憩、休憩させてください、ケヤルガ兄様の前でそそうしちゃいそうです」

　フレイアとエレンだ。

　桃色の髪の姉妹は顔を真っ青にしている。とくにエレンのほうはリバース寸前だ。

　馬車酔いをしている。この揺れだから仕方がない。

「セツナとクレハはさすがだな。この揺れにまったく動じていない」

「ん。セツナは戦士。鍛え方が違う」

「私も三半規管は鍛えぬいているわ。多少の揺れで体調を崩していては戦えないもの」

　セツナは狼おおかみ耳をぴくぴくとして得意げに、クレハは銀色の髪を手で押さえながら返事をする。彼女たちの言う通り、二人とも鍛え方が違う。

「だけど、イヴまで平気なのは驚いたな」

「ふふふ、知らない？　翼を持つものは船酔いしないって」

　初耳だ。

　まあ、空を飛ぶ能力をもっているのだから三半規管が発達していても不思議じゃない。

　とりあえず、フレイアとエレンを何とかしないと。

「【回復ヒール】」

　二人の体を癒す。

「ありがとうございます。助かりました」

「ケヤルガ兄様はやっぱり素敵です！」

「礼はいい。これを飲んでおけ。手持ちの薬草を組み合わせて、酔い止めを作っておいた。たぶん効くはずだ」

　たぶんと言ったのは、手持ちの薬草に酔い止めに効く薬効のあるものが少なかったからだ。気休めにはなるだろう。

　二人がポーションを飲みそれぞれにお礼を言う。少しは効果があるのか【回復ヒール】のあとも青い顔にはならない。そんな俺をクレハがじっと見ている。

「ケヤルガは元からフレア王女……ごほんっ、フレイアとセツナとそういう仲だったのは聞いていたのだけれど、いつの間にか増えたわね」

「今更何を言ってるんだ？」

　クレハと合流してからだいぶ経たっている。

　自己紹介もしたし、朝はセツナ一人だが夜は二人ずつ順番に抱いている。

　クレハと一緒にほかの女も抱いた。

「……環境に慣れるのに必死だったし、聞き辛づらかったのよ」

　クレハが顔を赤くしている。そんなところが少し可愛かった。

「イヴは俺の恋人で、エレンは俺の妹だ」

「兄様と言っていたから、予想はしていたけど、私と一緒に抱いていたわよね？」

「愛があれば関係ないと思うんだ」

　クレハの顔が少し引きつった。しかし、クレハは勝手に折り合いをつけた。

　きっと、見た目から血は繫つながっていないことを察して、変なストーリーを考え出したのだろう。

「整理するわね。フレイアはケヤルガの協力者で、今は従者」

　クレハは王女という身分を俺が隠させていることを知っているため、あえて協力者という表現をしたし、初めてラナリッタであったときの、従者のふりをしているという設定を覚えていたようだ。

「はい、そうです」

　フレイアはただ頷うなずく。フレイアは自分がフレア王女だとは思っていない。

　フレア王女の演技でクレハを騙したと思い込んでいる。フレイアは身も心も俺に奉仕することを喜びとする所有物おもちやだ。

「セツナは、ケヤルガの奴隷ね」

「ん。セツナはケヤルガ様の所有物おもちや。ケヤルガ様に尽くす」

　セツナは、人によっては眉を顰ひそめることを誇らしげに語る。

　いい子だ。あとでたっぷりと可愛かわいがってやろう。

「そして、イヴはケヤルガの恋人というわけね。あなただけ妙に待遇がいいわね」

「ふふふ、まあね。ケヤルガがどうしてもって言うから恋人になってあげたの。ケヤルガもああ見えて可愛いところはあるんだよ」

　微妙にいらっとした。セツナとは別の意味で可愛がってやろう。

　たっぷりと泣かせてやる。

「そして、エレンはケヤルガの妹ね？」

「そうです。ケヤルガ兄様にはたくさん可愛がってもらってます」

　顔を赤くして、いやいやと首を振る。

　……たまに俺は本当にエレンが、あのノルン姫だったのかと疑問に思うときがある。

　フレイアのときもギャップがひどかったがノルンの場合はそれ以上だ。

　ただ、時折軍師の資質は見せつけてくる。

「だいたいわかったわ。……私はケヤルガの何かしら？」

「恋人だ。イヴと同じだよ」

　抱き寄せてキスをする。それも大人のキスを。

　クレハは顔を赤くする。

　クレハは、こう見えて一番俺に惚ほれているし、性欲が人一倍強い。

　ずっと、禁欲的な生活を送っていたときに薬物と魔術、そして少々の催眠を用いて洗脳したせいだ。

　俺の女たちはクレハとのキスをそれぞれの反応で凝視し、鉄猪族の長は顔をそむけた。

　堅物だけあって、こういうことは苦手らしい。

　急ぎの旅で彼らがいることもあり、さすがに性方面は自重していたが、そろそろ俺は限界だし、女たちも欲求不満が見え隠れしている。

　今日の夜は、念のためもってきたテントを張って楽しもう。

　音は漏れるだろうが、それぐらいは我慢だ。

　いつもなら二人ずつ愛するが、みんなにはずっと我慢させてきた。今日は一度に全員愛そう。さすがに全員一度は初めての経験だが、それはそれで楽しそうだ。

　特製の精力向上ポーションを飲んでおこう。

　ただ、俺のものが一つしかないのはいかんともしがたい。

　いろいろと技術を身に付けたセツナやフレイアあたりには他の女を可愛がってもらうとするか。

　そんなことを考えていたときだった。

　我関せずと、子ぎつね姿で丸まって寝ていたグレンが飛び起きる。

「臭い、すごく臭いの」

　ただの暴言じゃない。神獣たるグレンが臭いと言うのは……。

「全員、いつ襲われてもいいように身構えろ」

　奴らが近くに来ているはずだ。窓から顔を出して周囲の気配を窺う。

　来た。ラプトルに乗って、表情が消えた人形のような騎士たちが飛び出てきて背後から追いかけてきた。

「ケヤルガ、あいつらはなんだ。まるで人形だ。生気を感じない」

　武人だけあって、鉄猪族の長は洞察力がある。

　あの騎士がただの人間じゃないことを見抜いている。

「魔王の近くにいる何かに歪ゆがまされた元人間の何かだ。あいつらは斬ろうが、燃やそうが、すぐに再生する。戦うだけ無駄だ。逃げきれるか？」

「無む茶ちやを言うな、これだけの荷物を抱えているんだ。さすがのギロルブ・ボアもラプトルの足にはかなわん」

「そうか。なら、俺たちに任せろ」

【砲】の勇者ブレットの忠告があったから、ジオラル王国の介入を覚悟はしていたが、こうも早く襲撃が来るとはな。

「フレイア、グレン、ついてこい。他の連中は馬車に乗っていろ。不死身相手だ。戦力にならない」

　全員、素直に頷く。ここで反対意見を言う奴はいない。

　……いや、待てよ。

　フレイアは四属性の魔術士で氷の魔術も使えるから不死の戦士を止められると判断した。だが、とんでもないことを見落としている。

　セツナの種族は氷狼族。氷の爪を駆使した格闘術の印象が強いが、そんなものを作れるなら氷の魔術も使いこなせるはずだ。

「セツナ、人一人氷漬けにできるか？」

「斬ったほうが早いから、やったことはない。でも、今のレベルのセツナならきっとできる」

「わかった。なら、ついてこい」

「ん。がんばる」

　俺はフレイアをお姫様抱っこする。グレンが頭によじ登ってきた。そのまま俺は馬車から飛び降りた。

　セツナもひょいっと飛び降りてついてくる。フレイアを下ろす。

　ラプトルに乗った騎士たちが七人追いかけて来ていた。

　全員、不死の騎士だ。

「フレイア、氷魔術で全員を氷漬けにしろ」

「わかりました！」

　フレイアが詠唱を始める。魔力量が高まる。魔力量から逆算すると、第三階位魔術。

　並の魔術士なら詠唱に数分かかる。

　だが、フレイアの第三階位魔術なら数秒で発動できる。【術】の勇者は伊達だてじゃない。

「第三階位魔術、【氷檻】！」

　地面から無数の氷柱つららが生える。

　そして、氷柱に突き刺さったすべてが氷漬けになっていった。

　いかに不死といえども、氷漬けになれば動けない。

　俺の推論は正しかった。あの不死の騎士たちがぴくりとも動かない。

　超一流の魔術士が生み出した氷だ。数日はとけない。

　しかし、全滅とはいかなかったようだ。両端にいた騎士は、ラプトルから飛び降り、【氷檻】の範囲外に脱出した。剣を引き抜き、こちらに迫ってくる。

「右はセツナ、左はグレン、頼んだぞ」

「ん。まかせて」

「使い魔使いが荒いご主人様なの」

　二人が飛び出していく。

　まずはグレンだ。宙返りして、キツネ耳美少女の姿になり手を突き出す。

　白い炎の弾が顕現する。

「臭い、消えて。グレンはその臭いが大嫌いなの」

　まるでごみを投げ捨てるように白い炎を放つ。

　白い炎が騎士に触れた瞬間、一気に燃え上がった。

　俺も焼却は試している。その時は煙と灰から再生した。

　だが、白い炎はただの物理現象ではなく不浄を燃やし尽くす概念的なもののようだ。

　グレンが腕を組んでどや顔をしている。

　不死の騎士が消滅した。この力は頼りになる。

　セツナのほうを見る。

　氷の爪を両手に作り、騎士の懐に入ったところだ。
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　まさか、俺の言いつけを破っていつものように切り裂くつもりか？

　いや、セツナに限ってありえない。

　セツナは、騎士の攻撃をかわし、胸に氷の爪を突き立てる。

　すると、騎士が体内から凍り付いていく。

　セツナは効率的に凍らせるためにあえて近接戦を挑んだようだ。

　不死の騎士が行動不能になる。

「セツナ、グレン、フレイア、お疲れ。いい実験になった。不死が相手でも、お前たちなら戦える」

　不死の騎士対策はあくまで空論にすぎなかった。

　ここで実証できたのは大きい。

　それに、こういった対処ができるならイヴとクレハも活いかせる。

　彼女たちには、フレイアを守るという役割とサポートを頼む。

　たとえ、殺せなくても凍らせるまでの時間を稼いでもらえるのは大きい。

　刻んだり、穴だらけにすれば、その間奴やつらの動きは止まる。

　その後は安心して浄化の炎で滅却するなり、氷漬けにできる。

「言葉だけじゃだめなの！　グレンはご褒美を要求するの！　具体的には肉！」

　こいつは相変わらず生意気だ。

　まあ、可愛いペットの頼みだ。それぐらいは聞いてやろう。

　ポシェットからグレン用の干し肉を取り出して投げると、少女姿のまま口でダイビングキャッチし、美味しそうに咀そ嚼しやくして尻尾を振る。……シュールな光景だ。

「今回は勝てたが……まずいな」

　喜んではいられない。

　魔王の裏をかいて行動しているはずの俺たちを不死の騎士たちが攻撃してきた。それも完全な待ち伏せだ。

　この事実は何より重い。

　どこからか情報が漏れている。

　あの集落、魔王の手の物だけじゃなくジオラル王国のスパイまでいたとは驚きだ。

　今回の魔王の城下町の襲撃、かなり厄介なことになるだろう。

　だが、もう動き出した以上止まれない。

　何があろうと、俺は目的を果たしてみせる。
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　魔王の城下町に向かう途中にジオラル王国からの襲撃を受けた。

　不死の騎士対策に考えていた戦略がばっちりとはまった。

　氷漬けにして行動を封じること、神獣であるグレンの浄化の炎で倒すことの二つだ。両方とも効果があった。

　だが、いいことばかりではない。

　囮おとりを使い、魔王の裏をかいて別ルートを通っている俺たちが待ち伏せされた。

　このことは非常にまずい。

　王国側のスパイが集落に入り込んでいることの証明だ。王国側に漏れている以上、魔王側に情報を漏らされている可能性も高い。

　そのことは、イヴの護衛である鉄猪族の長おさにも話している。

「でっ、どうするんだ」

「このまま作戦を続けるしかないな。……いや、一日決行を早めようか。味方すら裏切れば敵の裏をかける。誰にも言わない。俺たちだけでの判断でそうするんだ」

「言ってることはわかるが無理だ、今でもかなり無茶してとばしてんだぞ。こいつらが死んじまう」

　馬やラプトルでは不可能なペースで鉄猪族の長が使役する猪は走っている。

　すさまじい筋力と持久力だ。それでも一日縮めるのは無理だ。

　普通の方法ならば。

「大丈夫だ。俺がいる。【回復ヒール】」

　馬車を引く猪に【回復ヒール】をかける、息も絶え絶えだった猪が力を取り戻す。

　体力を回復させるだけのつもりだったが、どうやらかつての骨折の治り方がよくなかったのでそちらも矯正しておいた。

「怪け我がを治すだけじゃなく、疲労まで抜くのか。そんな【回復ヒール】は聞いたことがねえ」

「勇者の【回復ヒール】だからな。これなら一日縮められるだろ？」

「全力でとばし続けるなら可能だ。おまえの魔力は大丈夫か」

「愚問だ」

「なら、とばすぜ！」

　馬車のペースが劇的にあがる。

　一日前倒したところで大差はないが、できることは少しでもやっておきたい。

　失敗したときに、あのときもっとがんばっていれば……なんて言うような間抜けになりたくないのだ。
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　馬車から出て野営する。

　猪は夜目が利かないため夜に走るのは危険だ。それに体力は回復させられても心のほうは回復させられない。

　睡眠時間はきっちりとる必要があるだろう。

　それは俺たちも一緒だ。

　しっかりと夜は休まないと、魔王の城下町についたときにはボロボロになってしまう。

　鉄猪族たちは頼れる護衛だが、常に一緒にいると疲れるので彼らとは離れた場所でたき火を囲んでいた。今日の夜は俺たちだけでテントをはり一夜を過ごす。

　夕食を終えた。

　今までストックしていた魔物肉の中でもとびっきりの肉を使い、さらに精力をつけるために高価な野菜を使い、最高のごちそうを作った。

　みんな喜んでお代わりをしてくれた。

　これで今日の夜はばっちり楽しめるだろう。

「グレン、お願いを聞いてもらえないかしら」

「グレンにお願いをするなら、誠意を見せるの！」

　子ギツネはふてぶてしい声でクレハに肉を要求する。

　この図ずう々ずうしさ、こいつは誰に似たのだろうか……。

「干し肉をあげるわ」

　クレハが干し肉を渡す。すると、子ギツネは肉に飛びつきあっという間に食べてしまう。

「美味しかったの。くるしゅうない。言ってみるの！」

「あなたの浄化の炎を私の剣に纏わせられないか試してほしいの。ただの剣なら不可能だけど、クライレット家の家宝の剣なら可能性があると思って。この剣は魔術を斬るために作られた剣よ」

　クレハの剣が新しくなっていたことには気づいていた。

　魔力を帯びた業物だ。

　しかし、クライレットの家宝とまでは思っていなかった。こんなものを持ち出したのはクレハの覚悟の表れだろう。

「グレンの炎はすごいの。剣が耐えられなかったら溶けちゃう。それでもいいの？」

「ええ、この剣なら大丈夫だって思える。それに、そうしないと足手まといになるわ」

　覚悟を決めた目だ。

　クレハが抜刀する。

　美しい剣だ。クレハそのものと言える気高さと鋭さを両立した剣。華美な装飾はなく機能性重視なのにどんな宝剣よりも美しく見える。

　よくよく見ていると、どうやら魔術を斬るための魔術は、魔法に触れた瞬間、その力を吸収して術式を壊すというものだ。

　そして、そんな無む茶ちやな使い方を想定して魔法金属を使って丈夫に作ってあった。

「剣がダメになっても恨まないで。じゃあ、やってみるの！　ねばつく感じの炎になるようにグレンもがんばってみる」

　こゃーんとキツネが鳴いて、鼻先に炎を作り出す。

　その炎がクレハの剣にあたり刀身を包む。

「すごいわ。ちゃんと剣を炎が包んでいる」

「グレンはすごいの！」

　クレハは立ち上がり、彼女の足ほどの太さの木に横薙ぎを放った。

　炎を纏まとったまま、剣を振り切る。

　木が切断面からずれて倒れた。

　まだ、炎は消えない。

「ケヤルガ、これなら私も不死の騎士と戦えるわね」

「嬉うれしい誤算だな。……ただな。いたずらギツネにお仕置きしないと。グレン、どうして無意味な脅しをした？　浄化の炎を俺に向かって、この前放ったよな。熱くなかったのを覚えている。おまえはそのとき言ったはずだ。不浄なものだけを焼き尽くす炎だって」

　グレンが目を逸そらした。

「そんなことを言ったような、言わなかったような、なの！」

「命令して、本当のことを言わせてもいいんだぞ」

「ううう、ごめんなさいなの。めんどくさかったの」

　逃げるグレンの首根っこを摑つかみ持ち上げる。

　子ギツネは短い手足をバタバタとさせて逃げようとする。

　膝の上に乗せて、おしりをパンと叩たたく。

「痛いの！　虐待、眷けん属ぞく虐待！」

「お仕置きだ。これからはめんどくさがって噓うそをつくな」

「ううう、ごめんなさいなの」

　三回ほど叩いて、解放する。

　グレンはひりひりするおしりに手を当てようとするが、子ギツネ姿では手が短くてうまくいかないようで、美少女姿になってからわざわざスカートをずり下げて赤くなったおしりを押さえる。

　キツネ耳と尻尾がペタンとしている。

「ひりひりするの」

　微妙にエロい。

　まあ、今のところグレンは子供っぽすぎてそういうことをする気にはなれない。

　鑑賞するだけに止とどめよう。

「とにかく、グレン。また不死の騎士が現れたらクレハの剣を浄化の炎で包め」

「わかったの。あいつらを根絶するためなら協力する」

　これで約束は取り付けた。

　クレハまで戦えるようになったのだ。もう不死の騎士を恐れる必要はないだろう。

　いや、一人だけ恐れないといけない奴がいる。

【砲】の勇者ブレット。あいつを倒せるのは俺だけだし、他の誰かに譲るつもりもない。




　　　　◇




　その日の夜は、最近ごぶさただったこともあって盛り上がった。

　さすがの俺も全員を一度に愛するのは辛いが、いろいろと溜たまっていたおかげで全員を満足させた。

　こんな大乱交は、毎日やると精根尽き果ててしまうが、たまにやる分にはひどく興奮する。

　やることをしっかりやって疲れ果てて、みんな眠ってしまっていた。

　こう、信頼して無防備な寝顔を晒す女性というのはそそるものがある。

　俺も眠りにつきたいが、せっかくなので寝る前にゆっくりと感触と味を比べて楽しんでみる。

　ダメだな。出し切ったと思ったのに、また元気になってしまった。

　起こしてしまうのも悪い、眠ったままのみんなを使ってできる楽しみ方をしよう。




　　　　◇




　いいリフレッシュができた。

　そのおかげで旅は快適に進んでいる。

　そして、数日後いよいよ魔王の城下町にたどり着いた。

　だいぶ手前で馬車から降りて、徒歩で移動している。少数精鋭だからこそできることだ。

　各地の陽動作戦が始まっているのか、門からはやたらと兵士らしき魔族が出て行っている。

　今日は、本来の作戦決行の一日前。

　夜には神鳥の力で死の雪を降らせる。

　そうなれば、この街にいる魔族も魔物も全滅だ。

　卑劣な手だ。戦うものもそうじゃないものもすべて手にかけることになる。

　そうでもしなければ魔王に手が届かない。

「こんな手は使いたくなかった。……悪魔のような戦略だ。だがな、先に道を踏み外したのはお前たちのほうだ。文句は言わないだろう？」

　俺は忘れない。

　黒翼族たちの集落を根絶やしにした魔王軍への恨みを。

　あの人たちは人間である俺たちを受け入れてくれた。

　日常や平穏、そういったものを思い出させてくれた。あの集落で幸せな日々を過ごしていたのだ。

　なのに、あいつらはそれを壊した。

　戦えるものも、戦えないものも関係なく皆殺しに。

　だから、俺とイヴも同じことをしてやる。

　これは復ふく讐しゆうだ。

　躊躇ためらいはしない。

　さあ、死の雪を降らせるとしようか。そして、死んで行った黒翼族たちの恨みを晴らすのだ。
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　ようやく魔王の城下町に来た。

　街には入らずに小高い丘から望遠鏡を使用して街の様子をうかがう。

　身なりがいい魔族や屈強な魔族が多い。

　街の様子を見るだけで、敵がどれだけこちらの作戦を読んでいるかがわかる。

　たとえば、大規模な避難が始まっているのならこちらの動きがすでに感づかれていることになる。

　商店にはたくさんのリンゴが並んでいた。

　……俺たちが流した神鳥の病は林りん檎ごを食べることで防げるという情報は、しっかりと出まわっているようだ。

　神鳥の病は俺の【回復ヒール】をもってしても抗体が作れない。数秒ごとに性質が変わる病がリンゴなどで防げるわけがないのに。

「ねえ、ケヤルガ。私にも見せてよ」

　いつの間にか近くに来ていたイヴが話しかけてくる。

　彼女は大仕事の前だというのにいつも通りだ……それこそいつも以上に。

　必死にいつも通りを演じているのだろう。

　これから数千、数万もの魔族を殺す。まともでいられるはずがない。

「駄目だ」

「なんで？　神鳥を使役するのは私だよ」

「だからだよ。今から殺す連中の顔を見ることはない。辛くなるだけだ」

　こうして、街の様子をうかがっていると俺ですら思うところがある。

　最終的な目標は悪逆非道な魔王の討伐。

　やつは前魔王に優遇されていた種族に権力の座を奪われることを恐れ、排斥し、虐殺し、非道の限りを尽くし、その後釜に同族と魔王にへつらう種族たちを引き入れた。

　死んで当然だ。だが、今回殺すのは城下町の住人たち。

　少し恵まれているだけの普通の人々だ。日々を精いっぱい生きている。

　彼らには悪逆非道な魔王に従ったという罪はある。

　だけど、俺たちと同じ人なのだ。

　俺は、そこをちゃんとわきまえている。

　たとえ善人だろうが、恩人だろうが、敵は殺す。すでに魔王たちは俺に優しくしていた黒翼族たちを軍……ひいては国の力で皆殺しにした。

　その時点で、俺の復讐相手は魔王という個人ではなくこの魔王の支配する国となっている。

　だけど、イヴはそうは割り切れない。

　善良な一市民を殺せなくなる可能性があるし、殺せたとしても心に深い傷を負う。

　イヴに人を人として見せてはいけない。

　ただの戦力、ただの駒、ただの数。

　そう思ったまま殺させないと彼女の心が持たない。

「ケヤルガって、やっぱり変なところで優しいよね。……だから私はケヤルガの恋人になったんだよ。かっこいいからとか、恩人だからとかで、体を許すほど私は安くないんだよ」

　イヴはにっこりと笑い、望遠鏡をひったくる。

　その動きがあまりにも自然で反応できなかった。

「そっか、この人たちを今から殺すんだね。……ふつーに笑って、ふつーに暮らしてる」

　イヴはどこかやるせなさを感じさせるような口調でつぶやく。

「わかっているとは思うが、今ここで神鳥を出さないなんて言い出したら、魔王に楯たて突ついた集落にいる連中は皆殺しだぞ。ここで魔王を討って、新たな魔王にならないと救えない」

「ケヤルガ、そんなことはわかってるよ。ケヤルガは優しいのはいいけどさ、無意識にみんなのことを下に見てるよね。私はね、ちゃんと背負いたいんだ。自分が何をやったかをちゃんと知りたい。じゃないと、胸を張って魔王になれない」

　イヴの手が震えていた。

　彼女は、これから殺す人々たちの姿を脳裏に刻んでいる。

「私の罪の深さはわかったよ。でも、やる。私はね。このふつーに暮らしている人よりも、仲間たちのほうが大事。この背中に宿ったみんなが、私が魔王になって黒翼族の国を取り戻すことを祈ってる」

　イヴが黒い翼を広げる。

　イヴは生まれながらにして、黒翼族の王として一つのスキルを持っている。

【眷けん属ぞく召喚】。

　無念さを残して死んでいった同族たちの魂を羽の一枚一枚に宿し、必要に応じてその魂に肉体を与える技。

　イヴはその小さな背中に無数の魂を背負っているのだ。

「俺が見下してるか。たしかにそうかもな……悪かった。おまえがそうやって罪を背負いたいなら止めはしない。だけどな」

　イヴの震える手に自分の手を重ねる。

「こうやって支えてやることはできる。……今日はエレンの日だがな。寂しかったり、怖くなったら呼べ、順番の融通ぐらいつけてやる」

「ぷっ、なんだよそれ。ケヤルガってちょっとずれてるよね。でも、きらいじゃない」

　イヴが肩に体重を預けてくる。

　二人で街の様子を見る。

　警戒はされていない。十分に打撃は与えられる。作戦は決行しよう。

　……絶対に失敗できない。

　集落のみんなを守るためもあるが、イヴ自身のこともある。

　たかだか人に神鳥の力は身に余る。

　一度呼び出すごとに、甚大なダメージを受ける。イヴは二度までは呼べる。三度目は命を落とすと言った。

　二度までは大丈夫だとは考えない。一度呼ぶごとにイヴは死ななくても何かを失う。

　この作戦を成功させて神鳥を呼ぶのはこれで最後にさせる。




　　　　◇




　日が沈んだ。

　これより作戦を行う。
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　神鳥の死の雪を降らし、大混乱を引き起こしたあとに少数精鋭で突撃する。

　突入には神鳥を使う。その背中に乗り魔王の城に乗り込むのだ。

　少数精鋭は俺たちのパーティと鉄猪族の猛者たち、それに集落にいた各種族の選よりすぐりのメンバー。

「みんな、覚悟はいいな」

「任せてください、ケヤルガ様。魔力は十分です。今なら第七階位ぐらいぶちかませますよ！」

　フレイアが鼻息を荒くする。

　人間は第五階位までの魔術しか使えない。

【術】の勇者たるフレイアだけがその先の魔術を使える。

　それにしても、第七階位か。

　やり直す前のフレア王女が魔王と戦う前にようやく使えるようになった領域に、もうたどり着いたようだ。

　きっと、俺の育て方が良かったのだろう。

「セツナは命に代えてもケヤルガ様を守る。ケヤルガ様にもらった力で」

　セツナが決意を込めた瞳で俺を見る。

　天性の戦闘勘、柔軟で強きよう靭じんな肉体、積み重ねた努力。

　戦いに必要なものすべてを揃えていたセツナ。だが、彼女はレベル上限が低いというだけで強くなれなかった。

　しかし、俺との出会いですべてが変わった。

　毎日、勇者の精を受けたおかげでレベル上限は今や一般人を上回り英雄級になっている。

　そして、その上限までレベルがあがっていた。

　今やセツナはジオラル王国の三英雄にも匹敵する力を持っていた。

「たとえ魔王が相手だろうが、私とケヤルガがいて負けるわけがないわ。気楽にいきましょう」

　この状況の中、涼やかな奴やつがいた。

【剣聖】クレハ・クライレット。

　剣技であれば、この地上で彼女に勝る者はいない。そして【剣】の勇者の資格を得てさらに強くなった。

　うぬぼれかもしれないが、クレハは俺と出会ってから一皮むけてより強くなった。

　一対一なら俺すらも凌りよう駕がする切り札たりえる少女。

「……ケヤルガ兄様、私は作戦の立案段階が終わった時点でほとんどやることはやった感があって、かっこいいことは言えませんがどこまでもお供します！」

　ノルン姫……今は記憶を消してエレンとなった小さな少女が握り拳を作る。

　この大おお雑ざつ把ぱな作戦をもとに詳細を煮詰め、突如二日前倒しになっても速やかに作戦を練り直してくれた。

　派手さはないが、エレンには助けられている。

「さっさと終わらせてキツ寝する。できればグレンの力を使わずに終わらせて」

　子ギツネが俺の頭の上によじ登ってあくびをする。

　……どうしてこいつは空気が読めないのだろう。できればかっこいいことを言ってほしかった。

　俺のパーティは最強だ。

　これだけのメンバーがいて負けるはずがない。

　そして、今日の主役に目を向ける。

「イヴ、みんな準備は整ったぞ。あとはおまえだけだ」

「うん、覚悟ならとっくに決まってるよ」

　イヴがその場で目を閉じて祈りを捧ささげる。

　イヴは翼を広げた。

　イヴの持つ、魔力が渦巻いた。

　魔力を持つものならだれもが畏怖するほどの魔力量。

　イヴが目を見開く。血色の眼めが輝いていく。彼女の足元に巨大な魔法陣ができた。

「旧ふるき盟約により命ずる。風と死を運ぶモノ、我が魂の伴侶、カラドリウス。今、ここに顕現せよ！」

　イヴの力ある言葉により、門が開かれる。

　地面の魔法陣が空に投射され、魔法陣の中から翼で体を覆った白い巨鳥が現れた。

　病を運ぶ神鳥カラドリウス。

『主よ。これで我を呼び出すのは二度目であるな。……覚悟を問おうと思ったがやめだ。その目を見ればわかる。これは忠告だ。これで最後にしておくのだな。次、我を呼べば壊れて人としてはいられなくなる。そして、その次は死だ』

「わかってる。だけど、あなたの力が必要なの。力を貸してカラドリウス」

　イヴと神鳥が向き合う。

　神鳥が足元に白い光の球を作った。二、三十人が入れそうな大きさだ。

『我が主の盟友たちよ。この球に入るがいい。でなければ、死ぬぞ』

　俺たちは頷うなずき、神鳥の白い球に入っていく。

　そして、神鳥は白い球を両足のカギ爪で摑つかみ飛ひ翔しようした。

　白い球の中でイヴは必死に祈っている。

　いや、神鳥に力を捧げている。

　イヴの髪はもともと黒い翼と同じように黒かった。

　しかし、神鳥の試練を突破した際、印を受けて白銀となり、黒翼族の集落で力を使った際、色が抜けて白に近づいた。

　今度はイヴの肌から色がなくなっていく。イヴの存在が儚はかなくなっていくのを感じる。

　俺は彼女を後ろから抱きしめ、魔力を注ぐ。

　意味があるのかはわからない、ただそうしたかった。

　街の上空に来ると魔族たちが上を見て慌て始めた。

　神鳥はそんなものを気にせず街の中心にまで移動する。

　翼を広げる。

　雪が降り始めた。

　ただの雪ではない。死の雪だ。

　街に死が降り注ぐ。

　次々に魔族も魔物も倒れていく。迷信を信じ商店に走りリンゴにかぶり付く者たちもいるが意味をなさずに死んでいく。

　神鳥に弓を放つものはすぐに弓を引く力すら失い死ぬ。

　空に向かうものも志半ばで墜落し死ぬ。

　圧倒的な力。一つの国を滅ぼした国喰らい。

　建物の中に籠っても死の雪は屋根にしみ込み、内部の住人すらも殺す。

　数千、数万の命が無価値に散っていく。

「ケヤルガ、たくさんの死が聞こえてくるよ」

　イヴが唇を嚙かみしめながら、泣きそうな声でつぶやいた。

　俺は何も言わずにイヴを抱く手に力をこめる。

　五分が経たった。城から何事かと出てきた軍人たちもみんな死んだ。

　……助かるとすれば、魔王城内で結界に守られた特別な部屋にいるものたちだけだろう。今の死の雪で九割以上は戦力を削った。

　魔王城を攻め落とすための最大の難関だった圧倒的な数の強兵は消した。

　そして、一つおまけがある。

　勇者のレベル上限は∞でどこまでも強くなれる。数千数万の命を吸って俺のレベルは２３２とふざけた数字になっていた。

　一度目の世界の勇者パーティですら80程度だったのに。

　イヴはレベル上限∞の、俺、フレイア、クレハでパーティを組んでいた。

　おそらく、二倍補正が三乗になり八倍という圧倒的な補正があるのも大きいのだろう。

　そして、フレイアとクレハも俺と同じくレベル２００オーバーになっていた。

　おそらく、ここまでのレベルに到達したものは歴史上に一人もいない。

『主よ。これ以上、我をこの場に留とどめるのは限界だろう。いくぞ』

「うん、お願い」

　神鳥が強く羽ばたく。

　魔王城に向かって突進。

　城の上層階をぶち破って中に入る。それと同時に、白い球が消え、俺たちは魔王城内に侵入した。

　神鳥の姿が薄れていく。

『主たちの武運を祈っている。此こ度たびの主はなかなか面白い。別れるのは惜しいのう』

　神鳥が完全に消えた。

「ケヤルガ、ごめん。もう限界みたい。あとは、任せた」

　イヴが気を失う。その体を抱きとめた。

「よくやったな。あとは俺たちに任せろ」

　イヴはやることをやった。ここからは俺たちの仕事だ。

　魔王を見つけ出して、ぶち殺す。

　そして、イヴを魔王にするのだ。

　そうすれば、復ふく讐しゆうを終えたあとに俺と大切な人たちが幸せに暮らせる。そんな世界に変わっていくだろう。

　そんな世界が楽しみだった。……そうか、すでに俺は復讐のその先を考えていたのか。
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　神鳥が降らした病の雪によって、魔王の城下町に破滅が訪れた。

　魔族も魔物も皆殺し。

　魔王の城内部すらも死の雪がしみ込み、戦力が壊滅状態になっている。

　ここまでうまくいったのは星兎族を通して偽りの情報を流したことによる効果が大きい。

　魔王城内で生き残っているのは城内にある結界に守られた部屋にいるものぐらいだ。

　魔王の部屋をはじめとしたいくつかの要所は厳重に結界に守られており、そこだけは神鳥の病の雪は届かない。

　魔王を倒すならば今しかない。

　魔王の戦力をほぼ壊滅させたとはいえ、二、三日もすれば各地に散った魔王の戦力が戻ってくる。

　そうなればおしまいだ。

　二度と同じ手は使えない。

　神鳥の力は人の手にはあまる。イヴの肉体に多大な負荷をかけ、さらに魂を代償に持っていく。これ以上魂を持っていかれてしまえば、イヴは壊れてしまう。

「急ごう、城内の地図は正しいんだな？」

　鉄猪族の長おさに問いかける。

「先代魔王の頃からこの城は使っているから図面が残っている。構造には魔術的な意味と龍りゆう脈みやくの兼ね合いがある。そうは変えられん」

　今の魔王に駆逐されたとはいえ、もともとこの城は先代魔王と現魔王に追いやられてしまった種族によって使用されていた。

　内部構造は詳細に知られている。

　おかげで罠を避よけて、魔王のいる玉座に向かって真っすぐに突き進んでいける。

　途中、何人もの魔族と何体もの魔物の死体を見かけた。

　みんな一様に苦痛の中、もがき死んでいた。

　神鳥の力を改めて実感する。

　イヴを見る。

　彼女は気を失い、鉄猪族の精鋭の一人に背負われていた。

　イヴを他人に触られるのはあまりいい気がしないが、俺はパーティの主力だ。いつでも戦える状態にしておかなければならない。

　イヴを癒いやせないのがもどかしい。

　どんな傷だろうと病だろうと、俺の【回復ヒール】なら癒せる。

　だが、限界にまでしぼりとられた魔力を戻すことも、傷ついた魂を癒すことも【回復ヒール】では不可能だ。

　俺にできるのは、イヴが目を覚ましてくれるのを祈ることと、イヴのがんばりを無駄にしないように魔王を倒すことだけだ。

　三十分ほど走っただろう。

　俺たちは足を止め、目の前にあるものを見上げる。

「封印の門か」

　魔王がいる最上階までにいくつか守りが存在すると事前に聞いていた。

　その一つが封印の門だ。

　見上げてしまうほど巨大で分厚い門。

　結界が重ね掛けにされているうえ、オリハルコンで作られている。

　力ずくで突破するには多大な魔力を消費する。

　魔王との決戦の前にそんな愚は犯したくない。

「ケヤルガ、鍵はここにある」

　鉄猪族の長は封印の門の鍵を取り出す。

　そう、もともとこの城の主は今の集落にいる連中だ。

　鍵ぐらいもっている。

　持ち主が代わったのなら鍵ぐらい変えてしまえと思わなくはないが、この扉は失われた技術で造られているため、それすらできないのだろう。

　鉄猪族が鍵を回すと扉がひとりでに開く。

　首筋に悪寒が走る。

「全員後ろに跳べ！」

　悪寒の正体を確かめる時間すら惜しみ、叫ぶ。

　俺の指示で、前衛にいた俺とセツナ、クレハは即座に跳ぶ。

　だが、同じく前にいた鉄猪族の精鋭たちは反応が鈍かった。

　無理もない。

　彼らは、生き残りたければ俺の指示に従い、まず動け、理由は後から考えろと叩たたき込まれているセツナたちとは違う。

　鉄猪族たちは鈍さの代償を命で支払うことになった。

　白銀の巨大なハンマーが落ちてきて、鉄猪族たちが潰された。即死だ。

「オリハルコンで出来たゴーレムか、なかなか面白いな」

　優に俺の二倍の身長はある、巨体のゴーレムが二体現れる。

　手には武骨なハンマー。

　肌は白銀に輝く。魔法金属の中でも最高位のオリハルコン。ほとんどの魔術は無効な上に物理的な防御力も高い。

　苦手な相手だ。無機物相手にはさすがの【改悪ヒール】も意味をなさない。錬金魔術もオリハルコンの加工には時間がかかる。

　神鳥の病もさすがにゴーレムまでは殺せなかったようだ。

　……鉄猪族たちの顔を見ると、恐れと驚きがあった。

　この存在を知らなかったようだ。

　現魔王も追加の守りぐらい用意するということだろう。

　ここから先は、知らない罠もあると思って進んだほうがいい。

「気を引き締めろ。あいつは強いぞ」

　全員に警告する。

　まあ、そんなことを言わなくても見れば強いとはわかるだろう。

　レベル換算すれば70ほどだ。

　一周目のときの勇者に匹敵する。こいつと戦えば消耗してしまう……つい、この間までの俺たちなら。

　今は余裕だ。

　魔王の城下町にいるすべての魔族と魔物、万にも届こうかという命を、三人の勇者で経験値を八倍にして得た関係で、俺とクレハとフレイアの三人はレベルが２００オーバーだ。

　力業でも勝てる。

　故に策は使わず、真正面から押し切る。

「ケヤルガ様、セツナに一体は任せて。久しぶりの強敵、力を試したい」

　小さく笑う。

　ちょうど同じことを考えていたところだ。

　俺やクレハがオリハルコン・ゴーレムを一蹴しても、たいした経験にはならない。

　セツナが戦い、強くなってくれるのが一番いい。

「わかった。右はセツナ一人でやれ。俺たちは左を瞬殺する」

　危なくなるまでは見守ろう。

　セツナがどこまでやれるかを見せてもらおうじゃないか。




　　　　◇




　戦いが始まる。

　そして、俺は驚きよう愕がくした。

　クレハが剣を振るう。美しくどこまでも澄んだ斬撃。それだけで驚きはしない。驚きはその後だ。……クレハの剣はオリハルコン・ゴーレムをバターみたいにスパスパと切る。

　膝から下が切り落とされ、オリハルコン・ゴーレムは崩れ落ち、続けざまにクレハは心臓を一突きする。

　コアを破壊されて活動停止する。

　おかしい、クレハの剣は名剣だがオリハルコンより柔らかい。

　物理的に不可能だ。

「よく、そんなものを斬れるな」

「集中力が限界まで高まれば物質がすごく小さい点の集合体に見えるの。点と点の間を斬れば硬い物でも容易たやすく斬れるわ。それにレベルがあがってから今まで以上に気をうまく操れるようになったの。気を剣に纏まとわせれば切れ味が増す。これぐらいの芸当は可能よ」

　まさか、分子と分子の結合を斬っているのか？

　剣聖がぶっ飛んでいるとは思ったがここまでとは。

　戦いが終わったので、セツナのほうを見る。

　セツナは苦戦していた。

　オリハルコン・ゴーレムに突き立てた氷の爪が砕ける。オリハルコン・ゴーレムには傷一つついていない。

　床に散らばっている氷の欠片かけらの数を見ると、何度も同じことを繰り返したことがわかる。

　持ち前の素早さと戦闘勘のおかげで一発も喰くらっていないが、疲れが顔に出始めている。

　いつかは捕まるだろうし、有効打がないまま続けても意味はない。

　そろそろやめさせるか。そう考えていたときだった。

「まずはセツナの氷で関節を凍らせなさい。それで相手がバランスを崩せば力を溜めて渾こん身しんの一撃を関節に。そうすれば倒せるはずです！」

　エレンが叫んだ。いい手だ。

　関節を狙うのは常道。

　だが、オリハルコン・ゴーレムはうまく関節が隠されているうえに常に動きまわっている。

　軽く当てるだけならできるだろうが、渾身の一撃を叩き込むのは難しい。

　奴やつの関節は柔軟性を求められるため、オリハルコンではないとはいえ、硬い。

　手打ちでは有効打にはならず、渾身の一撃を与える必要があり、セツナにはそこまでの技量がなかった。しかし、関節を凍らせるだけなら容易だろう。

　軽く触れて魔術を発動するだけでいい。

　関節が凍り付けば、バランスを崩して転倒する。そうなれば渾身の一撃が叩き込めるという寸法だ。

「ん。やってみる」

　セツナが頷うなずき、走る。

　敵の一撃をかいくぐりながら、膝の関節に触れると氷が関節にまとわりつき関節を固定してしまう。

　オリハルコン・ゴーレムは振り向こうとするが氷で固まった関節のせいでバランスを崩し転倒。

　すべては計算通り。

「やった。このチャンス。逃さない！」

　セツナは転倒を躱かわしつつ側面に回り、余裕をもって渾身の一撃をお見舞いする。

　氷ごと、関節が砕ける。

　オリハルコン・ゴーレムは膝から下を失った。

　これでもうまともに戦えない。

「エレン、ありがとう。今まで役に立たないと思って悪かった」

「私は頭ここしか取り柄がありません。こういうときに活躍しないと」

　セツナとエレンが頷き合う。




　なかなかいい光景だ。

　その後は一方的な戦いになった。

　立つことすらできないオリハルコン・ゴーレムを追いつめていきコアを抉えぐる。

　セツナはエレンのアドバイスのもとオリハルコン・ゴーレムを打倒した。

　……善戦はすると思ったが勝てるとは思っていなかった。

　嬉うれしい誤算だ。

「ケヤルガ様、セツナは勝った」

「よくやった。えらいぞ」

　セツナを撫なでてやる。セツナは嬉しそうに白い尻尾を振った。

　レベル70相当を苦にしないのは嬉しい。

　もはやセツナに勝てる魔族も人間もそうはいないだろう。

　倒れたオリハルコン・ゴーレムの破片を袋に詰めておく。

　オリハルコンなんて希少金属を得る機会はそうそうない。

　ありがたくいただいておこう。

　ついでに上着の内ポケットに入れておく。お守り替わりだ。

「門番は倒した。先を急ごう」

　俺がそう言うとみんなが頷き走り出した。

　仲間を失った鉄猪族の長おさが苦い顔をしているが、こういうことに慣れているのか、気持ちを切り替えて俺たちについてくる。
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　あとは、わずかな生き残りを倒せば魔王のもとまでたどり着く。

　最終決戦はもう近い。

　イヴのためにも必ず勝とう。
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　魔王城にやってきた俺たちは門番であるオリハルコン・ゴーレムを倒し、さらに先へと進んでいた。

「セツナの成長が見られたことは嬉しいが喜んでばかりはいられないな」

　より一層気を引き締める。

　問題はオリハルコン・ゴーレムが先代魔王の時代には存在しない守りだったということだ。

　ここから先も想定していない敵や罠わながあると思ったほうがいい。

【模倣ヒール】で得たスキルを探索系のものに切り替え、さらにため込んだ歴戦の勇士たちの知識をフル活用する。

　その効果がさっそく出始めた。

　……まったく、こんな罠だらけのところに住んで不便だろうに。

　呆あきれるぐらいのトラップの数々が仕掛けられていた。

　避よけられるものは避け、避けられないものはわざと踏み抜いてから防ぐ、それすら難しいものは時間をかけて解除する。

「ケヤルガ様、すごい。罠を全部見抜いている」

　セツナが感心した声をあげる。

「まあな。だいたいわかる。こういうことは得意なんだ」

　あえて、トラップを踏み抜き即座にバックステップ。

　天井から無数の槍やりが伸びてくる。

　槍には血痕があった。それもかなり新しい。

　魔王城に忍び込んだ奴の話なんて聞かない。つまるところ、自滅した奴がいる証拠。

　無理もない。これだけ罠を仕掛ければ身内が引っ掛かることもある。

　魔王の性格が見えてきた。

　ひどく臆病で疑うたぐり深ぶかい。

　でなければ自分の居城をここまで罠だらけにするはずがない。

　新たな魔王になった際、先代魔王の側近すべてを即座に追い出したことからもそういった性格が見えていた。

　普通は、やるにしても時間をかけるものだ。

　引き継ぎをしっかりやらないと、国は大混乱になる。ある日、頭がすげ替わってすんなり運営できるほど、国は単純なものではない。

　……そういう意味では、今回の俺たちの作戦もひどく危うい。

　首都の人間を皆殺しにして、王まで殺して成り代わり、そのあとに人を呼び集める。

　魔王の強制力があり魔族であれば問答無用で従わせることができるとはいえ、その力を過信するわけにはいかない。

　魔王の強制力というのは、直接意思を伝えないと発動しない。

　それに、魔王候補にも通用しないという穴がある。

　魔王になってからが本番ともいえる。

　おそらくは各地で反乱や暴動が起きるだろうし、今の魔王の勢力がゲリラ化して敵対するのも目に見えている。それでも、これ以外の手がないのだ。

「ようやく、この階層を抜けたか」

　罠だらけの部屋を抜け、上の階層にでる。

「ケヤルガ殿、もう一つ上に行けば魔王の間となります。もう少しの辛抱です」

　鉄猪族の一人が興奮した声をあげる。

　案外、あっけなかったな。

　もっと骨がある敵がいると思ったのに。

　そんなことを考えてしまったからだろう。

　そいつらは現れた。

「ここから先は通さん」

「我らが親衛隊を倒せると思うな」

　自分から正体を名乗ってくれたが、親衛隊とやらが現れた。

　ライオンの顔を持つ人型の魔族。全身が毛に覆われ見るからに力が強そうだ。

　俺の【翡翠眼】でその力を見抜く。

　さすがは魔王の親衛隊、一人一人がレベル60オーバー。

　レベル上限が60なんて規格外、そうそういるものではない。

　それが十体もいるうえに、蛇の尾を持つライオン型の魔物、上級の魔物であるマンティコアを引き連れている。

　結界がある魔王の間に待機していたからこそ、死の雪から生き延びたのだろう。

「ケヤルガ様、我々の仕事は無傷で魔王のもとにあなた様たちを送り届けることです。ここは我々に任せて先へ行ってください！」

　鉄猪族たちが声を張り上げる。

　たしかに彼らも強いことは強いが、親衛隊に比べるとだいぶ劣る。レベルはせいぜい40台で、引き連れている魔物もいない。

　勝ち目なんてないように見える。

「わかった。任せよう。死ぬなよ」

　だが、彼らの目には覚悟があった。その覚悟を踏みにじるほど野や暮ぼではない。

　彼らはきっと、魔王城に自分たちが同行した意味が欲しいのだろう。

　なにもできずに金魚のふんのように俺たちについてきただけでは、ただのお荷物だ。そのことが許せないから、ここで足止めを買って出た。

　その意気に免じて、おまけをしてやる。

「【改変ヒール】」

　鉄猪族たちに【改変ヒール】をする。

　俺は他人のステータスまでは弄いじれない。

　今回は、脳のリミッターを外して百パーセントの力を引き出せるようにし、さらに脳内麻薬を過剰分泌して疲れも痛みも感じなくさせた。

　これなら多少はまともな戦いになるだろう。

「力が溢あふれる。これならやれる」

「かたじけない、ケヤルガ様」

「礼はいらない。おまえたちが倒れれば後ろから襲われるからな」

　この状態でも、まともにやれば鉄猪族たちは負ける。

　彼らのレベルやステータスに表れない強さを信じてみよう。

　……もっとも、彼らに任せるとはいえ、まずは突破しないと話にならない。

　目で合図して、セツナたちを俺の近くに呼び寄せる。鉄猪族たちからイヴをセツナが受け取り肩に担いでいた。

　お姫様抱っこをすれば両手がふさがる。荷物のように運ぶのが一番合理的だ。これなら片手が使える。

「突破する！」

　叫んで、突撃。俺とクレハが先頭。

「我ら親衛隊がここを通すとおも」

　それまでだった。

　俺の目の前に立ちふさがっていた親衛隊の二人の首が落ちる。

　右を俺、左をクレハがやった。

　レベル２００オーバーになった俺たちにとって、この程度は肩慣らしにもならない。

　この場でこいつらを全滅させたところで大した消耗にはならないだろう。

　足止めを任せるのは、鉄猪族たちに見せ場を作るためにすぎない。

　親衛隊の連中が怯ひるんだ隙に俺たちのパーティは突き抜け、鉄猪族が反転し、親衛隊たちを通さないように立ちふさがる。

　俺は振り向かずに走り続ける。魔王の間は目の前だ。
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　ようやく魔王の間にたどり着いた。

　誘っているのか門の鍵は開いていた。

「みんな、準備はいいな」

「ん。いつでもいける」

「ケヤルガ様と一緒なら負ける気がしません！」

「まさか、こういう形で魔王と戦うことになるとは思わなかったわ」

「ケヤルガ兄様のために後方で応援します！　しっかり見て、気が付いたことがあれば叫びます」

　セツナ、フレイア、クレハ、エレン。みんなが頼もしいことを言っている。

　ちなみに、グレンは俺の頭の上で寝ていた。……この駄ギツネ。

　セツナが担いでいたイヴが目を覚ます。

　セツナが今の状況をイヴに伝える。

「気分はどうだ？」

「最悪。世界がぐわんぐわんってしてる。でも目を覚ませて良かった。起きたら魔王になってたなんていやだもん」

「俺が負けるとは思わないのか」

「まさか、ケヤルガが負けるって想像できないよ。……ねえ、ケヤルガ。魔王になっても隣に居てくれる？　たまに忘れるけどケヤルガも一応人間だから魔王になったら離れていくかもしれないと思うと怖くて」

「そんなわけないだろう。俺はイヴの恋人だ。傍そばにいると約束する。そのときは黒騎士ケヤルガとでも名乗ろうか」

「なにそれ、変なの」

　イヴが笑った。

　門を開き、魔王の間に足を踏み入れる。

　広い部屋だった。豪ごう奢しやかつ荘厳。だが、なぜか寂しいと感じた。

　部屋の奥には玉座がある。

　そこには一人の男が座っていた。

　親衛隊と同じくライオンの頭を持つ魔族。

　臆病な魔王は、もっとも近くにいる親衛隊を同じ種族以外から選ぶわけがないと考えれば、自然だ。

　親衛隊よりもさらに一回り大きな巨きよ軀く、身にまとう魔力も比べ物にならない。

　レベル１８０。

　さすがは魔王だけある。スキルも厄介なものが揃そろっている。

　レベルでは圧倒しているとはいえ、魔王のスキル構成は厄介だ。

　しかしいくら優れたスキルとステータスがあろうと……【改悪ヒール】が決まれば一撃で勝てる。恐れることはない。

　そう理性はいうが、簡単にはいかないと本能が叫ぶ。

　一周目の世界、俺たちのパーティは性格はともかく、その実力は世界最強だった。だというのに、魔王だったイヴはブレットとブレイドを殺し、フレイアを瀕ひん死しにした。

　俺がいなければ魔王は勇者に勝っていたのだ。

　それぐらいの規格外の存在が魔王。

　甘く見ていいはずがない。

　その魔王は巨体を抱えて小さくなっていた。

　威厳などはなく、ひどく寂しい姿に見えた。

　俺たちに気付いたのか、にやりと笑い玉座から立ち上がる。

　さきほどの頼りなさが噓うそのように消え、魔王らしい覇気が満ちる。

「よく来たな勇者よ。まさか、黒翼族の娘が勇者と共に来るとはな。さすがの余も想像だにしなかった」

「そういうこともあるさ。第一、おまえだって人間と手を組んでいるだろう」

　俺は肩をすくめて見せる。

「ふはは、面白い奴やつだ。容赦のない手口も面白いな。人間どもは魔族や魔王のことも悪逆非道だと言っているようだな。しかし、そなたのしたことに比べれば、我らのやっていることなど可愛かわいいものよ……さすがの余もここまで殺してはおらんぞ？」

　それは死の病によって城下町を滅ぼしたことを言っているのだろう。

「だろうな。言い訳はしない。殺す前に名乗っておこう。一応、今はおまえが魔王だ。敬意は払う。俺は【癒】の勇者ケヤルガ、回復術士だ」

「余は王獣族のハクオウ。王の中の王、魔王。さあ、こい勇者よ。余を救ころして見せろ!!」

　魔王が吠ほえる。

　そして、俺たちは剣を抜き奴へと走った。

　この戦いに勝ってイヴを魔王にし、【賢者の石】を手に入れてみせる。
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　魔王ハクオウと向かい合っていた。

　魔王は獅し子しの頭と人の体を持っている。

　魔王に相応ふさわしく超高レベル、超高ステータス。さらにいくつもの強力なスキルを持っているのをこの瞳、【翡翠眼】は見抜いていた。

　油断はしない。油断をして勝てる相手ではない。確実に【改悪ヒール】で決める。

　そのためには隙が欲しい。

「セツナ、クレハ、二人に前衛を任せる。二人とも絶対に奴の攻撃を受けるな……すべて躱せ」

「ん。任せて」

「理解したわ」

　セツナとクレハが飛び出す。

　セツナは氷の爪を伸ばし、クレハは剣を引き抜く。

　二人は魔王ハクオウの右と左から挟み込むようにして、どちらかが死角を衝くように動いている。

　魔王ハクオウは余裕しゃくしゃくといった様子で立ち上がる。

　爪が長く伸び、黒く光る。

　セツナの氷の爪とスタイル自体は似ているが元々が巨体だ。

　その分、爪も強大になる。セツナの爪どころかセツナ本人よりも大きい。それはリーチの長さを意味する。

　それだけでなく一本一本がおそろしく鋭く、闇色の力を纏まとっていた。魔剣ですら斬り裂いてしまうだろう。

　……いや、それは予感ではなく確信だ。

　あの巨体からは想像できないが、【腐食】というスキルを持っている。

　触れたものを一瞬にして腐らせる。

　その力があるからこそ、受けるなと言ったのだ。

　受ければ剣は砕け、そのまま爪はクレハたちを襲うだろう。

　先に射程に入ったクレハへと魔王が爪を振りかぶる。常人どころか、超一流の剣士でも視認すらできない速さで、【腐食】の爪が襲いかかる。

　横なぎで放たれ、長さと相まって攻撃範囲が異常に広い。

　これを受けずに躱さないといけないというのはひどく難しい。

　これを避よけるなら上に跳ぶしかない、しかし、そうなれば魔王ハクオウが残している左の追撃で詰む。空中では追撃を躱かわせない。

　だから、クレハは第三の選択肢を選んだ。

　着地と同時に大地を蹴り飛ばし、超速で後ろに戻る。

　まるで時間が巻き戻ったかのような不可思議な光景が目の前で起きる。

　轟ごう音おんと共にクレハの顔の数ミリ先を爪が通過し、次の瞬間にはクレハは剣を突き立てて飛びかかる。突進しながらの突きだ。

　魔王ハクオウの一撃を見切り、追撃よりも早く剣が届くという確信と共に放ったのだ。

「はっ！」

　そして、その判断は間違ってはいなかった。

　確かにクレハの剣は魔王ハクオウに届いた。

　だが……、刃が通らなかった。【剣聖】の一撃を、剛毛が防いでしまったのだ。オリハルコン・ゴーレムすら切り裂く【剣聖】の一撃を。

　魔王を包む剛毛はそれ自体が鎧よろいだ。

　クレハが地に這はうほど低く重心を落とす。その上を剛腕がかすめ、クレハが吹き飛ぶ。かすった部分の肉が腐敗しえぐれている。

「くっ」

　魔王の背後からセツナが迫っていた。

　魔王はクレハに全神経を集中する必要があり警戒がおろそかになっていた。加えてセツナ特有の柔らかく無音の動きだ。

　この距離まで接近を悟らせていない。

　セツナは頭がいい。クレハの一撃が通らなかった魔王ハクオウに自らの一撃が通じるなんて思っていない。

　氷の爪が触れた瞬間、触れた個か所しよを中心にして凍り付いていく。

　そして、魔王ハクオウが体をセツナに向けるのと同時に氷の爪を切り離し全力で後ろに跳び魔王の攻撃範囲から逃れる。

　……セツナは凍らせただけで魔王ハクオウにダメージを与えられるとも思っていない。これは布石だ。

　セツナと入れ替わるようにして再び距離を詰めたクレハが凍らせた毛皮を突く。

　すると氷ごと毛皮が崩れた。そう、セツナはこのために凍らせたのだ。

　あの毛皮はただの硬さだけでクレハの突きを防いだのではない。柔らかさと剣を滑らせる滑らかさが重要だった。

　それらを凍らせることで無力化したのだ。

　これで次からは厄介な毛皮を無視して肉を斬れる。

「こざかしいぃぃぃぃぃぃぃ!!」

　魔王ハクオウの叫びと共に、奴の爪だけを覆っていた黒い力が全身を覆い始め、球状になり爆発し、一気に広がる。

　クレハは魔力と気で全身を覆い、セツナは全力で氷の壁を作る。

「きついわね」

「んっ、むり」

　黒い闇の爆発が収まると同時にセツナが倒れた。体の至るところが腐敗している。息はある。瀕死だが生きてさえいれば俺が【回復ヒール】できる。

　クレハのほうはなんとか防げているようだがダメージは大きい。

　しかし、魔王も大技を放った脱力感に加え、セツナを倒し、クレハの力を削そいだことで気を抜いてしまった。

　そんな魔王ハクオウの正面に火炎球が飛んでいく。

　フレイアの魔術だ。

　千の軍団すべてを焼き払う魔術すら使いこなす【術】の勇者であるフレイアにしてはあまりにも地味な魔術に見える。

　あくまで見た目は。

　そのちっぽけな火球は、人類の限界である第五階位魔術を二つ超えた先にある第七階位魔術と同等の力が込められていた。

　そう、あのちっぽけな火球はこの世に地獄を生み出すほどの熱量を持っている。

　あれだけの圧縮だ。普通に放つよりも数倍は難易度が高いだろう。その甲斐かいあって威力は爆発的に高まっている。

　その火球を黒い力を纏った腕で魔王ハクオウは摑つかんだ。

　セツナとクレハが隙を作れば即座に、渾こん身しんの魔術を叩たたき込むようにフレイアには命じていた。フレイアは息を殺し、確実に当てられる隙を待ち続けていたのだ。

「次から次へと！　あまり余を舐なめるな!!」

　魔王が火球を握りつぶした。

【腐食】の力で炎を腐らせた。

　だが、代償は大きく、炎を握りつぶした右手は炭化し、魔力と体力を大きく消耗して肩で息をしている。

　連続でこれだけの力を使えばたとえ魔王でもそうなる。

　おかげで隙だらけだ。……本命が叩き込める。

「【改悪ヒール】」

　セツナとクレハに隙を作らせて叩たたき込んだフレイアの魔術すら囮おとり。俺は魔王が火炎球に意識を向けた瞬間走り出し足元まで近づいた。
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　本当の本命は俺の【改悪ヒール】。

　間違った状態に【回復ヒール】することで相手を壊す、即死攻撃。

　今まで誰一人として【改悪ヒール】を防げたものはいない。

　神甲ゲオルギウスは使わない。

　あれは【改悪ヒール】をとばせる代わりにわずかながら、魔力のロスと精密性を犠牲にする。

　魔王を確実に始末するために直接叩き込みたい。

　俺の両目が輝く。

　片目は、星の精霊より賜った【翡翠眼】。この世のすべてを見通す魔眼。

　片目は、神鳥より賜った【刻こく視し眼がん】。未来を視る魔眼。

　相手の全能力を丸裸にしたうえで戦略を立て、相手のとっさの機転すら数秒先の未来を見ることで察知し反撃の芽を潰す。

　この両目がある限り、俺は無敵だ。

　魔眼により魔王ハクオウの数秒先の動きがわかる。

　相手は幻影を生み出す力で、分身を作ると同時に、体をずらすことで偽者とすり替わり、俺の一撃を躱すつもりだ。

　見えている以上、ひっかからない。

　冷静に本体を見定め幻影を無視して手を触れる。

【改悪ヒール】が発動する。

　今回は念入りに体を作り替える。心臓の出口を塞ぎ、脊髄の伝達系を破壊し、脳に酸素を送れないようにした。

　こうまですれば、人の体は生存することすらできない。

　後ろに飛びのく。

　魔王ハクオウが白目をむいて倒れる。

「フレイア！　全力で追撃を叩き込め。灰になるまでだ！」

「任せてください。ケヤルガ様」

　フレイアが倒れた魔王ハクオウに追撃の魔術を放つ。

　俺は魔王ハクオウを警戒しつつも、まずはクレハを癒し、その後セツナのもとへ駆け寄り【回復ヒール】する。

【回復ヒール】により、瀕ひん死しから蘇よみがえったセツナが目を開く。

「ケヤルガ様、また負けた。ごめんなさい」

「いや、十分に役割を果たした。セツナは期待以上の働きをしてくれた」

　お世辞ではない。

　実際セツナはよくやっていた。

　クレハとセツナ、二人が魔王にとって脅威だったからこそ、魔王はフレイアの詠唱に気付かず、詠唱時間と、確実に魔術を当てられる隙を晒さらしてしまった。

【刻視眼】の風景が赤く染まる。数秒後、俺は首を刎はねとばされてしまう。

　剣を引き抜き首の前に置く。

　甲高い音がなり剣に黒い爪が触れて、受けた剣が腐り折れた。

　そうなることは見越していたので、剣が腐るまでのコンマ数秒でセツナを抱えて飛んでいた。

　そこには、五体満足な魔王ハクオウがいた。

　おかしい。

　再生能力を持っていることは知っていた。

　だが、俺の【改悪ヒール】は正しい状態を書き換える力を持つ。

　たとえ再生能力を持っていたとしても、俺が作り替えたあとの姿にしか戻らないはず。

　だからこその必殺だ。

　黒い力に侵された騎士すら【改悪ヒール】の前には無力だった。

　そして、俺の【翡翠眼】で魔王ハクオウに【改悪ヒール】を覆すなんて真似まねができるスキルがないことは見えている。

「驚いた顔をしているな勇者よ。その目で余の手の内が見えているな。見えているからこそ納得がいかないようだな」

　魔王ハクオウはにやにやと笑う。

　まるで勝利を確信してあざ笑っているかのようだ。

　一見余裕をみせている。

　しかし、それは表面的なものだ。

　昔から騙だまされ続けた俺は仮面の奥の表情が見える。

　この男は、初めから何かに怯おびえていた。俺たちじゃない、何かに。

「……たしかに、見えているものに拘こだわり過ぎて、見えないものを見落としていたようだ。魔王ハクオウ、おまえの背後に何がいる？」

　考えてみれば簡単だ。

　魔王ハクオウに【改悪ヒール】を受けて立ち上がるなんて芸当ができないのなら、それができるやつが背後にいるということに他ならない。

　俺たちから見えない距離から、魔王の体に好き勝手できるような存在がいるとは信じがたいが。

「頭は悪くないようだのう」

「安心しろ、ちゃんと殺してやるさ。それがおまえの望みだろう」

【改悪ヒール】を受けてなお、再生する手段は限られる。





　１．正しい状態を再設定できる能力。

　２．本人の体以外のどこかに正しい状態の情報を保持している。






　その二つに一つ。

　勘だが、後者だ。何者かが自分の記憶にある魔王ハクオウの状態へと癒している。

　俺と同等の腕を持つ回復術士と思われる。生意気だ。

「ああ、殺してくれ。そうしてくれないと。余は……すべてを殺してしまう。怖いのだよ。魔王でいる限り、誰もが余を裏切り、余を蔑んで、余を殺そうとする。何より、魔王そのものが余を喰くらう。魔王になってからどんどん余が消えていく。教えてくれ、余は誰だ？　ハクオウとは本当に余のことか？」

　魔王ハクオウの姿が大きく変わっていく。

　体がさらに肥大化し、四肢で大地を踏む獣となった。

　腹を突き破って、刃が左右の側面に突き出て前方に曲がりハルバードのように変質する。

　らせん状の角が眉間に生え、目が獣のそれとなった。

　第二形態。

　見かけ倒しじゃない。【翡翠眼】で見て、そのふざけたステータスに度肝を抜かれる。

　……さすがは魔王だ。

　かつてイヴの素質値を見たとき、度肝を抜かれた。

　しかし、ハクオウはそれ以上の数値を誇り、変身した今はさらに二割マシだ。

　もはや、人にどうこうできるレベルじゃない。

　だが、それぐらいやってくれないと張り合いがない。

「どうやら、相手はようやく本気を出したらしい。……俺たちも今まで以上に出し切ろう」

　さあ、第二ラウンドといこうか。いい加減に飽きてきた。

　外からの干渉があるのなら、それを前提に殺す術を探す。

　俺にならそれができる。
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　魔王ハクオウが第二形態に変化した。

　第一形態ですら苦戦していたというのに……頭が痛くなる。

　魔王ハクオウの能力、【腐食】は非常に厄介だ。

　触れれば侵されて溶かされる。防御をすることすら許さない。本人の圧倒的な素早さと相まって回避も難しい。

　そして、防御面でも非常にうっとうしい。奴やつの剛毛はクレハの剣すら弾く。

　その剛毛を突破してダメージを与えたところで再生されてしまう。

　俺の【改悪ヒール】ですら通用しない。

「フレイア、援護を頼む！」

「かしこまりました。ケヤルガ様！」

　魔王ハクオウは獣人から獣へと変わり、爪を被おおうだけだった【腐食】の力が全身を被っている。

　ああやって【腐食】で被われると近接攻撃がまったく通用しなくなる。

　なにせ体を覆う黒いオーラによって攻撃が届く前に拳や剣が【腐食】されて腐り落ちる。

　俺はゲオルギウスを起動させる。ゲオルギウスなら【改悪ヒール】を飛ばせる。

「第七階位魔術【氷獄】！」

　フレイアが至高の氷魔術を発動する。地面から巨大な氷柱つららが天に向かって伸びて牢ろう獄ごくを形成する。

　魔王ハクオウは氷の檻おりに囚とらわれ、氷漬けになった。

　ただの氷ではない。絶対零度にして最高硬度の魔氷。

　殺せない相手なら、氷漬けにして動きを封じる。黒い力に侵された騎士たちへの対策と基本は同じだ。

　しかし……。

「そうなるよな」

　絶対零度にして最高硬度を持つ魔氷がひび割れていく。

【腐食】されているのだ。

　どうやら本体が氷漬けになろうが、【腐食】は発動され続けるらしい。……そして重要なことが一つわかった。フレイアの魔術ほどに魔力が込められた力なら【腐食】されるまでに時間がかかる。

　氷の牢獄が破られるのは想定内。

　魔王ハクオウの正面でクレハが剣を鞘さやに納めて深く腰を落としていた。

「【月光】」

　氷が完全に砕けると同時、クレハは全力の居合い切りを放つ。

　魔王ハクオウは氷を砕くために【腐食】の力を使っている。氷が砕けた瞬間なら、【腐食】の力が氷と相殺されており無防備な時間が刹那ほどある。

　その一瞬なら剣も届く。

　そして、【剣聖】の力なら、その一瞬に剣を叩たたき込める。

　獅し子しの顔に亀裂が入り血が噴き出る。

【剣聖】の名に恥じない、最速にして最強の一撃。

　普通の生物なら即死だ。

　しかし……。

「これでも死なないのね」

　魔王ハクオウは即座に真っ二つになった顔が接合され再生していき、再生途中にも拘かかわらず、剛腕を振るってくる。

　クレハは神速の歩法にて、かろうじて躱かわす。

　その隙をついて俺も近づいていた。

「【改悪ヒール】」

　ゲオルギウスの能力で【改悪ヒール】を飛ばす。

　直接触れているときほどの精度は保てない。すべての血管を塞いでしまう雑なイメージ。

【腐食】に触れたことで俺の魔力が減衰しているのを感じる。

　なんとか届いた。

　すべての血管を塞ぐことはできなかったが、いくつかの重要な動脈を潰した。

　せき止められた血により血管が次々に破裂していく。

「グアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア」

　魔王ハクオウが苦しみのたうちまわる。

　血が巡らなければ、生き物は生命活動を維持できない。

「……やっぱりこれも回復するよな」

　魔王ハクオウがまた再生した。無駄なことを繰り返しているように見えるが、この行為には意味がある。

　同じ【回復ヒール】の使い手だからこそわかることがある。

　自己回復力の促進に比べ、書き換えは魔力の使用量が桁違いにあがる。

　さらに、距離に比例して【回復ヒール】の魔力の消費量は跳ね上がる。

　癒す対象の大きさというのも重要だ。

　俺とクレハは自己回復力の促進などではどうにもならない傷を与えているし、魔王ハクオウを癒いやしている何者かはかなり離れた場所にいるはずだ。さらに癒す対象である魔王ハクオウは巨体。

　すべての条件が莫ばく大だいな魔力消費につながっている。一度癒すごとに、とんでもない量の魔力を消費しているはずだ。

　そうそう何度も癒せるわけじゃない。

　俺たちの狙いは単純だ。

　癒せなくなるまで壊し続けること。

　……と思っていたが、どうやら前提条件が一つ間違っていたらしい。回復の瞬間を【翡翠眼】で凝視していてわかったことがある。魔王ハクオウを癒している何かは、きわめて魔王ハクオウと近い位置にいる。

「どうした。余を殺すのであろう。もっと工夫を凝らして見せよ！」

　獣のまま、魔王ハクオウは叫び飛びかかって来る。

　獣になって理性を失ったと思ったが、そんなことはなかったらしい。

　神鳥に与えられた眼で未来を見る。

　舌打ちをした。

　詰んでいる。

　たとえ、数秒先が見えても俺の力ではどうやっても防ぎようがない。それほどまでに獣となった魔王ハクオウとは速さが違いすぎる。

　奴の顔が目の前にドアップで広がる。

　俺をかみ砕こうと口を広げている。

　渾こん身しんの魔力で右腕を保護し、牙を殴りつける。

　魔力の守りを突破し、【腐食】の力は俺の右腕を溶かした。血が噴き出る。だが、溶け落ちる前に拳が届き、殴った反作用で後ろに跳び、かみ砕かれることだけは阻止した。

　やつは笑って追撃のために追いかけてくる。

　そんな奴の脇腹に、特大の氷の槍やりが突き刺さる。

　フレイアだ。

　氷の弾丸を風の爆発で弾はじき飛ばす単体魔術。圧倒的な速度故に、【腐食】で氷が溶かされるまえに着弾し奴を吹き飛ばす。

　神甲ゲオルギウスの【自動回復オートヒール】で溶け落ちた右腕が戻って来る。

「フレイア、自分を守れ！」

　かみ砕かれるフレイアを未来視した俺は叫ぶ。

　フレイアは即座にスパイクが生えた土の壁を魔術で創り出す。ぎりぎりで間に合った。フレイアに向かって跳躍していた魔王ハクオウが壁に叩きつけられ、土壁の無数のスパイクで串刺しになる。

　先の氷と同じく莫大な魔力が込められた土壁は【腐食】にもある程度耐えられる。

　スパイクを引き抜いた魔王ハクオウは笑いながら、フレイアを守る土壁を壊そうと追撃をする。

　フレイアは自らを守るために追加術式で土壁を厚くする。

「ケヤルガ、思ったよりまずいわね」

「だな。だが、ようやく勝機が見えた。奴の脇腹だ。そこにあいつを癒す何かがいる」

　癒せなくなるほど壊し続ける。

　しかし、それをするためのリソースは足りなそうだ。

　このままでは先にこちらが全滅する。

　こうなることも考えられたので、別の手を模索し続けていた。

　奴が再生するタイミングは【翡翠眼】で凝視している。

　外から繫つながる魔力のパスを見抜き、魔王ハクオウを癒す何かが潜んでいる場所を見つけ、先に潰そうと考えていた。

　しかし、外部の魔力パスは見当たらず、最初はなかなかカラクリに気づけなかったが先ほどの【改悪ヒール】の傷を奴が癒したときにようやく正体が見えた。

　魔王ハクオウの体内に何かがいる。

　再生の瞬間だけ、体内で魔王ハクオウ以外の魔力が跳ね上がっているのが見えた。

　パスが見つからないはずだ。

　なにせ、体内にいるのだからパスが漏れるはずがない。

　そいつを殺せば状況が変わる。

　問題はどうやって、魔王ハクオウの腹を割くかだ。

「私に任せて……なんとかしてみせるよ」

　使い魔のグレンを護衛にして休ませていたイヴがふらふらの体で立ち上がっている。

「……おまえならできるだろうが、自分の体調が把握できているのか」

「うん、私の光魔術なら。きっと貫ける」

【腐食】の攻略には、【腐食】によって侵される前に圧倒的なスピードで貫くことが有効なのは、氷の槍ですでにフレイアが証明している。

　光ならそれ以上に有効なのは間違いない。

　だが、イヴは神鳥の使役ですでにボロボロだ。これ以上の力の行使は命に係かかわる。

「ケヤルガ、そんな顔をしないで。これは私の戦いだから。私が命を賭けないと」

　イヴが魔力を集め始める。

　魔王ハクオウを貫くほどの光魔術を今の体で放とうとすれば死ぬ可能性も十分ある。それが分かっているのにイヴの覚悟に水を差すことはできなかった。

　そんなイヴの頭に子ギツネ姿のグレンがぺたんと乗る。

「神獣の契約者ならグレンも波長を合わせやすいの。イヴはごはんくれるし、特別に魔力をくれてやるの」

　グレンが体を震わせる。

　イヴの中にグレンの魔力が流れ込んでいく。

「ありがと。ちょっと元気になったよ」

「誠意は言葉じゃなくて、お肉なの！」

「うん、あとでご褒美あげる」

「契約成立。ちょっと多めに魔力を注ぐの！」

　波長を合わせ、相手に負担なく魔力を与えることは非常に難しく、超一流の魔術士でも不可能に近い。それをやすやすとこなすとは……さすがは神獣といったところか。

　俺の【略奪ヒール】の場合で魔力を奪うときは、合わない魔力を取り入れたことによる拒否反応でダメージを食らいながら、そのダメージを癒して運用するという力業だ。

　フレイアの土壁の膨張が止まる。おそらく魔力切れだ。もう、壁の補強ができないらしい。このままではフレイアが殺される。

　土壁の一部が欠けて、フレイアの怯おびえる顔が見えた。

　そのタイミングでイヴの魔力の充じゆう塡てんが終わる。

「ケヤルガ、どこに撃てばいい？」

「任せろ」

　イヴを後ろから抱きしめて、その手を魔王ハクオウに向けて微調整させる。

　後ろ足に近い脇腹。

　そこに、何かがいる。よく擬態しており、再生時以外は一切魔力を発していない。だが、俺はすでに見破っている。

　完全にフレイアを守る土壁が崩壊する。

「きゃあああああああああああああ」

　フレイアが涙目になり、腕で顔を守ろうとする。

「このまま、放て。まっすぐに」

「うん、行くよ。……【聖光爆裂】」

　いつもイヴが使う光魔術ではない。それよりも高位のものだ。

　みんなに隠れてこっそり彼女が練習していた技。

　爆発的な光の奔流がイヴの手から放たれた。

　その光はまっすぐに魔王ハクオウの【腐食】と脇腹を突き破り、その後ろの壁をも貫き、夜空を照らす。

「イヴ、良くやったな」

　イヴは答えない。気絶していた。

　魔力をグレンにもらったとはいえ、この体調で魔術を放つこと自体が無謀だ。

　だが、俺にはわかる。命に別状はない。イヴの術式が完璧だったおかげだ。

　下手な魔術にありがちな揺り戻しがなかった。

「余の傷が癒えない。そうか、ようやく今忌まわしい胎児から解放されたのか。黒翼族の小娘。やったのは貴様か？」

　追いつめていたフレイアを無視して、魔王ハクオウがこちらに顔を向ける。

　大穴が空いた腹から、ごとんと、やたらと頭の大きい胎児のような灰色の気持ち悪い何かがこぼれおちていく。そいつは下半身がなく絶命していた。

　あれが魔王を癒いやしていた何かだ。

「感謝する。余はこれで死ねる。痛みも、苦しみも、飢えも、焦燥も、怒りもなくなる。余は自由だ」

　高らかにうれしそうに笑う。

　今の一撃は、魔王ハクオウの中にいた胎児を殺しただけではない。

　いくつかの重要な臓器に深刻なダメージを与えて、血が流れ続けている。これほどの重傷になると、ハクオウの再生能力ではどうにもならない。

　魔王ハクオウは一秒ごとに死に近づいていた。

「魔王ハクオウ、それはなんだ？　なぜ、そんなものを体に住ませていた」

　なぜか、魔王ハクオウの記憶と経験は【改悪ヒール】したときに見えなかった。

　こんな経験は初めてだ。だから口で聞く。

「その小娘が次の魔王になればわかる。魔王など、所詮駒の一つ。余はあれだけなりたかった魔王になり、真実を知って後悔した。魔王になどなるべきではなかった。……だがな、余は魔王だ。最後の最後に魔王らしいことをするのも一興。勇者よ。戦おうか」

　血を流しながら、愉悦の表情を浮かべて魔王ハクオウは突進してくる。

　すでに、魔王ハクオウは【腐食】を纏まとうことすらできていない。

　俺も奴やつに向かってかける。

　あいつは俺を勇者と呼んだ。なら、ガラではないが、俺もその役割を果たしてみよう。

　俺たちの体が交錯する。

「魔王ハクオウ、俺のほうが強かったみたいだ」

　奴が俺の首元に牙を突き立てる寸前、【改悪ヒール】でやつのすべての筋肉をねじ切った。

　あえて、即死させていない。数秒、死ぬまでの余地を残し身動き一つ取れない状況にした。

　イヴの今後のためにも、奴の記憶と経験が欲しかった。

　記憶をもっとも読み取りやすい【模倣ヒール】を使う。全神経を集中し隠しているすべてを読み取っていく。

　やっぱり、ロックがかかっている。それを強引に突破する。

　魔王ハクオウが死に近づくほど、守りは緩むが、死ねば読み取れなくなる。

　魔王ハクオウが死んだ。

　……死ぬ一秒前のわずかな時間だけ守りが解けた。その間に断片的に情報を得ることができた。

「魔王とはそういうものか」

　声に出して笑いそうになる。なかなかの道化じゃないか。

　後ろから爆発的な魔力と光を感じて振り向くと、イヴの手の甲が光っていた。

　魔王候補の紋章が変化していく。

　どうやら、イヴが次の魔王に選ばれたらしい。

　目的は達成した。

　あとは、魔王ハクオウの体から【賢者の石】を回収してここを出るとしよう。

　魔王になったイヴを守るために、しなければいけないことがある。

　イヴは俺の恋人だ。みすみす不幸にするわけにはいかないのだ。
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　魔王ハクオウを倒し奴の記憶を読み取った。

　思えば、魔王とはどういう存在かを把握していなかった。

　人間の持つ魔王の知識なんて、魔族と魔物を束ねて人の生活を脅かす害悪程度のものでしかない。

　魔族側もさほどの違いはない。

　魔王になった瞬間、とんでもない力を得てすべての魔族を支配できる能力を持つという表面的な情報は持っているが、そこより先を誰も知らない。

　いや、意図的に隠されているというべきか。

　魔王の力の源は何者によるものか？　そして、その存在はなんのために魔王に力を与えているか？

　疑い始めればきな臭く感じる。

　もっとも、きな臭さでは【勇者】という存在も同じだが。

　魔王ハクオウはその秘密に触れていた。

　ジオラル王が与えられた力は、魔王の力ではなく魔王に力を与える存在の力の一端だった。

　そして……。

　爆発的な魔力の高まりを感じて、即座に横跳びをする。

　魔力の弾丸が俺のいた位置を貫いていた。

　回避したあとも次々と追撃がくる。走り続け、躱かわし続ける。

　レベル２００を超えた今、並大抵の攻撃は回避の必要すら感じないが……この攻撃に対してはこちらから直撃してはいけない。

　敵の姿を探す。

　これほどの威力と連射を両立した【砲撃】ができる存在なんて世界に一人しかいない。

「ハハハハ、さすがは俺のケヤルだ。よくぞ魔王を倒して見せた。だがなぁ、言ったはずだぞ。気をつけろと」

　魔王の間に何人もの騎士を引き連れた【砲】の勇者ブレットが現れた。黒い肌にスキンヘッドの大男だ。

　……黒い瘴しよう気きが与えるのは不死性だけであり、強くはなっていないはず。なんだ、このふざけた破壊力は!?

　一周目の魔王戦のブレットと比較にならない。

【砲】の雨を躱しながら、セツナとクレハを見る。

　二人とも黒い騎士に襲われており、魔力を使い果たしたフレイアをかばうのに精いっぱいで、俺のカバーに入る余裕がない。

　ひたすら避よけ続ける。

「どうした逃げるだけか？　つまらんぞケヤル」

　妙にまとわりつく声、あの野郎、撃ちながら股間を膨らませている。

　クレハがすごい顔をしている。おじさまと慕っていた人格者のこんな姿を見れば、それは驚く。

　クレハがブレットに声をかけるが、ブレットはあえて無視をしているのか、俺しか見えていないのか、まったく反応をしない。

「ようやく、弾が見えてきた」

　回避しながらタイミングは摑つかんだ。

　そろそろ反撃に移ろう。

　そう思った時だった。

　ブレットがにやりと笑い、俺を標的にした射撃をやめ、銃口をイヴに向けた。

　甲高い音が響き始める。チャージショット。今までの連射とは比べ物にならない破壊力。神砲タスラムに圧倒的な光が宿っていく。

　この位置から発射前にブレットを倒すことは不可能。

　護衛のグレンもあの威力の攻撃は防げない。

　選択肢は一つ。

「くそっ」

　イヴをかばうしかない。

　ぎりぎり間に合う。イヴは恋人だ。見捨てるわけにはいかない。

　イヴのもとに駆け寄りつつ【改良ヒール】を使いステータスの割り振りを変更。攻撃力と素早さを犠牲にし、防御と魔法力を限界まで引きあげる。

　神砲タスラムから図太い光の帯が吐き出される。

　全身から魔力を絞り出し、壁を作り出すがじょじょに壁が削れていき、肉を抉えぐられる。

　えぐられた端から【自動回復】の力で修復、いや、それすらも追いつかない。

　盾にした両腕が灰になるのと同時に光が止やむ、神砲タスラムのチャージ切れだ。【自動回復】が追いついた。両腕が戻ってくる。

「ブレットおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

「ああ、俺のケヤル。そんな情熱的に名前を呼ばないでくれ。勃起する。いや、とっくにしていたよぅ」

　剣を引き抜き突進しながら、【改良ヒール】でステータスを攻撃と速度重視に変換。

　これほどの砲撃を放ったあとだ。

　まともな砲撃は出来はしない。次を撃つ前に決める。

　この剣は囮おとりだ。剣に注意を向けさせてゲオルギウスのとばす【改悪ヒール】で戦闘不能に持ち込む。不死だろうが関係ない。

　やつが後ろに跳ぶ。

　無駄だ。俺のほうが速い。

　いや、後ろに下がっただけじゃない。俺と奴の間に黒い穴ができる。そこから黒い騎士たちが湧き出て飛びかかってくる。

「ちっ、【改悪ヒール】」

　構わず、【改悪ヒール】をとばす。

　神経系の伝達を断ち切るように脊髄をぐちゃぐちゃにしてやった。不死でも、身動き一つできない状況に追い込まれれば無力だ。

　黒い騎士たちを無力化出来たものの、肝心のブレットは騎士たちの遥はるか後方だ。

　奴は笑う。

「もう少し、ケヤルと遊んでいたかったが。俺たちの目的は遂げられた。今日はこれで終わりだ。俺のケヤル。これが何かわかるか？」

　奴が手に持っていたのは、血よりも赤い宝玉。

　魔王の心臓、【賢者の石】。

　ブレットが砲撃で俺を足止めしている間に、黒い騎士のいずれかが魔王ハクオウの心臓を抉って手に入れていたのか。

「返せ、それは俺の物だ！」

【賢者の石】を失うわけにはいかない。あれを得るためにここまで頑張ってきたのだから。

「返さない。どうしても欲しければジオラル城に来い。愛いとしのケヤル、俺はそこでお前を待っている」

　黒の騎士たちがさらに生み出され殺到してくる、さらに奴は神砲タスラムを構えた。

　砲撃じゃない。光の質が違う。くそっ、〝あれ〟をするつもりだ。

「全員、目をつぶって耳を塞げ!!」

　叫ぶ。

　近くにいる黒い騎士たちを撃退し、俺に加勢しようとしていたセツナとクレハとフレイアは言われた通りにし、イヴの護衛をしていたグレンは、少女形態になりキツネ耳をペタンと倒したあとイヴの耳を手でふさぐ。

　神砲タスラムから光の弾が放たれ、はじけた。

　壁が震えるほどの大音量と、世界を白で塗りつぶすほどの光量。

　奴が逃げるときによく使う手だ。

　目を開く、すでにブレットも取り巻きの黒い騎士も消えていた。

「フレイア、【熱源探査】を使う魔力はあるか？」

「それでしたらぎりぎり。やってみます。……ダメです。探査範囲内に熱源はありません」

　やってくれる。

　あいつらは初めから【賢者の石】だけが狙いだった。

　魔王を倒すことができないから、こうして俺たちが魔王を倒すのを待っていたのだろう。

　……一周目の世界で、ジオラル王と王女フレアは【賢者の石】で禁呪を行う予定だった。

　あれを使われるとまずい。

　なんとしてでも、【賢者の石】を取り戻す必要がある。

　準備を整えられればすぐにジオラル王国に向かって出発しよう。

　もし、最後にジオラル城にいるというのがブラフであるのなら、致命傷になりかねないが、ブレットの性格は良く知っている。

　そういう類いのくだらない噓うそは絶対につかない。

「とりあえず、イヴが起きるまでここで待とう」

　魔王の残党はわずかながら存在するし、街の外に出ていた連中もいずれは戻ってきて俺たちに襲いかかるだろうが、構わない。

　イヴは魔王になった。イヴが目を覚ましさえすれば魔族と魔物すべてに対して、絶対順守の命令ができる。

「フレイア、本当に効果範囲内に俺たち以外の熱源反応はないんだな」

「くまなく探しましたが見つかりません」

「そうか……」

　……フレイアの【熱源探査】で俺たち以外の熱源がないということは、つまり下で戦っていた鉄猪族たちは全滅しているということになる。

　親衛隊と戦っているところをブレットたちに襲撃されたと考えるのが自然だ。あいつらに襲われれば一たまりもない。

　鉄猪族たちは、いい奴やつだった。友と言ってもいいだろう。

　そんなあいつらをブレットたちが殺した。

　俺の中で怒りがこみ上げる。

【賢者の石】を奪っただけでも許せないというのに、友の命まで奪った。

　ブレットも、ブレットに命令を出したジオラル王も確実に殺す。

　それも殺す前に辱めて、地獄の苦しみを与えてからだ。

　俺は奴の望み通りジオラル城へ行く。それは正義感でも義務感からでもない。……ただの復讐だ。




　　　　◇




　魔王の間で俺たちが体を休めて一時間ほど経たった。

　その間この部屋に現れたものは俺たち以外にいない。

　今はイヴの寝顔を見つめている。

　イヴの体は【回復ヒール】で治療し、使い切った魔力を取り戻すために、ＭＰ回復ポーションを口移しで飲ませていた。

　そろそろ目を覚ます頃合いだ。

　イヴの瞼まぶたが動き、ゆっくりと目を開ける。

「ケヤルガ、ここは……」

「魔王の間だ。ここでおまえが目を覚ますのを待っていた」

「こんなところで休憩できるってことは……勝ったんだよね。私たち」

「そうだ。イヴが次の魔王になった」

　イヴはゆっくりと自分の手の甲を見る。

　魔王の紋章が刻まれていた。彼女は腕で顔を隠し嗚お咽えつする。

「やった。これで、もう黒翼族たちが迫害されることはないんだね。……やっとみんなを呼び集められるよ」

　黒翼族は現魔王から迫害をされ、一部は集落を作り、大半はちりぢりになって、息をひそめるようにして暮らしている。

　イヴが魔王になったことで、彼らは迫害される身から、もっとも魔王の恩恵を受ける種族になる。

　……まあ、それはそれで問題があるのだが。

　迫害されていた彼らは、辛く苦しい暮らしで溜たまった恨みや怒りを吐き出そうとするだろう。

　今まで、自分たちを迫害していた種族を逆に迫害するだろうし、そうしろと魔王であるイヴに懇願する。

　それを押しとどめなければ同じことの繰り返しだ。次は別の種族が魔王となったイヴを殺して仲間たちを救おうとする。

　復ふく讐しゆう者である俺には黒翼族たちが鬱憤を晴らしたい気持ちはわかるが、イヴの幸せのために他人の復讐は容赦なく邪魔をしよう。

　そうでなくても、イヴを守るので精いっぱいだ。

「イヴ、おまえは変わるなよ」

「なに、いきなり」

「そのままの意味だ。俺は今のままのイヴを気に入ってるから、変わってしまうと悲しい」

「変なの、私は私だよ」

　俺は魔王ハクオウの記憶を読み取った。

　魔王ハクオウは、もともとは優しく気弱ながらも自分の種族を守るため必死に強い自分を演じていた魔族だった。

　だが、日に日に自分が攻撃的かつ残虐に変わっていくのを感じていた。本来の彼なら先代魔王に優遇された種族すべてを迫害するなんてことはしなかっただろう。

　ちょっとずつ自分が自分でなくなることに怯おびえ、魔王について徹底的に情報を調べ始め、彼は真実を知ってしまう。

「魔王になれば、周りも自分も変わっていくものだ。自分を見失わないように気を付けろ」

「そうかも。いろんな人が近づいてくるし、流されないようにしないと」

　魔王ハクオウの調査は実を結んだ。

　黒い神と呼ばれる存在が魔王の力の源であり、黒い神は贄にえになる魂と現世に蘇よみがえるための体を欲している。

　黒い神の意識に引っ張られて魔王たちは好戦的になり戦禍を好み、無数の命を散らせてその魂を贄として黒い神に捧ささげる。

　それだけでなく黒い神は魔王を自らの器にするために強化していく。

　……やがて、必要なだけの贄を手に入れれば、黒い神は地上に降りてきて、魔王は体を乗っ取られ魂は食われる。

　そういうカラクリだった。

　魔王ハクオウは対抗手段もいくつか調べている。その一つが黒い神が回収した贄を奪い返すことで復活を遅らせることだった。

　しかし、それは思わぬ副作用があった。

　黒い神に汚染された贄を人や魔族に与えることで不死の化け物になる。これがジオラル王が作る黒い騎士の正体だ。

　黒い神は謀反を起こした魔王ハクオウを強烈に支配するため、体内に端末を埋め込んだ。それが魔王ハクオウを不死身にさせる正体。気持ち悪い胎児だ。

「さて、イヴも起きたことだし。そろそろやるか」

　明るい声をだす。イヴもやがて黒い神に汚染され始める。

　それは俺がなんとか防ぐ。本人には教えない。話しても不安にさせるだけだ。

「やるって何を？」

「魔王就任の挨拶だ」

　俺は小さく笑って見せる。

　先代魔王の部下がやってくるのを待つつもりだったが、やめだ。

　もっと手早い方法がある。

　この部屋は窓がないので、壁をぶち抜く。

　そして、風の魔術を使った。風で光の屈折率を変えることで対象の姿を空に拡大して映す。

　イヴが空に映った自分の姿を見て目を白黒させる。

　下界を見下ろすと、他の街から戻ってきた魔王軍の面々が空を指さし、何かを叫んでいる。

「イヴ、自分が魔王になったことを伝えるんだ。おまえの声を風で届ける」

　音というのは空気の揺れだ。

　風を使い拡声することも、指定の場所まで届けることもできる。

「えっ、ちょっ、ちょっと待ってよ。そんなの急に言われても」

「あと、十秒で音声を届け始めるぞ」

「十秒だけ!?　もうちょっと」

「あと五秒だ」

　イヴが慌てふためく姿がおかしくて笑いそうになる。

　指で、三、二、一とカウントダウン。

　宣言どおり、音声を街中に届けるように魔術を使った。

「えっ、えっと、私は黒翼族のイヴ。先代魔王のハクオウを倒したよ。これからは私が魔王。従ってね」

　威厳がまったくない、素のイヴだ。

　テンパリすぎて、言うべきことを言う以外に頭が回らなかったのだろう。

　笑いをこらえるのが限界なので、空間投射と拡声をやめる。

　なかなか面白かった。

　下を見ると、魔族たちが大慌てで城に向かってくる。

　たどり着いたら、魔王の絶対順守の命令で魔王の支配領域全土に新たな魔王の誕生を全力で伝えさせよう。

「ひどいよ！　ケヤルガ」

「目的は果たせたからいいだろう。それより、もうすぐ魔族どもが押し掛けてくるぞ。みんなをびしっとさせるために、今から準備をしておけ」

　そう言うと、イヴは俺に文句を言うのを止めて必死に頭をひねり出した。

　魔王ハクオウの調査によると、精神の侵食は心が弱いものほどペースが速い。

　イヴはこう見えて心が強い。しばらくは大丈夫だろう。

　余裕があるうちにいろいろと試そう。

【回復ヒール】で、変わりゆくイヴを戻せるかもしれない。
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　イヴが無事でいる間に、俺の復讐を終わらせて【賢者の石】を取り戻す。

　なにせ、イヴが一度目の世界と同じことをしようとしているのなら、魔族なんて皆殺しにされてしまうのだから。

　そうでなくても、これは俺の復讐でもある。

　復讐は、手早く済ませるのが俺のポリシーだ。

　俺は俺から奪うものを絶対に許さない。

【砲】の勇者ブレット。おまえも王女フレアや【剣】の勇者ブレイドと同じく、この世界でも俺を傷つけ、俺から奪った。

　たっぷりとその報いを受けさせてやる。
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　多数の種族を迫害していた先代魔王を倒し、イヴが新たな魔王となった。

　……おとぎ話であれば、そこでめでたしめでたしで終わりなのだが、現実では魔王を倒してからのほうが険しく、長い。

　迫害されていた種族が一致団結して力を合わせることで今回は勝てたが、戦いが終わればその結束は脆もろくも崩れ去ってしまう。

　敵がいなくなれば、身内での権力争いが始まってしまうのは、革命を起こしたあとの常だ。

　そうならないために、同盟ではどの種族の魔王候補が魔王になったとしても、互いの種族を優遇し合うと決めており、事実、今回の作戦に協力していた種族たちはすべて要職についてはいる。

　しかし、それでも権力争いが始まっていた。

　優遇されている者同士で、より高い地位に納まるために。

　魔王が変わったばかりで、治安は最悪、先代魔王の戦力がそこら中に残っているし、新たな魔王に替わったと広く周知できてるわけじゃない。

　そんなふうに、足元がぐらついているのだ。身内で権力争いをしている場合ではないということは皆わかっている。

　だが、各種族は、ここで動かなければ出し抜かれて、一生甘い汁を吸えないと知っている。

　自らの種族の繁栄のため、全力を尽くすのは責任ある立場の者たちにとっては当然のことなのだ。

　その結果、政争が始まり、復興や治安の改善は進まないという現状が生まれている。

　そういった報告をエレンがしてくれていた。

　要点をまとめるのがうまく、これからの予想までしており、こういう分野においてエレンは飛びぬけて有能だというのがわかる。

「というわけです。ケヤルガ兄様、何か質問は？」

「とくにないな。こうなることは予想していたが、実際にともに戦った仲間たちが争うところを見ると気が滅め入いるな」

「……同感です。時間をかけていいのなら、穏便に済ませる方法はありますが、私たちはすぐにでもここを発たなければなりません」

「ブレットと【賢者の石】のことだな」

　先代魔王を倒したのは、イヴを魔王にするためであり、同時に【賢者の石】を手に入れるためでもあった。

　あの石さえあれば、一周目でやったように世界そのものを【回復ヒール】することで、またやり直せる。

　これ以上ない保険だ。

　だというのに、魔王を倒したあと【賢者の石】を横からかっさらわれた。

　保険を失ったことは痛いが、それ以上に、あれを使われることが痛い。

　なんとしてでも、ブレットより早くジオラル城にたどり着かないといけない。

　ジオラル城にある、儀式魔術装置を使われれば、この世界が終わりかねない。

「もし、俺たちが不在にした場合、イヴはどうなると思う」

「魔王権限で、絶対順守の命令をできることが命綱ですが、まあ、周りにいる方々はみんな老ろう獪かいですからね。……騙だまそうと思えば簡単に騙せちゃいます。普通は、黒翼族のえらい人たちがイヴについてアドバイスしたり、守ってあげるのでしょうけど。黒翼族のほとんどは殺されちゃっていますし、生き残った方々が集まってくるのにも時間がかかります」

　それが問題だ。

　イヴはこの旅を経て、強くなった。

　戦闘力だけでなく、心も。

　だけど、どうしようもなく政治方面には疎く、素人同然。老獪な各種族の長たちと渡り合うなんて不可能だ。

「イヴ一人ではどうにもならない、黒翼族に頼れる人材がいないとなると、政治に強く、信用できる人材をイヴの横につけるしかないな」

「そんな都合のいい人がいるんですか!?」

「まあな。ちょうど、職を失っているところだし、多大な恩を売った。頼み方しだいでは受けてくれるだろう」

「いや、そんな優秀な人、ふつう、仕事を無くすことなんてないですし、次々にスカウトが来ますよね」

「訳ありなんだ。なにせ、罪人で死刑と決まっている。というわけで、時間がないし早速会ってくる。すぐに戻る」

　にやりと笑う。いい口実が出来た。

　もともと、彼を助けるつもりだったのだ。彼は俺を騙そうとした。本来なら復ふく讐しゆう対象だ。

　しかし、あいつを気に入ってしまった。

　魔王に騙だまされて、踊らされていると知ったとき、とてつもない激情が奴やつの内から溢あふれ、それでもその感情に飲み込まれなかった。

　内側で復讐の炎を燃やしながらも、冷たい頭で復讐をするための最善の方法を取った。

　激情と、それを抑える理性、高い知性に実行力。

　あれほどの人材はそうそういない。だからこそ、共感したし、気に入った。

　ただ復讐にとらわれた馬鹿なら、同類だなんて感じない。

　それに、最高の土産を二つももらっている。俺は心が広い、許してやってもいいと考えていた。

「エレン、留守の間はグレンを身代わりに置いていく。俺がいないとまずそうなら、グレンを使え。うまく化けてくれるだろう」

　定位置になってきた俺の頭上で、丸くなり尻尾を枕にして寝ている子ギツネを差し出す。

「こやっ!?　今日はもう疲れたからキツ寝って決めてたの！　ご主人様は使い魔づかいが荒いの！　ぐれちゃうの！」

「ただとは言わない。ほら、ここにとっておきの肉が」

「干し肉ごときじゃ、グレンは買収されないの。最低でも柔らかい生肉で筋が少なくて、脂がのっているものを要求するの」

　俺は無言で干し肉をナイフで削り、子ギツネの口にいれる。

　いやいやという感じで咀そ嚼しやくした子ギツネが目を見開いて、尻尾をピンと伸ばす。

「すっ、すごいの。口の中が美味おいしいでいっぱいに、それに柔らかいの。こんな干し肉初めてなの！」

「とっておきだ。本来こいつは、そのまま食べるんじゃなくて出汁だしにするための肉だ。この干し肉一本で、寸ずん胴どう一杯がうまいスープになる特上品。これを喰くわせてやる」

「グレンにお任せなの！　完璧にお仕事をやり遂げるの！」

　キツ寝姿から、びしっとお座りし、なぜか敬礼までしている。

　グレンは非常に扱いやすい。

　うまいものを与えておけば言うことを聞くし、わかりやすすぎて裏表がない。

「数時間ほどで戻る」

「うまくごまかしておきます。行ってらっしゃい」

「ああ」

　さて、問題は間に合うかだ。俺たちがしばらく厄介になった迫害されていた種族が集まる集落、そこにはもう魔王討伐の知らせが鳥型の魔物によって届けられているはず。

　……今から間に合うかは賭けだが、なんとかなるだろう。
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　俺は、先代魔王、ハクオウのスキルを使用しながら夜の森を疾走している。

　獣王ハクオウを死の間際で【模倣ヒール】した。

　魔王だけあって、いいスキルが揃そろっていた。今、使用しているスキルは【獣化】だ。

　四足歩行の獣に体が作り替わる。

　その速度は人間のときとは比べ物にならない。そもそも人の体は走るのに適していない。

　俺の場合は、黒い体毛の狼おおかみになった。もしかしたら、氷狼族のセツナと毎日のように交わっているからかもしれない。

　限界までレベルが上昇し、魔力による強化、速度を増すスキルを【改良ヒール】によりセット、少しでも体力に陰りがでたら【回復ヒール】で回復。

　ここまですれば風よりも速い疾走が可能となる。一人でないとできない荒技だが。今の俺は地球上でもっとも速い生き物の一つ。そうして、俺は疾走を続けた。
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　わずか数時間で目的地にたどり着いた。

　夜になっているのに、明るい。

　集落の中央で火がたかれ、皆が踊り狂い、ごちそうが並べられている。

　ここは、迫害されていた種族が集まる集落であり、元は星兎族たちが支配していた場所。

　勝利の報告を受けて、こうして祝勝会を開いているのだ。

　その中で、肩身が狭そうにしている種族たちがいる。

　星兎族をはじめとした、集落を裏切り、魔王に情報を流していた種族たちだ。

　とくに目を引くのは、一目で育ちの良さがわかる、ひと際美しい少女。白い兎耳と赤い目、それにうまそうな太ももが特徴的。

　星兎族のラピス。笑顔を張りつけながら、重役たちに酌をして回っている。

　ひどい言葉を投げかけられながらも、歯を食いしばって、ただ尽くす。

　それは、星兎族を守るためだろう。

　星兎族の罪は、族長であるキャロルが死刑になることで償われた。

　しかし、他種族の恨みや不信感が消えてなくなるわけではない。

　だからこうして、新たに星兎族を率いるラピスは彼女なりの闘いをしているのだ。

　新たな族長が、誠心誠意他種族に奉仕することで、今の星兎族の在り方を示している。

　戦いが終われば、父の死刑が執行されると知っているはずなのに、笑顔で酌を続け、どんな嫌いや味みも受け流す。

　……やはり親子なのだと思う。

　悲しいはずだ、怖いはずだ、泣きたいはずだ。なのに、その感情をすべて押し込め、やるべきことをやる。それは、ラピスの父であるキャロルももっていた性質だ。

「見ていて痛々しいが、美しい。……これだけ頑張っているんだ。一つぐらい救いがあってもいいだろう。俺もお人よしだな」

　こんなにも頑張っているのに、誰も彼女を褒めてやらない。

　だから、代わりに俺が彼女を褒めてやり、彼女の頑張りに報いるだけのご褒美をあげよう。

　ラピスはすでに俺の所有物おもちやだ。おもちゃを可愛かわいがるのは、俺の義務であり、楽しみでもある。
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　ラピスが酒の補充に倉庫へと向かい、一人になったタイミングで顔を出す。

「ラピス」

「ケヤルガ様！」

　ラピスが星兎特有のルビーのような瞳を涙で潤ませて胸に飛び込んでくる。

　みんなの前ではけっして弱みを見せなかったラピスが、俺には甘える。

　彼女の病を救い、その後も彼女を支えたことで俺に懐いているのだ。

「よく、がんばった」

「私、私は」

　その一言でラピスのため込んだ感情が爆発し、声を上げて泣き始めた。

　俺たちがいない間、よほど辛いことがあったらしい。

　なにより、がんばった、という一言が欲しかったようだ。何も言わずに強く抱きしめて、頭を撫なでてやる。

　余計な言葉はいらない。こうされることをラピスは求めている。

　そんな気がしたのだ。
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　ラピスが泣き止やむのを待つ。ようやく顔をあげたタイミングでキスをする。

　ラピスはすぐに応えた。心細さを埋めるためか、いつもより激しく舌を絡めてくる。

　ただ激しいだけじゃなく、男を喜ばす、そういう舌遣いだ。

　集落にいたころ、だいぶ仕込んだ甲斐かいがあった。

　もどかしそうに足を絡めてくる。そして、下腹部を擦り付けてきた。仄ほのかに湿っており、熱い。

　……何を求めているか聞くほどやぼじゃない。その寂しさを埋めてやろう。

　ラピスを押し倒して、スカートの内側に手を入れる。太ももをにぎって、その感触を楽しむ。

「ああ、ケヤルガ様。ここでは、だめです。誰か来るかもしれません」

「どうでもいいさ、そんなこと。見たいなら、見せてやればいい」

　星兎の太ももは絶品だ。この弾力といい、吸い付きといい。他では味わえない。

　下着を剝はがし、その中を確かめる。

　濡ぬれている。

　指を挿入し、前後させる。ラピスは、ゆっくりやるほうが喜ぶ。

「ひゃう、ケヤルガ様、指だけじゃいやです。もう、私は準備ができています。お願い、来てください」

　よく濡れているのを確認して、挿入する。

　ラピスの下の肉は、厚めでむっちりとする。

　下半身の筋肉が発達しているからだろうか。

　集落にいるころ、かなり使い込んだが、どれだけ使っても、毎回、強く、心地よく締め付けてくる。

「あっ、あっ、ケヤルガ様、ケヤルガ様の、大きくて、熱くて」

「好きだろう。こうされるのが」

「大好きです。頭、まっしろになります。ぎゅって、ぎゅうっとして」

　ラピスが手を伸ばしてきて、俺の首の後ろに手を回すと自分からキスをしてきた。

　それだけじゃなく、両足を絡めて、少しでもくっつこうとする。

　甘えているのだ。一つになりたいと。

　くっつかれたせいで腰を大きく動かせないので、腰を小刻みにして、奥ばかりを責める。

　ラピスの性感帯はそこにあり、弱点ばかり責められることで乱れに乱れる。

「切ないです。ケヤルガ様、そんなふうに、ぬぷぬぷ」

「そう言われてもな。これだけくっつかれると動けない。放してくれるか」

「いやです。もっともっとくっついてたいです」

　ラピスが懇願してくる。仕方ない。この小刻みを続けよう。

　単調にならないよう、少しずつ変化をつけながら。

　ラピスの眼めがとろんとしてきた。そして、膣ちつ内ないがひくひくと収縮する。

　とびっきりの名器であり、俺もそろそろ限界だ。

　今までとは比較にならないほど深く突くと、ラピスが痙けい攣れんを始め、弓なりになるが、足も手もけっして放そうとしない。

　むしろ、より強く俺を束縛する。

　逃げようがないし、そもそも逃げるつもりもないので、ラピスの奥で精を解き放つ。

　俺の放った精をラピスの膣は一滴もこぼしてなるものかと脈動して、奥へ奥へと導いていく。

　ようやく、満足して俺を放してくれた。

　いや、満足したわけじゃないな。

「もったいないです。ぜんぶ、ください」

　すぐに俺のを咥くわえて掃除をする。尿道に残った精液まで吸い上げる。

　こういうのはセツナもよくしてくれるが、ラピスのは少し違う。

　俺の反応を見ながら、気持ちがいいところを責め始めた。

　そう、これは掃除じゃなく、次の準備だ。ラピスは満足なんてしていない。

　ただ、次をするために一度、放しただけだ。そして、俺を押し倒し、またがる。

　獣欲に満ちた紅あかい瞳が、らんらんと輝く。

　そういえば、兎の性欲はすごいと聞いたことがあるな。

　星兎もそうらしい。

「ケヤルガ様、次は私がやります。あっ、ケヤルガ様のやっぱり、素敵」

　ラピスに俺のものが飲み込まれた。

「好きにしてくれ」

「はぁい、ケヤルガ様、ケヤルガ様ぁ」

　そして、激しく腰を振る。ラピスに犯されている。

　まるで俺のを使ってオナニーをしているかのようだ。

　俺は主導権を取りたがるほうだが、こういうのもたまにはいい。

　セツナたちは受け身がちで、こういうプレイはなかなかできないし、やれと命じても、ラピスのように俺を喰くらおうとする感じは出せない。

　このラピスの存在こそが、俺があの男を助けてもいいと考える理由。

　こんな素敵な所有物おもちやをくれたんだ。

　些さ細さいな嫌がらせぐらいは水に流してやっていい。

　そして、その些細な嫌がらせを水に残したあとに残るのは、共感する復ふく讐しゆう者であり、有能な男だ。
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　一時間以上、俺たちは絡み合い、全身ドロドロになっていた。

　それを水の魔術で洗い流す。

「うううごめんなさい。私ったらなんて恥ずかしい真似まねをしてしまったのでしょう」

　乱れに乱れたラピスが我に返って、顔を真っ赤にしながら、恥ずかしそうに着替えている。

　ラピスの場合、一度スイッチが入ればとんでもない性欲を見せるが、スイッチが入っていない間は、ひどく恥ずかしがる。

　そのギャップが可愛かわいらしい。

「そうだな。だが、元気になったのならそれでいい。俺の前でぐらい、素のラピスを見せてくれ」

「別に素の私があんなにエッチってわけじゃないんです」

　……あれだけ乱れておいてよく言う。

　好きにしろとは言ったが、まさかあそこまでしぼりとられるとは。

　セツナの性欲を１セツナとした場合、３・５セツナはある。

「さて、もうラピスは大丈夫だろうし、俺がここに来た目的を話そう。キャロルを逃がす」

「だっ、ダメです。お父様は、覚悟して自分からこうなることを決めました。もし、お父様が責任を取らなければ、星兎族そのものが」

　辛そうにラピスは言う。

　ラピスは父を愛していないわけじゃない。

　むしろ、誰よりも父を愛している。世界でもっともキャロルを生かしたいと思っているのはラピスだ。

　それでも、父の気持ちと星兎の未来、それらを考え心を押し殺している。

「星兎の族長が責任をとって死ねばいいだけだろ。別にキャロルが死ななければいけないわけじゃない」

　そう言いつつ、お土産を開く。

　麻袋に詰め込まれた男だ。

「これ、お父様!?」

「そう見えるように【改良ヒール】した、魔王軍の下っ端だ。これとキャロルをすり替える」

　この宴の最後に予定されているメインイベント、裏切りものの処刑。

　その前に入れ替えればそれで済む。

　キャロルは死なず、イヴは有能な補佐を手に入れる。

「ケヤルガ様、私たちのために」

「そうだ。キャロルは魔王討伐に貢献した。そして、おまえは俺の女だ。これぐらいはやってやる」

　イヴのためだというほど、俺は野や暮ぼじゃない。

　実際、イヴのためだけじゃない。

　お気に入りの所有物おもちやを喜ばせたいという想おもいがある。

「嬉うれしいです。ありがとうございます」

「問題はキャロルが受け入れるかだ」

「……厳しいかもしれません。お父様は責任を取りたがっている。贖しよく罪ざいを求めているんです」

　娘だけあって、父の気持ちがよくわかるようだ。

　そして、俺も同感だ。ここで、助かったラッキーなんて考えるような男なら、救おうとなんて思わなかった。

「そうか、ならその路線で話そう。いくぞ、手早く済ませるつもりだったが、ラピスが思いのほかすごくて時間がなくなった」

　茶ちや化かすように言うと、ラピスは涙目になり、ばかと小声でつぶやいてきた。
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　地ち下か牢ろうへ向かう。

　重罪人扱いだけあって、キャロルは個室が与えられていた。

　都合がいい。

　俺一人なら、見張りがいても余裕で忍び込めるが、説得要員であるラピスもいるため、見張りを気絶させて先へ進む。

　祝勝会のおかげで、見張りが最低限でやりやすかった。

　個室牢に入ると、鎖に繫つながれたキャロルが薄く笑う。

　囚人服を着て、自慢の方眼鏡モノクルをなくしても、その知性の輝きはまったく曇っていなかった。

「キャロル、俺たちは魔王を倒した。おまえの偽情報のおかげだ」

「ふっ、これで我らを弄んだ魔王への復讐は成ったというわけですか。【癒】の勇者よ、感謝します。安らかに逝けそうだ」

　キャロルの表情は満ち足りていた。

　すべてが終わったと、その表情が物語っている。

　だが、終わらせてやるわけにはいかない。

　まだ、キャロルには生きて、やってもらわないといけない仕事が残っている。

「いや、それは困る。キャロルには生きてもらう。戦いが終わってからのほうが困難は多い。まだまだこれからなんだ。そして、イヴにはその困難を越えるために優秀な補佐がいる。それは武力しか持たない俺にはできない。俺はそれができる奴やつをキャロル以外知らない。だからこそ、キャロルを迎えにきた。安心しろ、おまえが逃げても問題がないよう計らう」

　そう言いつつ、キャロルの偽者を投げる。

　彼の前に偽者が横たわる。

　彼にはそれで十分伝わる。

「お気持ちは嬉しいですが、私は償わないといけません。私のせいで何人もの仲間たちが散っていったのです。なのに、私がのうのうと新たな時代を生きることは許されません」

　やはり、そうだよな。

「くさいことを言うがな。おまえが死んだところでなんの意味もない。ただの自己満足だ」

「ケヤルガ様の言う通りです。どうか、お父様、生きて。生きて、イヴ様を助けてあげてください」

「ケヤルガ様は厳しいですね。私が死んでも誰も喜ばないことはわかっています。ですが、私は耐えられないのです」

　それはこの男が初めて見せた弱さだ。

　どこまでも疲れ切った顔。

　……娘のために集落を売った。その決断がどれだけ苦渋に満ちたものだったかがわかる。

　彼の心は限界だったのだろう。

　しかし、俺が認める男に、その表情は相応ふさわしくない。

「そうか、なら、おまえは生き残った仲間たちを見殺しにするのか」

「どういうことですか？」

「わからないふりはよせ。キャロルならわかるだろう？　黒翼族のイヴが魔王になった。イヴに皆を率いる力はない。今まで手を取り合っていた仲間たちは、世間知らずな子供を手玉にとって、権力を我がものにしようと争いを始める。このままだと、いつまで経たっても魔族領域に平和は訪れない。不安定な情勢では、いずれイヴが討たれるか、あるいは身内で潰し合って崩壊するかどちらかだ。旧魔王との戦い以上に血が流れるだろう」

「……そうでしょうね。黒翼族には政治ができる人材は残っておりません。ただ力をもつだけの少女など、どうとでも操れます」

　話が早くて助かる。

　キャロルには俺やエレンと同じ未来が視みえている。

「だが、キャロルがいれば、そうはならない。キャロルなら、この魔族領域をイヴと共に平和へと導ける。俺は、それができる男だと評価している。選べキャロル。無責任に死んで、残された仲間たちを見殺しにするか。生き残り、のたうちまわりながらでも、皆を一つにしていくか」

　キャロルが笑う。

　まるでつきものが落ちたかのように、それは透き通った笑みだ。さきほどまでの諦めた笑みとは違う。

　キャロルは天を見上げ、眼めを瞑つむる。どれぐらい時間が経っただろう？

　ゆっくりと、本当にゆっくりとキャロルが口を開く。

「まったくずるい人だ。そんな言われ方をすれば、死んで楽になりたいなんて言えなくなる。ただ、私がイヴ様の右腕になると反発されてしまいますよ」

「問題ない。そこの偽者をキャロルに仕立てたように、俺がキャロルを別人に仕立てる。名前も過去も捨てて、イヴに尽くし、魔族領域の平和のためだけに生きる。これ以上の贖罪はない」

　言い切る。

　ここまで言ってダメなら、諦めよう。

　無理やり、【改良ヒール】で心を操ろうと芯がなければ、大事は成し遂げられない。

「いいでしょう。その仕事、引き受けます。今から言う特徴の顔にしてください。ちょうど行方不明者の中に、イヴ様の右腕に収まっても問題ない、それだけの人望と家柄を持つものがおります」

　仕事を引き受けると決断してから、コンマ数秒でそのセリフを出せるあたり、さすがはキャロルだ。

「わかった。キャロル。俺がいない間、イヴを頼む」

「ええ、任せてください。……一つだけ、わがままを。私は名前と過去を捨て、イヴ様と魔族領域のためだけに生きます。ただ、一つだけ、キャロルとしての楽しみを残してほしい」

「聞いてやろう」

「孫の顔がみたい。孫が生まれたら会わせてください」

　その言葉でシリアスな空気がぶち壊れた。

　不安そうに俺の手を握っていたラピスの手にとんでもない力がこもる。よほどびっくりしたらしい。

「いいだろう。ラピスも喜ぶだろうしな。それに、そんなに時間がかからず生まれそうだ。……抱くたびに、ありったけしぼりとられるからな」

「もっ、もう、お父様も、ケヤルガ様も！」

　ラピスが顔を真っ赤にして、ぽかぽかと叩たたいてくる。

　これで、キャロルという優秀な男を失わずに済み、イヴを政治的に守ってくれる人材が確保できた。

　今回は疲れた。柄にもないことをしたせいだ。これでは、まるで聖人のようではないか。

「ケヤルガ様って、すっごく、すっごく、優しいですね」

　くったくのない笑みをラピスが向けてくる。優しい人か。

「ありがとう」

　いつもは、自嘲を込めて、自分は優しいと言っていた。だけどたまには、こういうふうに、ただ優しいことをしてもいい。そんなことを想おもってしまった。
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「なら、急ごう。宴の終わりが近い。【改良ヒール】」

　偽者とキャロルを入れ替え、キャロルの姿を変えてしまう。

　これでイヴを魔王領に残しても不安はなくなった。魔王領に戻り次第、ジオラル王国を目指そう。

　ジオラル王と、【砲】の勇者ブレット。奴らを裁き、復ふく讐しゆうを終わらせるのだ。







あとがき




『回復術士のやり直し５』を読んでいただき、ありがとうございました。

　原作の『月夜　涙』です。

　五巻では、いよいよ魔王との決戦に。

　この巻ではケヤルガはもちろん、ヒロイン全員に見せ場がありますよ。お色気シーンもいつもより多いです。ゲストキャラの、星兎族の親子も書いているうちに気に入って、力が入った書き下ろしシーンを追加していますのでそちらもお楽しみに！

　六巻もお楽しみに！




　　宣伝




　五巻はオリジナルドラマＣＤ付き同どう梱こん版が発売されています。完全書き下ろし脚本！　もちろんエロい。ついにセツナたちに声がつきました！　コミック、ドラマＣＤと広がる回復術士の世界、あと一つですね！

　コミックの三巻が、角川コミックス・エース様から２月４日とほぼ同時発売しました。

　こちらも小説と同じく非常に好調です！

　また、角川スニーカー文庫さんから『世界最高の暗殺者、異世界貴族に転生する』が同日発売しています。タイトルの通り、世界最高の暗殺者が貴族に転生する物語。前世の暗殺術と、異世界の魔法や技術を組み合わせることで、史上最強になっていく。……そして、暗殺者は前世では持ちえなかった愛や幸せを摑つかんでいく。自信作ですよ！

　しかも『暗殺貴族』の初版には、しおこんぶ先生の新規イラスト、セツナの特製しおりが挟まれています。さらに書き下ろしのセツナエピソードが読めるＱＲコードつき。そちらも是非読んでください！




　　謝辞




　しおこんぶ先生、五巻も素敵なイラストをありがとうございます。ゲームのお仕事、漫画のお仕事などなど、ますますご活躍のようですね。応援しております。

　担当編集の宮川様。いつもながら素早く誠実な対応、非常にありがたく思っています。

　角川スニーカー文庫編集部と関係者の皆様。デザインを担当して頂いた木村デザイン・ラボ様、ここまで読んでくださった読者様にたくさんの感謝を！　ありがとうございました。
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回かい復ふく術じゆつ士しのやり直なおし５




～即そく死し魔ま法ほうとスキルコピーの超ちよう越えつヒール～
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